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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　対チーム・グリフレット

　──《獅鷲星武祭グリプス》二日目、カペラドーム。

『試合開始時間にはまだ少々余裕がありますが、すでにステージ上にはＧブロック第一試合の両チームが出で揃そろっていますねぇ。さてさて、聖ガラードワース学園のチーム・グリフレットとクインヴェール女学園のチーム・赫かぐ夜やが激突するこの一戦、メーヴさんはどのように勝敗予想をされますかぁ？』

『チーム・グリフレットはリーダーのジャクリーン・ヘインズリーを始め全員が序列入り、それに加えてご存ぞん知じのようにガラードワースは《獅鷲星武祭》を最も得意としています。《冒頭の十二人ページ・ワン》だけで構成された上位の二チーム、ランスロットとトリスタンは別格としてもそれに次ぐチームと言っていいでしょう。十分に本戦出場以上を望めるはずです』

『ということはぁ、やはりチーム・グリフレットのほうが有利だと？』

　ステージ上でドミティラとメーヴの会話を聞きながら、ジャクリーンは不愉快そうに形の整った眉まゆを寄せた。

（それが仕事とはいえ、外野は好き勝手言ってくれるわね……）

　無論、ジャクリーンとて負けるつもりは毛頭ない。

　ただしこの《獅鷲星武祭グリプス》は三種の《星武祭フエスタ》の中で最も番狂わせが多い大会だ。どんな相手であろうと気を抜くことはできない。

　それに、そもそもチーム・赫かぐ夜やとて決して軽く見ていい相手ではないのだ。データに目を通した限りでは一芸に特化したタイプの選手を集め、それぞれの欠点を補うように運用することを主眼としたチームらしい。どんなメンバーとでもチームが組めるように訓練しているガラードワースのチームとは、ある意味対極と言えるだろう。

　唯一入手できたチーム・メルヴェイユとの学内模擬戦映像を見ても、未完成ながら悪くない動きをしていた。この時点での総合力ではまだまだメルヴェイユのほうが上のようだったが、それも一年近く前の話だ。それなりに腕を上げていると考えたほうがいいのは間違いない。

　ジャクリーンはその切れ長の目で、チーム・赫夜の面々を値踏みするように睨にらむ。

　──前列中央に立つのは、チームリーダーでもある若わか宮みや美み奈な[image: ]と。ジャクリーンはデータに目を通して初めて知ったが、クインヴェールでは公式戦四十九連敗という記録を打ち立てたそれなりの有名人のようだ。近接戦闘に特化したタイプで、そのレンジでは確かに気を付けないとならない相手だが、一方で遠距離攻撃への対応はお粗末極まりない。

　その隣に並び立つ金髪の女性は、ジャクリーンも当然知っている。聖ガラードワース学園生徒会長にして今大会にも参加しているチーム・ランスロットのリーダー、アーネスト・フェアクロフの妹──ソフィア・フェアクロフ。アーネストに比類し得る剣才の持ち主であり、本来ならば彼女一人でジャクリーンたち五人と渡り合うことも可能だろう。ただし彼女には心に深く刻まれたトラウマがあり、人を傷つけることができない。これはジャクリーンたちガラードワースの学生でも知っている話だ。それならば、いくらでも対応することができる。極論、校章さえ守っていればいいのだから。

　この美奈[image: ]とソフィアが前衛、その少し後ろで目をつむって深呼吸をしている小柄な少女が遊撃のニーナ・アッヘンヴァルだ。遊撃を任されているだけあって、近接攻撃にも遠距離攻撃にも対応できるオールラウンダーな《魔女ストレガ》であり、トランプのスートに見立てた能力を使う。その能力は攻撃・防御・補助と幅広いが、逆にその多彩さが仇あだとなり、上う手まく扱い切れていない。ただし、メルヴェイユ戦の終盤ではそうした評価を覆すような働きで、赫夜に勝利をもたらしている。

　そのニーナの後ろ、最後列に控える二人が後衛だ。その内、長い黒髪に弓型の煌式武装ルークスを展開させている少女が、蓮れん城じよう寺じ柚ゆず陽ひ。《鳳凰星武祭フエニクス》を制した星せい導どう館かん学園の天あま霧ぎり綾あや斗とと同門で驚異的な射撃精度を誇ほこる反面、近接戦闘はすこぶる苦手なようで距離を詰めることができれば容易たやすく倒すことができるだろう。

　そして──柚陽の隣でこちらの力を推おし量はかるように睨む少女、クロエ・フロックハート。近接戦闘も遠距離攻撃もそつなくこなし、これといって欠点らしい欠点はないが、その分これといって際立った能力も見受けられない。逆に言えば、チーム・赫かぐ夜やの中で最も恐れる必要のない相手だとも言える。

　だが……ジャクリーンはこのクロエこそがチーム・赫夜の要だと睨にらんでいた。

「……やはりクロエ・フロックハートが気になりますか？」

　と、背後からチームメイトが耳元に顔を寄せてきた。ジャクリーンたちチーム・グリフレットのメンバーは全員が女性だ。示し合わせてそうしたわけではないが、メンバー同士気兼ねしなくていいのはありがたい。

「まあね……どうにもきな臭いのは確かよ」

　引っかかったのは、メルヴェイユ戦の終盤で見せたニーナの動きだ。それまでとは明らかに異質だった。能力の複合という切り札はまだしも、それを撃つタイミングや位置取りは、とても判断力に難があるという評価のニーナにできるものとは思えない。まるで誰か別の人間の指示やアドバイスがあったかのようだ。とはいえ、映像を見る限りニーナの周囲には誰もいなかったし、そもそもあの乱戦状況下では声が通らないだろう。無線での連絡は容易たやすく妨害されるのでチーム戦では通常使用されないし、そういった装備も見当たらない。

　その疑問を解消したのは、至聖公会議シノドミアスのもたらした一つの情報だった。カメラの角度的にその姿は映っていなかったが、この時クロエの周囲で万応素マナの変換が行われていたらしい。だとしたら、クロエは《魔女ストレガ》である可能性が高いということだ。しかし、ステージ上でなんらかの能力が発動した様子は見られない。

　少なくとも、見た目の上では。

　もしクロエが《魔女》であり、この時に能力を発動していたのだとしたら、それは一体どのようなものだったのか。ここに先ほどのニーナの動きの不自然さを絡めて考えれば、おのずと一つの推論が浮かんでくる。

『クロエ・フロックハートは、テレパシーやそれに類する能力でニーナ・アッヘンヴァルへ指示を出していたのではないか？』

　この手の能力は実の所それほど珍しいものではない。特に諜ちよう報ほう工作機関には重宝されがちな能力らしく、至聖公会議の情報審問官にも過去に何人か同様の能力者がいたと聞いたことがある。

　いずれにせよ、クロエこそがチーム・赫夜の司令塔なのだと判断するのが妥当なところだろう。そう仮定した場合、チーム・赫夜の連係は侮れないものとなるはずだ。

「とはいえ──どんな手を使ってこようと、最終的に勝つのは私たちよ」

　ジャクリーンがそう言って涼やかな笑みを浮かべると、チームメイトも笑みを返して所定の位置へと戻った。ジャクリーンたちには油断も慢心もない。どのような相手であろうと最大の警戒を取り、万全の態勢で打ち破るまでだ。

　チーム・グリフレットのメンバー全員が、同じ剣型煌式武装ルークスをガラードワース流の半身に構える。ガラードワースにおいては剣術こそがすべての基礎であり、剣士五人によるユニットはガラードワースチームの基本形なのだ。必然、メンバー全員が前衛ということになる。

『さぁて、そろそろ試合開始時間が迫ってきましたぁ。はたしてこの初戦を勝ち抜くのはチーム・グリフレットか、それともチーム・赫かぐ夜やなのかぁ』

「──《獅鷲星武祭グリプス》Ｇブロック一回戦一組、試合開始バトルスタート！」

「はああああぁっ！」

　機械音声の声が響くと同時に、美み奈な[image: ]とが地を蹴り飛び込んでくる。チームリーダー自らが先陣を切るとは良い度胸だが、直接こちらのリーダーであるジャクリーンを狙ってくるのは予想の範囲内だ。

　ただ一つ──その速度以外は。

「なっ!?」

　美奈[image: ]の踏み込みは、ジャクリーンの想定を遥はるかに上回る速さだった。胸の校章を撃ち抜かんとするそのナックル型煌式武装をかろうじて光こう刃じんの腹で受け止めるが、圧倒的な衝撃に踏ん張りも効かず、為なす術すべもなく後方へ吹き飛ばされる。

「くぅ！　だが……！」

　普段からランスロットやトリスタンと──あの《聖騎士ペンドラゴン》アーネストや《輝剣クラウ・ソラス》エリオット・フォースターといったアスタリスクでもトップクラスの力を持った剣士たちと模擬戦を行っているジャクリーンだからこそ対応できたとも言えた。

「リーダー！」

　更に追撃を仕掛けてきた美奈[image: ]を、他のメンバー二人が挟撃する。ジャクリーンを含め、三人で美奈[image: ]を取り囲む形だ。

「っ！」

　残った二人は救出に来るであろうソフィアとニーナを足止めしつつ、後衛の柚ゆず陽ひの射線を塞ぐ。わざわざ言葉に出すまでもなく、各おの々おのが瞬時に判断しての行動だ。あらゆる状況において有機的に機能し、必要に応じて最適な連係を行い、集団の判断で個人の突出を後押しする──それがガラードワースのチームである。

「はあああああああ！」

「たあああああああ！」

「てやああああああ！」

　三方向からの、同時攻撃。それもガラードワース流剣術独特の弧を描くような斬撃は、直線的なそれと違ってタイミングと軌道が読み辛づらい。

（もらった……！　わざわざリーダーが飛び込んできてくれるとは……！）

　チーム戦においては、こうして多対一の状況をいかに作り出していくのかが決め手となる。一人落とせれば単純に数的有利を取れるだけでなく、より『次の多対一』を作り易やすくなるからだ。

　ただ、今回においてはそれすらも必要ない。何しろ目の前にいるのは相手チームのリーダーだ。この少女の校章さえ打ち砕いてしまえば、それで……それで──

「……っ!?」

　終わらない。

　いや、終わらせることができない。

「ば、馬鹿な……！」

　なぜならば、ジャクリーンたち三人の攻撃を美み奈な[image: ]とはたった一人で防ぎ切っていたからだ。身体からだを回転させながらジャクリーンたちの光こう刃じんを弾はじき、払い、かわし続けるその動きの鋭さたるや、尋常ではない。

『こっ……これはすごぉい！　若わか宮みや選手、三対一の状況でその猛攻を見事に凌しのいでいまぁす！』

　確かに美奈[image: ]の使う大型のナックル型煌式武装ルークスは守るのに向いているし、剣や槍やりといった手持ち武器よりも素早く防御行動へ移ることが可能だ。だが、だからといってガラードワースの序列入り選手三人を相手にこうまで……。

「ちぃっ！　仕方がない、一時散開！」

　ジャクリーンはすぐに思考を切り替えると、チームメンバーにそう命じた。

　このまま攻撃を続けていればそのうち押し切れるかもしれないが、手間取ればそれだけこちらが不利になる。ここで多対一の状況を作っているということは、他の場所では味方が数的不利になっているということだ。美奈[image: ]一人にあまり時間をかけていれば、足元をすくわれかねない。

　──しかし、それよりも一歩早く。

「……っ！　危ない！　よけて！」

「きゃあっ！」

「くあっ！」

　美奈[image: ]を囲んでいた二人のチームメンバーが、死角から回り込むように飛んできた光の矢を受けて弾き飛ばされた。ジャクリーンの声に反応してなんとか直撃は防いでいたものの、大きく撥はね飛とばされ体勢を崩してしまっている。

（蓮れん城じよう寺じ柚ゆず陽ひの矢の軌道が変わった……！　それも複数の矢を同時になんて……！）

　弓型の煌式武装は習熟が難しい。少なくともチーム・メルヴェイユ戦では直線的な矢しか射ることができなかったはずの柚ゆず陽ひが、僅わずか一年足らずで今のような芸当をこなすまでになっているとは。

「あらあら、隙だらけですわよ？」

　そこへ、電光のような剣けん閃せんが煌きらめいた。

　柚陽の矢を受けた二人の間を金色の髪が駆け抜けると同時に、校章破損バツジブロークンを宣言する機械音声が響く。

「ソフィア・フェアクロフ……！」

　その疾はやさは、先ほどの美み奈な[image: ]との踏み込みを遥はるかに凌りよう駕がしていた。剣速に至っては、かろうじて目で捉えられるかどうかといったレベルだ。ソフィア相手には、最悪素手で校章を守っていればやられることはないだろうという判断だったのだが、体勢を崩した状態であの速度となるとそれさえも不可能だろう。

　はっとして目を向ければ、ソフィアとニーナを足止めしていたはずの二人はニーナの設置型能力によって動きを封じられていた。

「八裂九封の処刑エグゼキユート・ツーペア・エイトナイン！」

　そしてニーナが腕を振り下ろすと、二人を閉じ込めていた光の檻おりの内側から光こう刃じんが出現し、校章を両断する。

『こ、これは驚きましたぁ……！　なんとなんとぉ、チーム・赫かぐ夜やがチーム・グリフレットを圧倒ぉ！　瞬く間に四人を倒し、残るはリーダーであるジャクリーン・ヘインズリー選手ただ一人となってしまいましたぁ！』

『……いや、これは私も驚きました。手元にあるデータとは比較にならないほど成長しているようですね。どの選手も、ほとんど別人といっていいほどです』

「く……っ！」

　ジャクリーンは奥歯を噛かみしめながら、ステージを見回した。

　そこではチーム・赫夜の面々が、落ち着いた面持ちでジャクリーンを見つめている。

　これで五対一。一体どこで何を間違ってしまったのか悔やんでも悔やみきれないが、今はそれはいい。相手の力量を見誤っていたのは確かだろう。だが、まだ終わったわけではない。

「これくらいで諦めていたら、正騎士の方々に顔向けできないわ……！」

　ジャクリーンはそうつぶやくと、剣を構えて地を蹴った。

　狙いは当然リーダーである美奈[image: ]だ。

　どれだけこちらが不利な状況であろうとも、これがチーム戦である以上リーダーさえ落とせば勝利を手にすることができる。

「させませんわ！」

「……させない！」

　もっとも、そうなれば当然美み奈な[image: ]とは危険を冒すことなく後衛に下がるだろう。こうして他のメンバーがそれを妨害しに割って入るのも想定内だ。数的有利の状況で、わざわざリスクを取る必要はない。加えて、先ほどの動きを見る限りジャクリーンがソフィアとニーナを倒すこともまず不可能だ。

　ソフィアのサーベル型煌式武装ルークスと、ニーナが能力で創り上げたのであろう光こう刃じんが、ジャクリーンに迫る。

　──ただし、ジャクリーンもここでこの二人に勝つ必要はないのだ。

「はっ！」

「っ!?」

　ジャクリーンは寸分のミスも許されないタイミングを読み切り、速度をほんの僅わずか緩めただけで二人の攻撃を受け流してみせた。これこそが相手の力を外すガラードワース流剣術の精髄だ。

　アーネストにも褒められたこの受け流しの技術だけは、ジャクリーン自身も《冒頭の十二人ページ・ワン》に匹敵するものと自負している。

　ジャクリーンはそのままソフィアとニーナの間を駆け抜け、一気に美奈[image: ]との距離を詰める。

　後は乾けん坤こん一いつ擲てき、渾こん身しんの一撃を美奈[image: ]へ叩たたき込こむだけだ。

　普通にやればジャクリーンの攻撃は先ほどのように美奈[image: ]に防がれて終わりかもしれない。だが、今の美奈[image: ]は安全策を取って逃げに入っている。そういう心持ちの時は、存外に隙が多くなるものだ。勝機はまだ残っている。

「はあああああああああああああああああああああああああああ！」

　美奈[image: ]の背中へ向けて、力を振り絞った突きを見舞う。

（獲とった……！）

　ジャクリーンがそう確信した瞬間。

「──すごい。本当に全部クロエの言った通りだ」

　美奈[image: ]は屈かがみ込こんでジャクリーンの突きをかわすと、斜めに身体からだを捩ねじるようにして後ろ回し蹴りを放っていた。

「がっ……！」

　カウンターでその蹴りを胸で受けたジャクリーンは、肺の空気を残らず吐き出しながら吹き飛ばされる。

「ジャクリーン・ヘイズリー、校章破損バツジブロークン」

「試合終了エンドオブバトル！　勝者、チーム・赫かぐ夜や！」

　　　　　　　　＊

「……ふぅ」

　聖ガラードワース学園生徒会副会長レティシア・ブランシャールは、空間ウィンドウでその試合結果を見届けると、小さく溜ため息いきを吐ついた。

「ジャクリーンたちは残念でしたわね」

　ガラードワースは今回も最多のチームを《獅鷲星武祭グリプス》に送り込んでいるが、チーム・グリフレットはその中でも相当期待をしていたチームの一つだった。それがこうも一方的に敗れるとは。

「……そうだね。まあ、チームの総合力で比較すれば見た目ほど実力差があったとは思えないけれど」

　と、執務机の向こうで生徒会長たるアーネスト・フェアクロフが苦笑交じりにそう言った。

「あら、そうですの？」

「チーム・赫かぐ夜やは確かにこの一年足らずで飛躍的に力を伸ばしたようだけれど、おそらく個々の弱点は解決されていないんじゃないかな。だからこそ、どうにかして短期決戦に持ち込みたかったように見えた」

「ふむ、確かに初手でリーダーを狙ってきたのはあちらですけれど……」

「問題はそこじゃないよ。無論、そこで決められていれば最善ではあったろうけど、ジャクリーンはそれを許すほど弱くはない。あちらもそれはわかっていたはずだ」

「？　だとしたら、どこに問題が……」

　そう言いながら、レティシアははっと顔を上げた。

　相手のチームリーダーが飛び込んできたのだから、それを仕留めようと動くのは当然のこと。ジャクリーンたちが一気に試合を決めようとしたのも無理はない。

　しかし、それがチーム・赫夜の戦略だったとしたらどうだろう。チームリーダーを落とせるという餌をぶらつかされ、短期決戦に持ち込まれたのだとしたら。

「いえ、でもそんなリスキーな戦術……」

　チーム戦においてリーダーを囮おとりに使う戦法はないわけではない。定石とは言わないまでも、警戒すべき案件なのは確かだ。とはいえ、リーダーが望んで多対一の状況に飛び込んでいくのはさすがに度を超えている。

「そんな無む茶ちや、余程腕に自信がない限りはやらないでしょう？」

「つまり、それだけ自信があったということなのだろうね。元々若わか宮みやくんの近接戦闘技術は高いレベルを誇ほこっていた。この一年、それに磨きをかけてきたとすれば……おそらくうちの《冒頭の十二人ページ・ワン》とも真っ向からやり合えるはずだ。ジャクリーンたちの敗因は、相手の得意分野に付き合ってしまったこと、いや、付き合わされてしまったことだよ」

「その結果、チームが分断されてしまった……」

「そう。僕たちガラードワースの得意分野はチームワークだ。その実力を発揮できないまま敗北してしまったのは無念だろうけど、仕方がないね。それが《星武祭フエスタ》というものなのだから」

　そう言われてみると、ソフィアにも問題点が見えてきた。

　ジャクリーンたちはリーダーである美み奈な[image: ]とを倒すことに拘こだわらず、まずは順当に戦線を構築すべきだったのだ。そうすれば一気に押し勝つことは無理でも、長期戦に持ち込めただろう。相手チームには明確な弱点が多いのだから、そこに付けこむこともできたかもしれない。

「まあ、それでも部分的に三人での連係は成立していたわけだし、それを短時間でも凌しのぎ切った若わか宮みやくんを褒めるしかないかな」

「……ソフィアさんには触れませんのね？」

　チーム・赫かぐ夜やのソフィアはアーネストの実妹だ。だというのに、アーネストはまるで気にも留とめていないように振舞う。かつてソフィアに憧れていたレティシアからしてみれば、それが不満だった。

「前にも言っただろう？　彼女は彼女、僕は僕。妹だからと言って特段どうこういうこともないさ」

　やはりアーネストはつれない態度だ。

　もっともレティシアとてそれがアーネストの本心ではないことを知っている。お互いにお互いを思うからこそ、敢あえて距離を取っている兄妹きようだい。

　いつか二人が昔のように朗らかに笑い合うことができる日がくればいいのに──その頃を知る数少ない一人であるレティシアは、そう願ってやまなかった。

　　　　　　　　＊

　──カノープスドーム、選手控え室。

「はっ！　あのガキ、このオレに生意気な口を叩たたいた割には大したことないな！　あの程度の腕でオレを倒すだと？　笑わせるな！」

　ロヴェリカはソファにふんぞり返ったまま、ピルケースから取り出した錠剤をガリガリと噛かみ砕くだいた。

「そうですか？　私の見たところ、それなりの実力の持ち主に見えましたが？」

　隣に座ったフードに眼鏡の女性──メデュローネがそう言うと、ロヴェリカは不愉快そうに鼻を鳴らす。

「ここでのくだらないお遊びの範はん疇ちゆうでなら、な」

「今は私たちもそのお遊びに付き合っているのですから、それで問題ないでしょうに」

　肩を竦すくめるメデュローネを睨にらみ付つけたロヴェリカは、仏頂面のままぐるりとチームメンバーを見渡した。

「まあいいさ。確かにあのガキは大したことなかったが、他のクズ共はどいつもこいつもそれ以下だ。ということは、あのガキ共も本戦とやらに残る可能性があるってことだろう？　いいか、もしオレたちが連中とぶつかるようなことがあれば、あの若わか宮みや美み奈な[image: ]ととかいうガキはオレがやる。手を出すなよ？」

「あー、ズルいなあ。そういうことなら僕はあの黒髪の大和やまと撫子なでしこをいただきたいんだけどいいかい？」

　と、壁際に立っていた栗くり毛げの美男子が軽薄な笑みを浮かべたまま手を挙げる。

「テオルディオ、またあなたはそんな……いい加減、その悪い癖を直してくれないと困るのですが」

「いやいや、今回は違うよ。あのお嬢さんがそそられるのは確かだけれど、そういう意味じゃなくて……少し本気にさせられたみたいでね」

　睨み付けるメデュローネに両手を振りながら弁明するテオルディオ。その細められた瞳の奥に、暗い炎が蠢うごめいているのをロヴェリカは見逃さなかった。

「へえ、久しぶりにもっと悪い癖が出てきたか。くはは！　いいじゃないか、好きにさせてやれよ」

「……だったら、ボクも、あの小さい娘を、もらう」

　その時、控え室の片隅がゆらりと歪ゆがんだかと思うと、目付きの悪い少年が姿を現した。

「ああもう、砕すいまでそんなことを……あなたからもなんとか言ってください、ネヴィルワーズ」

　頭を抱えたメデュローネが助けを求めるような、そしてどこか非難するような声で、反対側のソファに座った偉丈夫に言う。

「──ディルク殿からのオーダーは『勝つこと』のみだ。どのように勝つかは指定されていない」

「つまり好きにしていいってことだろう？」

「……」

　ネヴィルワーズは肯定するでも否定するでもなく、ただ無言のままだ。

　だがロヴェリカはそれを肯定と受け取った。

「本当に放任主義ですね、我らがリーダーは……」

　メデュローネがもう諦めたとでも言うように息を吐きながら、ソファの背もたれに寄りかかる。

「ですが……それならば私はミネルヴィーユを頂戴するとしましょう」

　そして眼鏡の位置を直しながら、ぼそりとそうつぶやいた。

　手の平に隠れてその表情はわからなかったが、おそらくは蛇のような笑みを浮かべていることだろう。普段は冷静な顔でまとめ役をしているが、このチーム・ヘリオンで最も残忍で悪辣なのはこの女なのだから。

「お喋しやべりはそこまでだ。ブリーフィングを始めるぞ」

　そこでネヴィルワーズが短く言った。

　これからロヴェリカたちは一回戦が控えている。

　対戦相手はどこの学園のチームだったか。ディルクからデータは届いているものの、ロヴェリカは碌ろくに目も通していない。

　当然だ。そもそもそんな連中は眼中にないのだから。

『──あたしは若わか宮みや美み奈な[image: ]と、クロエの友達だよ！』

　その代わりに、ロヴェリカの脳裏にシリウスドームでの光景が蘇よみがえる。

　そう、あの目。あの目だ。唾棄すべき夢と浮ついた希望にまみれた、反へ吐どが出そうになるあの目。

（いいぜ、若宮美奈[image: ]……！　くだらない仕事だと思っていたが、少しは楽しみができたってものだ……！）

　ロヴェリカは愉悦と不快さがないまぜになった暗い情動にほくそ笑みながら、ピルケースから取り出した錠剤をまとめて口に放り込んだ。


第二章　量産型純星煌式武装オーガルクス《アガーナベレア》

「おっし！　大勝利！」

　控え室に戻った美み奈な[image: ]とが笑顔でそう言うと、チーム・赫かぐ夜やの面々は笑顔で応えてくれた。

「はい、まずは一勝ですね」

「ま、これくらいは当然ですわ」

「う、うん……！　次もがんばらないと……！」

　柚ゆず陽ひ、ソフィア、ニーナの順でハイタッチを交わすが、最後の一人──クロエだけは浮かれた美奈[image: ]へ釘くぎを刺すことも忘れない。

「喜ぶのもいいけれど、あくまで私たちの目標は優勝。調子に乗って気を抜かないようにね」

「うっ……！　わ、わかってるってば」

「本当に？　さっきの勝者インタビューでも随分口が軽かったみたいだけど」

「あ、あれは、その……」

　つい先ほどまで美奈[image: ]たちはマスコミに囲まれて取材を受けていたのだが、そうした対応に慣れていない美奈[image: ]は連係の秘ひ訣けつについて尋ねられた際、ついつい喋しやべってはまずいことまで──クロエの能力や星露シンルーとの特訓についての断片程度ではあるが──口を滑らしてしまいそうになっていた。慌てて柚ゆず陽ひがその口を塞いだから事なきを得たものの、迂う闊かつだったのは間違いない。

「……ごめんなさい、反省してます」

　美み奈な[image: ]とは叱られた子犬のように、素直に頭を下げる。

「まあまあ、クロエさんもそのあたりで。あの方々はなんとかして情報を引き出そうとしてくるプロなのですから仕方がありませんよ」

「柚陽は美奈[image: ]を甘やかしすぎ。……とはいえ、確かに取材対応についての訓練を失念していたのは私のミスね。今からじゃどうにもならないし、今後はすべて私が対応するから美奈[image: ]とソフィア先輩は何も喋しやべらないこと」

「えっ？　私もですの!?」

　思わぬとばっちりに目を丸くするソフィア。

「どれだけ情報を与えないで勝ち進んでいけるかで、私たちが優勝できる可能性が変わってきます。今回の相手だって、美奈[image: ]が近接格闘能力が高いことはわかっていても、それがまさかガラードワースの序列入り三人のコンビネーションを凌しのげるほどだとは思っていなかったはず。もし事前にそれを知っていたならば、こうも簡単にはいかなかったでしょう」

「そ、そういえば……確かに、あっちの人たちはクロエをずっと気にしてたみたい。もしかしたら、クロエの能力のことを知っていたのかな……？」

　クロエの発言を聞いたニーナが、おずおずとそう言った。自分に自信がなく、常に他人の顔色を窺うかがってきたその性格からか、ニーナは相手の意識や気配に敏感だ。

「その可能性はあるわね。ガラードワースの諜ちよう報ほう機関である至聖公会議シノドミアスの情報収集能力は六学園随一、以前ならばともかく表舞台へ出るようになった私の動向からそれを察していてもおかしくはないわ」

「……情報戦ってやつかぁ。うん、そういうことならクロエに一任したほうがよさそうだね。確かにあたしやソフィア先輩には向いてないもん」

「だからなんで私まで!?」

　不服そうなソフィアを完全にスルーして、クロエは壁際の空間スクリーンを操作すると、更に言葉を続けた。

「ただし、対外的な対応は私がやるけれど、情報収集と分析に関しては全員でやってもらうわよ」

「今から、ですか？」

　首を傾かしげる柚陽に、クロエは小さく肩を竦すくめてみせた。

「ちょうど気になるチームの試合が始まるところなの。録画でもいいけれど、せっかく揃そろってるのだからいいでしょ」

「気になるって……どんなところが？」

「見てればわかるわ。ほら、出てきたわよ」

　クロエのそっけない返事に美み奈な[image: ]とは頬ほおを膨らませたが、すぐに画面に現れた背の高い眼鏡の青年に目を奪われた。ステージへのブリッジを歩くその一歩一歩に、圧倒的な自信が満みち溢あふれている。歓声に手を振って応え、爽やかな笑みを振りまく余裕は、しかしその確かな実力に裏打ちされたものであろうことは美奈[image: ]にもわかった。

「クロエ……この人、相当強いね」

「当然でしょ。アルルカント・アカデミー序列二位、《賢彩武略パラース・アテナ》ダスティン・ウィザーズ。弱いはずがない」

「序列二位……！」

　その言葉に全員の顔が引き締まる。

「まあ、そうは言ってもアルルカントの序列はあまり当てにならないのだけれど。今の一位は文句なしに化け物とはいえ、二位以下は派閥のパワーバランスで簡単に上下するから。他学園の序列二位……たとえば星せい導どう館かんの《千見の盟主パルカ・モルタ》や界龍ジエロンの《覇は軍ぐん星せい君くん》、レヴォルフの《砕星の魔術師バサドーネ》といったクラスと比べるとやや見劣りするのは否めないわ。とはいえ《冒頭の十二人ページ・ワン》としてなら実力は申し分ないし、独自の厄介な特技もある。何より彼の本領は別にあるの」

「別に……？」

　画面の中で悠然と歩を進めるダスティンの背後には、アルルカントの制服に身を包んだ同じような背格好、同じようなバイザーグラスをかけた学生たちが四人、寸分違わぬ動きで付き従っている。その姿は個性を発散させるダスティンとは対照的に、まるで大量生産品のような没個性だった。

『さー！　東ゲートから入場してきたのはアルルカント・アカデミー序列二位のダスティン・ウィザーズ選手が率いるチーム・アンドロクレス！　しかもしかも、なんとビックリこのウィザーズ選手、実践クラスではなく研究クラスの所属なんだとか！』

「研究クラス……それでいて序列二位なのですか？」

　実況のナナ・アンデルセンの声を聞いた柚ゆず陽ひが、片手で口元を押さえながら驚きの声を上げる。

　それも無理はない。アルルカント・アカデミーの学生は落星工学に関連した研究開発を行う研究クラスと、その成果を使って闘う実践クラスの二つに分かれている。落星工学との親和性があるため前者にも《星脈世代ジエネステラ》は多いのだが、その大半はあくまで研究者や技術者であって、通常こうした場に出てくるのは実践クラスの学生だ。

「ええ。確かに珍しいケースだけれど、研究クラスの学生が《星武祭フエスタ》に出てきたり序列入りすること自体は、別にダスティン・ウィザーズが初めてというわけじゃないわ。過去にもそれなりに例はある。彼が特異なのは、それを極めて高いレベルで両立しているところよ。研究クラスで実績を出しつつ序列二位という順位を維持するのは、並大抵の才能では不可能なはず」

「まさしく文武両道というわけですわね。学生たる者こうでないと」

　うんうんとなぜか上から目線のソフィア。

「そ、それで……クロエが気になってるところって？」

「ダスティン・ウィザーズはこの《獅鷲星武祭グリプス》で新技術のお披ひ露ろ目めをすると、前々から公言しているの。それがどのようなものなのか、残念ながらベネトナーシュでも掴つかめていないのよ」

　クロエは唇を噛かみながら、眉まゆ根ねを寄せた。

「今大会の優勝候補であるガラードワースのチーム・ランスロットや星せい導どう館かんのチーム・エンフィールドは、確かに強敵でしょう。私たちより圧倒的に格上で、総合力でも個の力でも上を行っている。でもね、彼らの戦力はある程度予測がつく。露出が多く、それなりの精度で情報が揃そろっているのだから。無論、その情報にはない成長や隠し玉があるかもしれないけれど、少なくとも対抗する戦術は組み立てることができる。私たちにとって厄介なのは二種類、その一つは何をしてくるか読めない相手よ。つまり事前に戦術が組めないチーム」

「なるほど。それでこの試合を全員で見ておこうということですね」

　納得したように柚ゆず陽ひが微笑ほほえむ。

「じゃあ、もう一つは……？」

「私たちの特性にとって相性が悪い戦法を主体とする相手ね。具体的に言うならば、私たちと正反対の──」

　クロエがそこまで言ったところで、ふいに画面の中から実況とも解説とも違う爽やかな青年の声が響いた。

『このプロキオンドームにお集まりの皆さん、そしてこの栄光ある《獅鷲星武祭》をご覧の世界中の紳士淑女の方々、ご機嫌麗しゅう！　そして僭せん越えつながら、皆様のお時間をほんの少しだけ拝借いたします！』

　見ればステージの中央でダスティンが両手を広げ、笑顔でぐるりと観客席を見回している。すでに対戦相手であるレヴォルフのチームと相対しているというのに、だ。

　当然ながらレヴォルフのチームはその全員が顔を真っ赤にし、リーダーらしき頬ほおに大きな十字傷のある男は明らかに怒声を上げている。とはいえ、こちらはマイクをオフにしているのかその声までは聞こえてこない。

『いえいえ、決して損はさせませんとも！　なぜならば皆さんはこれから一つの時代が終わり、新たな時代が始まる瞬間の目撃者となるのですから！』

　そのダスティンの姿は堂に入っており、自信と活力に満みち溢あふれている。美み奈な[image: ]との持つ研究者というイメージからは、あまりにもかけ離れていた。

『あはははは！　ダスティンの坊やもアホやなあ！　ま、よっぽど自信がある玩具おもちやを用意してきたってことなんやろうけど』

『あ、そっか！　ウィザーズ選手は千歳ちとせさんの後輩に当たるわけだもんね。もしかして知り合いだったりするの？』

『派閥がちゃうし、面識はあるっちゅー程度やな。それよりほれ、そろそろ始まるみたいやで』

　実況のナナと解説の左さ近こん千歳がわいのわいのとやってる間に、二つのチームはそれぞれ開始位置へと移動している。驚くべきことにダスティンはその間も観客を相手に長々とした口上を続けており、対戦チームを完全に無視している。

「《獅鷲星武祭グリプス》Ｔブロック一回戦三組、試合開始バトルスタート！」

『……さて、それでは無粋な前置きはこれくらいにしておいて、お披露目させていただきましょう！』

　校章が試合開始を告げてもダスティンの舌は止まらない。

　一方でレヴォルフの学生たちは一斉にダスティン目掛けて襲い掛かる。前衛の三人は皆両手にナイフ型の煌式武装ルークスを構え、動きも素早く無駄がない。少なくともレヴォルフ最下層のチンピラではなく、それなりの手て練だれのようだ。

　が、ダスティンは余裕の笑みを浮かべたままその猛攻をかわしてみせた。六本のナイフが空を切り、怒りでますます男たちの顔が赤く染まる。くるくると踊るようなダスティンのステップは完全に男たちの攻撃を見切っているとしか思えない。

　そして──ムキになって攻撃を続けていた男たちが、唐突に吹き飛ばされた。

　三人の内二人は意識を失っており、脱落。唯一、十字傷の男だけは頭を振りながらもすぐに立ち上がったが、何が起こったかわかっていないようだ。

　もっとも観客や美奈[image: ]たちのように、俯ふ瞰かんで試合を見ていた者にとっては一目瞭然だった。

　ダスティンの背後では他のチームメンバーが同じような姿勢で同じライフル型の煌式武装を構えている。おそらくは彼らの銃撃によってレヴォルフの男たちは打ち倒されたのだろう。それはわかる。

　ただ……美奈[image: ]には彼らがいつ銃弾を発射したのか、見えなかった。周りのソフィアやニーナ、柚ゆず陽ひやクロエにも目線で確認するが、全員が首を横に振る。となれば、ただ単に見逃したというわけではなさそうだ。

『いかがでしょう、皆さん！　これこそ我々が作り上げた新たな時代の嚆こう矢しとなるべき量産型純星煌式武装《アガーナベレア》です！』

　恭しく一礼するダスティンの手にも、いつの間にか全く同じ煌式武装ルークスが──いや、純星煌式武装オーガルクスが握られていた。

『量産型──』

「純星煌式武装!?」

　唖あ然ぜんとしたナナの声と美み奈な[image: ]との声がかぶる。それは観客も、クロエたち他のメンバーも同様だ。

　だが、それも当然だろう。純星煌式武装はオンリーワンだからこそ、すなわち唯一無二であるウルム＝マナダイトをコアとしているからこそ純星煌式武装足り得るのだ。元々一つの武器だったものを五つに分けたルサールカの《ライア＝ポロス》のような例外はあるものの、それとて量産というには程遠い。

『へぇー、量産型純星煌式武装とは……これまたなかなかにおもろいもんを持ち出してきよったなあ』

　唯一同じアルルカントのＯＧである千歳ちとせだけは、さも面白そうにただでさえ線で引いたようなその目を更に細めてくつくつと笑っている。

『えっと……いやでも、純星煌式武装を量産って……本当にそんなことができるの、千歳さん？』

『さあてなあ、それはデータを見てみんとなんとも言えへんけど……あの《アガーナベレア》とかゆー純星煌式武装に使われとるウルム＝マナダイトの特性には覚えがあるわ。あれはおそらく……次元潜航やと思うで』

「っ！　次元潜航……！」

「なるほど、そういうことですか……」

　クロエと柚ゆず陽ひは千歳の言葉だけですぐにその能力を察したらしい。

『やれやれ、解説に身内がいると勿もつ体たい付けることもできないな。ええ、ええ、その通りですとも！　我らが偉大な先輩の仰おつしやる通り、この《アガーナベレア》の放つ光弾は、別の次元へ潜ることが可能なのです。そして光弾を潜航・浮上させるタイミング、つまり距離や時間は使い手の任意！　まさしく不可視にて不可避の弾丸と言えましょう！』

「ええっと……じゃあ、さっきのは別の次元に弾丸を潜らせて、相手に当てる直前に浮上させたってこと？」

「ダスティン・ウィザーズの説明通りならばそうなるわね。言われてみればレヴォルフの学生たちが吹き飛ぶ前に、一瞬何かが光ったようにも見えたけど……」

　美奈[image: ]の疑問に、クロエが半信半疑といった顔ながらも答えてくれる。

『そしてこの量産型純星煌式武装オーガルクス《アガーナベレア》最大の特徴は、純星煌式武装としての強力な能力を持ちながら、代償を必要としないこと！　さらにさらに適合率に関係なく、誰でも扱うことができるという点にあります！　これを新たな時代の幕開けと呼ばず、なんと呼びましょう！』

　ダスティンがそう言って胸を張るのを、残ったレヴォルフの三人は歯は噛がみするような表情で見つめている。とはいえ相手がわざわざ能力をべらべらと明かしてくれているのだから、ここは待つのが賢明だろう。

　と、美み奈な[image: ]とがそう考えていたところで、レヴォルフの後衛二人がいきなり弾はじき飛とばされた。校章破損バツジブロークンが宣言され、残ったのはリーダーである十字傷の男ただ一人だ。

『……と、これこのように潜航も浮上も自由自在でございます。よほど気を付けていなければ、相手にはいつ引き金を引いたのかさえわからないでしょう』

　悠然と微笑ほほえみながら、ダスティンは手にした《アガーナベレア》を掲げてみせた。

（見透かされていた……！）

　おそらく待ちに回るであろうことを見越して、光弾を発射していたのだ。

　もし美奈[image: ]が対たい峙じしていたならば、彼らと同じような末路を迎えていたことだろう。

　残された十字傷の男が自暴自棄になったのか、憤ふん怒ぬの形相でダスティン目掛けて突っ込んでいく。ダスティンの背後で銃を構えていたアルルカントの学生が、一斉に──とは言っても光弾は見えないのだが──引き金を絞った。

　ところが存外に冷静だったのか、十字傷の男はその動きを見越していたかのように横へ跳び、回り込むようにしてダスティンへと迫る。同時に、男の両手に握られた光こう刃じんの輝きが爆発的に膨らんだ。

　流星闘技メテオアーツだ。

　ダスティンはチームリーダーなのだから、もし当たりさえすれば一発逆転も有り得る。

　しかし、ダスティンは十字傷の男を一いち瞥べつすることさえしない。

　十字傷の男が大きくジャンプし、勢いを付けてナイフを振り下ろそうとしたその瞬間──まるで機銃の掃射を受けたかのように、男の身体からだで何発もの光弾が炸さく裂れつした。

　美奈[image: ]は、はっと息を飲む。

　少し前にダスティンが高々と《アガーナベレア》を掲げてみせたあの時──おそらくあの時点ですべてを見越して今の光弾を仕込んでおいたのだろう。

　信じ難いまでの先読みだった。

　十字傷の男がどのルートからどのタイミングで仕掛けてくるか完全に読み切っていなければ、不可能な芸当だ。

「試合終了エンドオブバトル！　勝者、チーム・アンドロクレス！」

　完全に意識を失った男が落下すると、機械音声がチーム・アンドロクレスの勝利を告げる。

『ふうむ、《アガーナベレア》のパフォーマンスをＰＲするには、少々物足りない相手だったかな。もう少しいろいろとお見せしたかったのだが……』

　顎に手を当て、不満そうにつぶやくダスティンの目には、最後まで対戦相手は映っていなかった。

　　　　　　　　＊

「……はぁ」

　チーム・アンドロクレスの試合に見入っていた美み奈な[image: ]とは、大きく息を吐き出した。

「つ、強かったね……アルルカントの人たち……」

　ニーナも恐々とした声でそう言うと、きゅっと拳を握り締める。

「あの量産型純星煌式武装オーガルクスも脅威的でしたけれど、私的には何より相手の行動を完全に読んでいたかのような動きのほうが気になりましたわ。《千見の盟主パルカ・モルタ》の未来予知ならばいざしらず……」

「それにあのチームは完全にダスティン・ウィザーズさんのワンマンチームのようでした。他のメンバーはそれこそ彼の手足というか、動きそのものが完全に統制されていたようで……」

　ソフィアと柚ゆず陽ひもそれぞれ今の試合の印象を口にするが、クロエは険しい顔で黙り込んだままだ。

「クロエ？」

　美奈[image: ]がそう呼びかけると、クロエは頭を振って溜ため息いきを吐ついた。

「……なんでもないわ。相変わらず嫌な予感というものは当たるものだと痛感していただけよ」

「嫌な予感？」

「さっき話していたでしょう？　私たちの特性にとって最も相性が悪い戦法を主体とするチーム……それがまさしくアンドロクレスよ。できれば私たちと当たる前に、チーム・ランスロットあたりとぶつかって消えてくれればいいのだけれど」

「む、聞き捨てなりませんわね。それはチーム・ランスロットよりもチーム・アンドロクレスのほうが当たりたくない相手という風にも聞こえますわよ？」

　承服しかねるといったソフィアに、しかしクロエはしっかりとうなずいてみせた。

「ある意味では。彼らは遠距離戦を主体とした戦術を基本とし、オールラウンダーに率いられたワンマンチームです。遠距離攻撃を苦手とする美み奈な[image: ]とを攻撃の中核とした私たちとは致命的に相性が悪い」

「う……っ！」

　率直に弱点と言われた美奈[image: ]が思わず固まる。

「まあまあ、こればかりは仕方ありません。あまり気になさらず」

「うえーん、ありがとう柚ゆず陽ひ！」

　美奈[image: ]が抱きつくと、柚陽はよしよしとその頭を撫なでてくれた。

「だから柚陽は美奈[image: ]を甘やかさないでちょうだい。……こほん」

　話が逸それたとばかりに、クロエが一度咳払い。

「チームリーダーであるダスティン・ウィザーズは今見たように近距離戦闘もこなすオールラウンダーで、仮に速攻をかけても容易には潰せないでしょう。そして柚陽が言ったように他のメンバーは彼によって完全に統制されており、末端の判断ミスから切り崩すことも難しい。つまり搦からめ手てが効き難にくい相手ということです」

「な、なるほど……そう言われてみると、思ってたよりもずっと厄介かも……。あの銃の弾って、やっぱり私の能力で作る壁でも防げない……よね？」

「次元潜航の理屈がどうなっているのか仕組みがわからない以上なんとも言えないけど、ダスティン・ウィザーズの自信のほどから察するにまず無理でしょうね」

「ふ、防げない弾が、突然目の前に出てくるとか怖すぎるよぅ……！」

　ニーナは今にも泣き出しそうだ。

　そんなニーナをあやすようにソフィアが言う。

「で、ですがまあ、まだ必ずぶつかると決まったわけではないのですし……」

「可能性があるならば対策を考えておくのが私の役目です。それに……」

　クロエはそこで一度区切ると、ソフィア以外の面々も見渡しながら続けた。

「私たちが優勝を目指すのであれば、本戦でどれだけ運が良い配置になったとしても、本来勝ち目がないようなチームを最低二つは撃破しなければならないわ。皆も覚悟しておくように」

「まあ、トーナメントである以上どうしたってそうなるよね……」

　美奈[image: ]はそう言いながら、指折り数え上げた。

「まずはガラードワースのチーム・ランスロットとチーム・トリスタンでしょ、それから星せい導どう館かんのチーム・エンフィールド」

「星露シンルーさんの一番弟子が名を連ねている界龍ジエロンのチーム・黄龍フアンロンもそうでしょうね」

「そ、それとわたしたちと同じクインヴェールのチーム・ルサールカも……」

「それにアルルカントのチーム・アンドロクレスが追加、と。こうしてみると多いですわね……」

「……いいえ、もう一チーム足りないわ」

　最後に、クロエがぼそりと付け加えた。

「レヴォルフのチーム・ヘリオン」

「あ……」

　その場の全員がはっと口をつぐむ。

　あの開会式の日、美み奈な[image: ]とたちと睨にらみあった傭よう兵へい生たち。

　昔クロエが共に戦っていたという、かつての仲間。

　あの一件の後、クロエからその程度の簡単な説明はあったものの、美奈[image: ]たちもどう触れていいのかわからずにここまで来てしまった。

　そうした空気を感じ取ったのか、クロエがふいに苦笑する。

「……そうね。これ以上気を遣わせるのもなんだし、そろそろちゃんと話しておくべきでしょう。皆、これからまだ時間はある？」

「え？」

「もしあなたたちと顔を合わせたらまた面倒なことになりそうだったから、本当は私一人で行こうと思っていたのだけれど……これからカノープスドームでチーム・ヘリオンの試合があるの。映像よりは生で観戦したほうが得られるデータは多い。どう、よかったら一緒に行く？」

　美奈[image: ]たちはその言葉にお互いの顔を見合わせ、異口同音に答えた。

「もちろん！」


第三章　導く者、導かれた者、導いた者

「さて、どこから話したものかしらね……。あまり長くなってもあれでしょうし」

　学園を通して配車してもらった自動運転のタクシーに乗り込むと、クロエはそう切り出した。

「いいよ。長くなっても、ちゃんとクロエの過去を知っておきたい」

　後部座席に座った美み奈な[image: ]とは、真面目な顔でそう答える。

　美奈[image: ]の隣には柚ゆず陽ひとニーナ、前部の助手席にクロエ、運転席にソフィアが座っている。ちなみに雇用調整の関係でアスタリスクでは人が運転するタクシーが主流なのだが、クインヴェールが契約している会社はほぼすべてが自動運転だ。

「それなら……私が昔ＰＭＣにいたことは知っているわよね？」

「うん。あいつらはその時の同僚なんでしょ？」

　あいつらというのは言うまでもなくチーム・ヘリオンのことだ。

「確か……ＨＲＭＳでしたか？　ＰＭＣとしてはそれほど大きな会社ではないようですけれど……」

「まだ十年程度の歴史しかないし、戦闘要員だって百人もいないから、ＰＭＣとしては中規模とさえ言えないわね。ただし、そのあたりの大手よりもずっと精鋭揃ぞろいよ」

　おそらくある程度情報を調べていたのであろう柚ゆず陽ひの言葉に、クロエが補足を加えた。

　ＰＭＣ──民間軍事会社も大手ともなれば数万人の戦闘要員を抱えるところがある。ただし《星武祭フエスタ》やその下位カテゴリーのバトルエンターテインメントで活躍したトップ選手、つまり《冒頭の十二人ページ・ワン》クラスは統合企業財体本部の軍事部門が抱え込んでしまうため（無論そういった進路を選択する者の話で、戦場や戦闘とは無縁の世界に進む若者も多いのだが）、ＰＭＣの兵士の質はそれほど高くないというのが一般的だ。前者と後者では給料、待遇、装備に設備、どれをとっても比較にならない。

「そこまで優秀な人材をどうやって確保してますの？」

「それは代表の……リベリオ・パレートの手腕によるところが大きいですね」

　その名前を出した時、クロエがわずかに口籠ったことに美み奈な[image: ]とは気が付いていた。

「具体的には統合企業財体が目を付ける前に人材を確保する、という形です」

「ふむ……ですが、そんなことが可能でして？　自慢じゃありませんけど、私とお兄様は十歳になる頃にはもう複数の学園から声がかかっていましたわよ」

　言葉と裏腹にこれ以上ないくらいのドヤ顔でソフィアがふぁさりと髪を掻かき上あげる。

「おー、さっすがソフィア先輩。あたしなんてその頃は師匠にひたすら稽古付けてもらってるだけだったなあ」

　そう言いながら、美奈[image: ]は故郷での日々を懐かしむように思い返す。

「ソフィア先輩くらい幼少時から名を馳はせていればそうでしょう。彼が狙うのはそうした表舞台の子どもではなく、紛争地帯や廃はい墟きよとなった地方都市に住まう孤児、スラムのストリートチルドレンといった陽の当たらない世界の子どもたちです。実際《研究所》と呼ばれる組織も同じように世界各地から子どもを集めて育成し、それを商品として出荷していますしね」

「しょ、商品って、そんな言い方……」

　悲しげに目を伏せながら、小さな声で呻うめくようにニーナが言った。

「事実は事実よ。もっとも《研究所》は子どもたちを強制的に競わせることで才能を選別するのだけれど、リベリオ・パレートは最初から彼に必要とする才能を持った子どもだけを拾い上げるの。そして彼はそれを見誤ったことは一度もない」

「……素養を見抜く、卓抜した目をお持ちなのですね」

　そう言いながらも、柚陽の声からは感嘆の響きは微み塵じんも感じられない。

「そうして拾われた子どもの一人がこの私というわけ。私の場合、彼に拾われる前は東欧の山岳ゲリラの下にいたわ。そこの誰かが親だったのか、さらわれてきたのかもわからない。食事は残飯みたいなものばかりだったし、人らしい愛情もかけてもらったことはなかったけれど、この能力のおかげでなんとか生きていくことを許されていたってところかしら。まあ、何かと便利だったのでしょうね」

「──っ」

　その告白に、全員が息を飲む。

　クロエは淡々と簡潔に語っていたが、その向こうに途と轍てつもなく凄惨でむごい事実があるであろうことは想像に難くない。

「そんなある日、突然……本当に突然、私の前にリベリオ・パレートが現れたの。アジトの片隅で寝ていた私が呼ぶ声に目を覚ますと、いつの間にかそこに立っていた彼は私の顔を覗のぞき込こむようにして──ただ一言『一緒に来るかい？』と笑ったわ。そして、私はよくわからないままうなずいていた。もちろん彼を怪しく思わなかったわけではないし、そもそもあのアジトを出ていくだなんて想像したことさえなかった。でも、彼の言葉を聞いた途端、まるでそうするのが当然のように思えたの。彼に付いていくことが、正しい選択なんだって。その背中を追うようにしてアジトを出ると、すでにそこは彼の部隊によって制圧されていたわ」

　クロエはそこで一呼吸置くと、そっと目を伏せた。

「チーム・ヘリオンのメンバーも皆似たようなものよ。詳しく聞いたわけじゃないけれど、誰一人としてまともな境遇にいなかったのはわかる。私にとっても彼らにとっても、リベリオ・パレートに拾われる以前の過去は不要で、思い返すことさえない。ただリベリオ・パレートを愛し、敬い、その命令であれば疑問一つ抱くことなく従い完璧に遂行する、そういう存在なの。だってリベリオ・パレートは、私たちに人生そのものを与えてくれた人なのだから」

「で、でも……！　結局その人はクロエたちを利用するために集めてたんでしょ？　せ、戦場で戦わせるために……！　だったら、じゃあ……！」

　そこでニーナがぐっと身を乗り出して言った。その声が悲痛なのは、自らに思うところがあるせいだろう。

「ええ、そうよ。そのことはリベリオ・パレートも否定しないどころか、むしろ笑顔で肯定するでしょうね。ただし……彼は私たちに利用されるという選択肢をくれたの。私たちにはそれを拒否することもできた。望むなら彼の下を去ることだって。なのに誰一人としてそうしなかったのは、彼がこの世界で最も自分たちの価値を信じてくれている人間であり、最も上手に利用してくれる人間だとわかっていたからよ」

「視野狭きよう窄さく、というのは簡単ですけれど、部外者が無遠慮にその主観を非難できるものではありませんわね。ですが率直に申し上げて、その方はフェアではありませんわ。明らかにそう思わせるように動いた結果でしょう？」

　ソフィアが厳しく指摘するが、クロエはそれには答えず僅わずかに苦笑してみせただけだった。まるで、言われるまでもなくわかっているとでも言うように。

《星武祭フエスタ》開催期間中の道路は混み合っており、車の進みは遅い。窓の外を行き交う人々も歩道から溢あふれんばかりの有様だ。カノープスドームの姿はすでにビルの合間に見えているが、到着するまでもうしばらくはかかるだろう。

「とにかく、リベリオ・パレートに拾われた私はＨＲＭＳで学び、働き……やがてこの学園に売られてきたの。それから先は皆も知っての通りよ」

「では……それほど慕っていた方の下を離れることに、当時のクロエさんは思うところはなかったのですか？」

「なかったわ」

　今度の柚ゆず陽ひの問いかけには即答だった。

「私にとってそれは今までと同じ、彼から下された命令オーダーの一つにすぎなかったから」

「つまりクロエさんがこのクインヴェールでベネトナーシュとして働いていたのも、あくまでその方の命令だったからと？」

「そうなるわね」

　重ねて尋ねる柚陽に、やはり躊躇ためらうことなく答えるクロエ。

「無論、それは過去の話よ。かつての私がそう思っていたというだけ。とはいえ、今も私が彼に──そうね、相応の敬意を抱いていることは否定しないわ」

「……っ」

　その答えに美み奈な[image: ]とは開きかけた口を一度つぐみ、目を伏せる。それから拳をぎゅっと握り締め、小さく息を吐いてから顔を上げた。

「じゃあ、もし……もしその人が、クロエに戻ってこいって言ってきたら……クロエはどうするの？」

　クロエを除いた他の皆も、はっと息を飲む。

　車内の空気が張り詰め、ピリピリとした不安と緊張感がその場を支配する──が。

「まさか、戻るわけないじゃない」

　クロエはそうしたすべてを、あっさりと一笑に付してそう言った。

「過去の話だと言ったでしょう？　確かにあなたと出会う前の私であれば違う答えだったかもしれないけれど。それにまあ、今の私にはこの学園にも少なからず愛着というものがあるしね」

　そして、珍しく照れた顔を隠すこともなくクロエが続ける。

「開会式の前にロヴェリカが言ったことは当たっているわ。私は誰かさんたちのせいですっかり腑ふ抜ぬけてしまったから、ここがちょうどいい居場所なのよ」

　カノープスドームのクインヴェール学園特別観戦室は、まさしく豪ごう華か絢けん爛らんだった。脚が埋もれるようなふかふかの絨じゆう毯たんに革張りのソファ、ステージに面する壁は一面ガラス張りで、反対側にはバーカウンターが設しつらえてある。特別観戦室は各学園ごとに造りが違うらしいが、クインヴェールのそれは格別に瀟しよう洒しやなのだとか。おそらく学園の性質的に、他学園よりも歓待の場として利用される機会が多いからだろう。

[image: ]

「ひえええ……ちょ、ちょっとここ、豪華すぎない？」

　美み奈な[image: ]となどはあまりに普段の生活から縁遠い空間すぎて、ソファに腰を下ろしてもリラックスするどころかむしろ落ち着かない。

「あら、そうですの？　私はむしろこれくらいのほうが落ち着きますけれど」

　ソフィアはソフィアでこの空間が似合いすぎていて、悠然と足を組む様は物語に出てくる悪役令嬢のようだ。

「試合開始まではまだ少し時間があるみたいね」

　ガラスの前に立ったクロエが、ステージを見下ろしながらそう言った。今現在、ステージの上空では巨大空間スクリーンに他会場の試合が中継されている。《星武祭フエスタ》では各会場での試合時間を調整して、その開始が多少前後することは珍しくない。あまりに早く終わりすぎた試合が続いたりした場合などは、それが特に顕著だった。

「チーム・ヘリオン各メンバーの能力については試合を見ながら解説するとして……あなたたちには試合の流れよりも、対戦した際に担当することとなるであろう相手をしっかり観察してもらうわ」

　振り向いたクロエが、並んでソファに座った美み奈な[image: ]とたちを一人ずつ指差していく。

「美奈[image: ]は言うまでもなくロヴェリカ、柚ゆず陽ひはテオルディオ、ソフィア先輩はネヴィルワーズ、ニーナは砕すいから目を離さないように」

「うん、わかった！」

　美奈[image: ]は代表するように力強く応えた。あの開会式の日に対たい峙じした、凶気に満ちた瞳の少女が脳裏をよぎる。

「──おや、あなたたちも来ていたのですか」

　と、そこへ扉を開いて新たに入ってきた人物が、感情の読めない鉄のような声でそう言った。

「理事長……!?」

　バイザーグラスに冷ややかな美貌の持ち主は、クインヴェール女学園の理事長ペトラ・キヴィレフトだ。

　慌てて立ち上がろうとした赫かぐ夜やの面々を、その後ろから現れた少女が笑いながら制す。

「あー、いいよいいよ。そんなかしこまらないでも。今更でしょ」

「シルヴィアさんまで……！」

　クインヴェール女学園生徒会長シルヴィア・リューネハイムは、驚く美奈[image: ]にパチリとウィンクをした。

「……ちょっと待ちなさい。今更とはどういうことです？」

　ペトラは明らかにシルヴィアの物言いに不満がありそうだったが、シルヴィアはそんなペトラの視線を意にも介さず美奈[image: ]の隣へ腰を下ろす。

「え？　え？　どうして理事長とシルヴィアさんがここに……？」

「理事長と生徒会長が自分たちの学園のチームを応援しに来ることがそんなに不思議ですか？」

　ペトラは冷たい口調でそう返してきた。

「自分たちの学園の……？」

　首を傾かしげる美奈[image: ]に、今度は赫夜のメンバーたちまでもが驚いたような呆あきれたような顔で見てくる。

「まさか美奈[image: ]……あなた、チーム・ヘリオンの対戦相手を把握してないの？」

「あー、うん……まあ」

　何しろ《獅鷲星武祭グリプス》の参加チームは二百五十六。一々組み合わせをチェックしていられないというか、自分たちのブロックを確認するだけでいっぱいいっぱいだ。それに本戦ではどうせ再度抽選が行われるのだから、ということもある。

「美奈[image: ]さん、それはワインバーグさんが少々可哀かわいそうというか……ほら、以前わざわざ伝えに来てくれたではないですか。『わたしたちはＦブロックだから直接ぶつかるのは本戦になるでしょうけれど、そっちもせいぜい予選で負けたりしないようにがんばるがいいですの！』と」

「……あっ」

　柚ゆず陽ひの言葉にポンと手を打つ美み奈な[image: ]と。

　そうだ。確かに組み合わせが発表されたすぐ後に、美奈[image: ]たちの教室までやってきたヴァイオレットがそんなことを言っていた。

「ということは……」

　美奈[image: ]が改めてステージに視線を向けると、そこではちょうど選手の入場が始まったところだった。

『待たせたな、てめえらー！　そろそろいかしたやつらがいかしたバトルをおっぱじめる時間だぜー！　ってなわけで、西ゲートからの入場は久々に復活した傭よう兵へい生制度による招しよう聘へいチームだ！　レヴォルフ黒学園のチーム・ヘリオン！　ＰＭＣで日々命をかけた実戦に勤いそしむ連中の実力は、果たしてどれほどのものなのかー！』

　やたらとテンションの高い実況の声が、高らかに響き渡る。

『そしてもう一方、東ゲートからは《星武祭フエスタ》の華であるクインヴェール女学園の強豪が登場だ！　クインヴェールといえば前大会で旋せん風ぷうを巻き起こしたチーム・ルサールカばかりが目立っているが、メンバーの序列で言えばこいつらだって負けちゃいねえぜ！　チーム・メルヴェイユー！』

　　　　　　　　＊

　北関東多重クレーター湖上に浮かぶ空港は、名実ともにアスタリスクの玄関口だ。普段から多くの観光客が行き交うが、《星武祭》の開催期間中ともなれば輪をかけて混雑が酷ひどくなる。

　その人ごみの中で、一人の女性が困ったように立ち尽くしていた。清せい楚そで落ち着いたショートカットの美人で、シンプルながら仕立ての良いワンピースに身を包み、大き目のサングラスを少しズラして空港内を立体的に投射した地図を睨にらみつけている。

「お嬢ちゃん、何かお困りかい？」

　と、その女性の背後から、別の女性が声を掛けた。ショートカットの女性よりも、一回り以上は年上だろう。浅黒く日焼けした肌、乱雑にくくった長い黒髪、タンクトップとジーンズ──ショートカットの女性とはいかにも対照的な雰囲気でありながら、野性的な魅力に溢あふれている。

「ええ、六りつ花かへ向かう船の乗り場を探しているのですが……初めて来たものですから、どこへ向かったらいいのかわからなくて」

　サングラスを取ってはにかみながら、ショートカットの女性が会釈をする。

「一番から六番ポートまでは全部アスタリスク行きだよ。なんだったら案内しようか？」

　黒髪の女性が通路の先を指しながら、朗らかに言った。

「あら、それはどうもありがとうございま……あっ、いえ、すみません！　そんな、ご迷惑でしょうから」

　一度は素直にうなずいたショートカットの女性は、しかしすぐにはっと思い直したように首を横に振った。

「なーに、遠慮しなさんな。どうせあたしも同じ所へ向かうんだ。ま、ここにいる連中の大半はそうだろうけどさ」

　からからと笑う黒髪の女性。

「それに、この時期は人が多すぎて船に乗るにも相当待たされるからね。あたしも話し相手が欲しかったのさ。特別室でも取るつもりってのなら別だろうけども」

「なるほど、そういうものなのですね……。私ときたら、どうにも不見識で」

　ショートカットの女性はそう言って恥ずかしそうに苦笑する。

《星武祭フエスタ》の開催期間中、乗船までに一時間程度待たされるのはよくあることだ。船の特別室を取れば優先的に乗船できるが、空港から六りつ花かまでは片道三十分もかからない。その程度の時間のために十倍以上の料金を支払うのは、富裕層でもなければまずしないだろう。

「──ご婦人方、それなら飛行船はいかがですか？」

　すると今度は二人の隣に立っていた男が、ふいに話しかけてきた。

「はい？」

「いえ、聞き耳を立てていたわけではないのですが、お二方のお話が耳に入ってきてしまったもので」

　背は高く、いかにも精せい悍かんな褐色の肌──ただし黒髪の女性と違って日で焼けたものではない──を高級そうなスーツで包み、人好きのする明るい笑顔を浮かべている。歳の頃はショートカットの女性と黒髪の女性のちょうど中間、三十前後といったところか。

「飛行船だって？　そっちのほうがもっと混むだろうに」

　黒髪の女性がうさん臭そうな目で男を眺めてから言った。

　空港から六花や湖岸都市を結ぶ交通手段は水上連絡船と飛行船の二つだが、後者は前者よりも遅く一度に運べる人数も少ない。

　その反面、飛行船は観光目的の旅行客や団体客には人気があり、便数の少なさもあって混雑具合は水上連絡船の比ではなかった。

「実は私もアスタリスクへ向かうところなのですが、ちょっと奮発して貸し切りの小型飛行船を予約していまして。ところが急きょ連れが来られなくなってしまいましてね。どうです、よかったらご一緒しませんか？」

「ええっ？」

「なんだい坊や、随分と羽振りがいいじゃないか。とはいえ、こんなところでナンパってのはいただけないねえ」

　面食らった様子のショートカットの女性を庇かばうように、黒髪の女性がにやりと笑いながら前に出る。

　ちなみに小型の飛行船を一隻チャーターするとなれば、水上連絡船の特別室が可愛かわいく見えるような金額がかかるはずだ。

「いやいや、そんなそんな。……まあ、美しいご婦人方に道中の話し相手をしていただけたらという下心がないと言えば嘘うそになりますがね。そこはそれ、あなたと一緒ですよ」

「ふーん……」

　おどけたように肩を竦すくめる褐色の男性を、黒髪の女性はしばらく値踏みをするように睨にらんでいたが──

「ま、そういうことならご厚意に甘えておこうか。なあ、お嬢ちゃん」

「ええっと……本当にいいのでしょうか？」

「ええ、ええ、もちろんですとも。旅は道連れと言いますしね。それに空の旅はいいものです！　水の上を往ゆくよりも、遥はるかに自由で気持ちがいい！」

　褐色の男が大仰に腕を広げ、にっこりと笑う。

「では、お言葉に甘えて……感謝します」

　多少なりとも世慣れた者ならば怪しんでしかるべき展開であるが、ショートカットの女性は素直にそれを受け入れた。それは世間知らずというよりも、誰かに尽くされ差し出されることに慣れているからだろう。

「ではでは、早速参りましょう」

　そう言って褐色の男は女性陣を先導するように歩き出したが、すぐに黒髪の女性がその横へ並んでぼそりとささやいた。

「──で、一体何が狙いなんだい、リベリオ・パレート」

　その言葉に褐色の男──リベリオの顔が一瞬だけ引き締まり、すぐにまた親しみのある笑みが戻る。

「これはこれは、私なぞをご存ぞん知じでしたか」

「そりゃ《王竜星武祭リンドブルス》制覇者を忘れやしないさ。けったいな純星煌式武装オーガルクスを片手に大暴れした、稀き代たいの悪童」

「おやおや、もう十年以上も昔の話なのによくもまあ」

　呆あきれたように苦笑するリベリオ。

「あんた、確か今はＰＭＣの社長やってるんだろ？　それがこんなところで女を引っかけてるとは、随分と暇そうじゃないか」

「言いたくはないですけどね、あなたが彼女に話しかけたりしなければ、私だって顔を見せるつもりはなかったんですよ」

「へえ？」

　黒髪の女性はさも心外だとばかりに片かた眉まゆを上げる。それを見てリベリオは観念したように溜ため息いきを吐つくと、その声をさらに小さくして続けた。

「彼女はさる名家のご令嬢なのですが、訳あって家を飛び出してしまわれましてね。彼女のお爺じい様さまから内々に護衛を頼まれたのですよ」

「ははぁ、家出娘ってわけかい。とはいえあのお嬢ちゃんも《星脈世代ジエネステラ》だろうに過保護が過ぎるねえ」

　黒髪の女性が見たところ、ショートカットの女性もただのか弱いお嬢様というわけではなさそうだ。ただし、身のこなしから察するに、本格的な鍛錬を積んでいるというほどではない。いや、より正確に言うならば、過去に鍛えた経験があったが今はすっかり錆さびついているというほうが近いだろうか。

「いやいや、肉親の情ってのはそういうものですよ」

　そう言うリベリオの言葉はいかにも薄っぺらい。

「ま、嘘うそってわけじゃないみたいだね。しかし無理に連れ帰ることだってできるだろうに、こそこそと護衛とはご苦労なこった」

「そこは極力騒ぎにはしたくないという先方のご要望ですからなんとも……昔からお世話になっている方なので私も断れませんで。何より個人的な依頼ですから他の者に任せるわけにもいかず……と、これでわかってもらえたでしょう？」

　リベリオはそこですっと目を細める。

「護衛対象にあなたみたいな化け物が声をかけてきたら、出ていくしかないじゃありませんか」

「ははっ、御ご大たい層そうに言ってくれるねえ。あたしはただの通りすがりだよ。そんなおっかない目で睨にらみなさんな」

　ひらひらと手を振って黒髪の女性があっけらかんと笑う、が──

「《[image: ]武祭エクリプス》の専任闘技者にそう言ってもらえるとは光栄だ。あたしからしてみりゃ、あんたのほうがよっぽど化け物だよ」

「なるほど、随分と余計なことまでよく覚えていらっしゃる」

　黒髪の女性とリベリオ、双方が笑顔のまま瞬間的に挑発するかのように鬼気を放ち、凌しのぎ合う。

　それはほんの一瞬にすぎなかったが、行き交う人々の中の何人か──気配に敏感な《星脈世代》は否いや応おうなくそれを感じ取って身震いし、周囲を見回した。

「……？　ええっと、今何か……？」

　ショートカットの女性もそうした一人で、不思議そうに首を傾かしげている。

「──ああ、そういえばまだ名乗っていませんでしたね。私はジュリアーノ・マゼッティと申します。どうぞよろしく」

　それをごまかすように、満面の笑みで振り返ったリベリオが白い歯を煌きらめかせた。リベリオからも黒髪の女性からも先ほどの鬼気はすっかり消きえ失うせている。

　それにしてもさらりと偽名を使っているあたり、さすが抜け目がない。

「あら、確かに……こちらこそ失礼を。私はダイアナ・パウンドです」

　ダイアナと名乗ったショートカットの女性は、そう言って右手を差し出した。

「パウンド……？」

　黒髪の女性がもしやというように横目でリベリオを見るが、褐色の伊だ達て男おとこはそれに気が付かないふりをして話を続けた。

「ところでお嬢さんはどういった目的でアスタリスクへ？　ああ、いえ、無論時期が時期ですから《星武祭フエスタ》を観みにいらしたのはわかっていますが……」

　するとダイアナは、どこかすっきりした顔で答えた。

「実は古い友人たちが今回の《獅鷲星武祭グリプス》に出場しているんです。生あい憎にくともう随分と長い間顔を合わせてはいないのですが……いい機会なので、思い切って応援に来てしまいました」

「ほう、それはそれは」

　リベリオもおそらくその事情を知っているであろうに、さも初めて聞いたかのように大きくうなずいてみせる。

「かく言う私も、教え子たちが今回の《獅鷲星武祭》に参加していましてね」

「あら、ではやはりその応援に？」

「ええ。ただ、私が顔を見せると彼らは少し張り切りすぎてしまうかもしれませんから、陰ながらという形ですけれど」

　その話を聞きながら、黒髪の女性は今回の《獅鷲星武祭》にはリベリオのＰＭＣから傭よう兵へい生として招しよう聘へいされたチームがあることを思い出していた。話に虚実を混ぜ合わせるのは、上手に騙だます基本だ。

「それで……ご婦人は？」

　と、リベリオがさりげなく黒髪の女性にも話を振ってくる。

「奇遇なことに、あたしも一緒だよ。不肖の弟子が今回の《獅鷲星武祭》に参加してるらしいのさ」

「まあ、では私たちみんな同じ目的だったのですね」

　ダイアナが無邪気に顔をほころばせ、今度は黒髪の女性にも右手を差し出した。

「素敵なご縁に巡り合えました。どうぞよろしくお願いします、ええっと……」

「──玄くろ鐘がね空そらだ」

　空は苦笑いしながら、ダイアナの右手を軽く握った。


第四章　チーム・ヘリオン

　得られるポイントは通常の学生の半分以下（厳密にはその時その時のレギュレーションによって変わる）という制限の下、《星武祭フエスタ》の参加資格年齢の対象者を一度だけ外部から招しよう聘へいできるという傭よう兵へい生制度は賛否両論であり、過去に何度も廃止と復活を繰り返してきた。

　賛のほうの意見は思わぬ伏兵の投入によって強豪による予定調和を崩せること、参加枠を埋められない場合の救済措置など、否のほうの意見はそもそも外部から参加者は《星武祭》の基本理念に反すること、各学園の学生はいわば《星脈世代ジエネステラ》のエリートであり有象無象の傭兵生は《星武祭》のレベル低下をもたらすなどが挙げられるが、総じて後者の意見が多数派だ。

　実際、学園同士の参加枠融通制度が適用されて以降は、傭兵生制度が採用されることは少なくなった。採用されることがあっても学園のブランド化を徹底しているガラードワースとクインヴェールが傭兵生を使うことはまずなく、最大の学生数を誇ほこる界龍ジエロンも同様だ。必然、傭兵生を利用する学園はレヴォルフとアルルカント、時折星せい導どう館かんがそこに入るといった具合で、二分化が進んでいくこととなった。

　しかし学園サイドとしてはそれでいいのかもしれないが、いざ現場で闘う学生たちにとってはそうもいかない。

　二分化が進むということは、傭よう兵へい生に関する情報の集積量もまた同様ということだ。傭兵生は主に各統合企業財体系列のＰＭＣなどから斡あつ旋せんされるケースが多いのだが、ＰＭＣの中には複数の統合企業財体と懇意にするものや逆に等しく距離を保とうとするものも存在する。そうしたＰＭＣから出向してきた傭兵生に関しては、傭兵生を利用しない学園はどうしても情報のアドバンテージを失いがちだった。

　──そう、本来ならば。

「運が向いている、と言っていいのかしらね」

「ん？　なんのことだ？」

　思わず零こぼれ出たサンドラのつぶやきに、隣に立つチームメイトでありセティ三姉妹の長姉であるパドマが首を傾かしげる。

「傭兵生である彼らの情報が、私の手元にある幸運についてよ」

「ああ、そのことか。確かにな」

「あくまで数年前のデータとはいえ、あるとなしとでは大違い。どういう経路で手に入れたのかは知らないけれど、ベネトナーシュもやるものね」

　諜ちよう報ほう工作機関としては世論操作に長たけるベネトナーシュだが、近年では情報収集の面でも評価が高い。

「いやいや、それはどうかなー。運が良かったらそもそも初戦からこんな連中と当たったりしないでしょ？」

　そんなサンドラたちに呆あきれたような顔で口を挟んできたのは三姉妹の末妹ディヴィカだ。両手を頭の後ろで組んで口を尖とがらせるその姿はまだ幼い子どもにしか見えないが、これでも序列二十二位に名を連ねる使い手である。

「ええ。彼ら……相当に手て強ごわいですよ」

　ディヴィカに同意するように小さくうなずいたのは、三姉妹の次姉スバシニ。鋭いその視線は正面に立つチーム・ヘリオンの面々を値踏みするかのように睨にらんでいる。

　六学園のそれではない、見慣れぬ制服をまとった五人。

　その胸にこそレヴォルフの象徴である双そう剣けんの校章を付けてはいるが、明らかに普通の学生たちとは雰囲気が違う。

　五人それぞれ態度は異なっており、いかにも面倒臭そうに不機嫌な表情をしている者、無表情に立ち尽くす者、歓声に応えて笑顔を振りまく者など、まとまりというものが一切感じられない。しかし、こうして相対した状態で彼らの力量が推おし量はかれないほどサンドラたちは未熟ではなかった。

　外からやってきたこの傭兵生たちは強い。

　それも、この大会にエントリーしている上位陣──ガラードワースや界龍ジエロン、星せい導どう館かんのトップチームに引けを取らないレベルで。

「ふふん！　なーにビビってるですの？　どんな相手だろうと、わたしたちが負けるはずありませんの！」

　と、一人後方で観客に手を振っていたチームメンバーの残り一人、ヴァイオレット・ワインバーグがばしばしとサンドラの背中を叩たたきながら言った。

「ちょっと、やめてちょうだい。別に気後れしてるわけじゃないわ」

　サンドラは不愉快そうにその手を除よけるが、口調はさほど厳しくない。

「しかしまあ……変わったものだな、サンドラ」

　それを見ていたパドマが、どこか揶や揄ゆするように口元を緩める。

「……なんのことかしら？」

「昔のおまえであれば、今のような軽口程度もっと上う手まくあしらっていただろうに。随分と素の顔を出すようになったものだ」

「あー、確かに確かに。サンドラちゃんってば、あの試合以来ぐっと可愛かわいらしくなったよねー」

「怪け我がの功名と言ったところでしょうか」

　パドマの言葉に同意するかのようにうなずく妹二人。

「べ、別にそんなことは……！」

　サンドラは思わずムキになって否定する。

　とはいえ、あの試合──チーム・赫かぐ夜やとの模擬戦とその敗北は、確かにサンドラにとって大きなショックだった。まさか負けるとは思ってもいなかった相手だということもあるが、何よりも衝撃だったのはかつてサンドラのタッグパートナーであったニーナ・アッヘンヴァルの成長ぶりだ。

　試合前にチーム・赫夜のクロエ・フロックハートは『自分ならもっと上手くニーナを使いこなすことができる』と言ってのけた。その時は何を馬鹿なと歯牙にもかけなかったが、蓋を開けてみればその言葉は事実──いや、それ以上のものだった。ニーナの意志と自発性を尊びながらも、試合の中でその能力を最大限に発揮させつつコントロールする。クロエのそれは、相手の心理を自分の都合の良いように誘導していただけにすぎないサンドラの遥はるか上を行く技術だ。

　認めたくはないがサンドラの完敗だった。

　自信とプライドを粉々に打ち砕かれたサンドラに多少の変化が訪れても不思議ではないだろう。

「我々はおまえの手駒として闘うことを承知の上でチームに入ったのだ。別段、以前のおまえに不満があったわけではないが……ま、今のほうが好ましいのは確かだな」

　にやにやと笑うパドマの脇腹に軽く肘ひじ鉄を入れるが、鍛え上げられたその腹筋はびくともしない。

　序列こそサンドラのほうが上とはいえ、それは純星煌式武装オーガルクスの力があってこそだ。純粋な戦闘能力だけでいえばこのパドマがチーム・メルヴェイユのエースだった。

「なんにせよ、あの若わか宮みや美み奈な[image: ]とに……チーム・赫かぐ夜やに借りを返すまではぜぇったいに負けられませんの！」

「うんうん。でもまさかあいつらがチーム・グリフレットに勝っちゃうとはねー。あたしたちとやった頃のあいつらなら、勝負にもならなかっただろうにさ」

「信じられないくらいに腕を上げていましたね。驚きです」

「……ふん、望むところよ。あの子たちが本戦まで勝ち進んでくれないことには、私たちに雪辱の機会はないのだから」

《星武祭フエスタ》において有力候補が予選からぶつかり合うことがないのは周知の通りだ。ただし幾いくつかのブロックでは完全な予定調和を崩すためにも、有力候補に中堅チームやダークホースをぶつけて番狂わせや盛り上がりを演出することがある。

　チーム・赫夜はサンドラたちチーム・メルヴェイユとの模擬戦に勝利することによって一定の評価を得たが、それでも大会前の時点では中堅候補の枠に引っかかるのがいいところだろう。

　対して、ガラードワースのチーム・グリフレットは堂々たる有力候補だ。まさしく番狂わせと言っていい。

　一方、チーム・メルヴェイユはチーム・赫夜に敗れたとはいえ、それだけで大きく評価を落とすことはなかった。クインヴェールのナンバーワンチームには未いまだにルサールカが居座っているとはいえ、総合力でそれに次ぐ位置にいる有力候補の一角であることは間違いない。

　通常傭よう兵へい生は実力が未知数であることから、ダークホース枠に位置づけられる。つまりこの試合は、サンドラたちのほうが格上なのだ。多くのオッズでもそれを裏付ける数字が出ている。

　チーム・赫夜が下げ剋こく上じようで勝ち上がったのならば、こちらは横綱相撲で勝ってやろうではないか。

　スバシニの言葉通りチーム・赫夜の面々も随分と実力を付けたようだが、サンドラたちとてあの模擬戦の頃とは比較にならないほど成長しているのだ。

「──おい」

　と、ふいにチーム・ヘリオンの一人が不機嫌そうな声で話しかけてきた。名前は確かロヴェリカ、と言ったか。

　その手には悪名高い純星煌式武装《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》が握られている。

「おまえら……今、若わか宮みや美み奈な[image: ]ととか言ったか？」

「あら、あの子の知り合いですの？」

　意外そうにヴァイオレットが返すが、相手はそれを無視して言葉を続けた。

「ああ、そうか。その服装、あいつと同じ所属というわけだ。なるほどな」

　今初めてそれを認識したとでも言うように、ロヴェリカが不躾な目でサンドラたちを値踏みしながら嘲るような笑みを浮かべる。

「ふふん、わたしと若宮美奈[image: ]は……そう、言うなれば宿命のライバル！　互いに抜きつ抜かれつ、切せつ磋さ琢たく磨まし高め合う間柄ですの！」

「……何言ってんの、ヴァイオレットちゃん」

　胸を張るヴァイオレットにディヴィカをはじめとしたメルヴェイユの面々も呆あきれ顔がおだが、相対するロヴェリカは違った。

「くくっ……くははははは！　ライバル、今度はライバルときたか！　大切な仲間に、友達に夢、挙句の果てにライバルだと？　まったく、つくづく度し難い甘ちゃんどもだな、ここの連中は！」

　ロヴェリカの哄こう笑しようには、侮蔑と嫌悪、嘲りと苛いら立だちが露骨なまでに現れている。

「むっ！　な、なんですの、失礼な！」

　ヴァイオレットがむっとした様子で抗議するが、ロヴェリカはやはり無視するようにくるりと背中を向け、さっさと所定の位置へと戻って行った。

「ごっこ遊びも大概にしておけ、クズ共が」

　ただ一言、そう吐き捨てて。

「なーにあれ、嫌なやつー」

　ディヴィカがふくれっ面でその背中を睨にらむが、サンドラはチームの面々の顔を見ながら冷静に言った。

「言わせておけばいいわ。それよりも、そろそろ時間よ。配置に付きなさい」

　不承不承といった感じで戻っていくディヴィカとヴァイオレットを横目に、サンドラは一度大きく息を吸って気持ちを切り替える。

　こちらは前衛であるパドマ、スバシニ、ディヴィカの三姉妹が最前列、後衛であるヴァイオレットが最後列、遊撃でありチームリーダーでもあるサンドラがその間に控えるという布陣だ。

　対するチーム・ヘリオンはロヴェリカと砕すいという名前の小柄な少年が最前列に、遊撃担当であろうチームリーダーのネヴィルワーズと、極めて珍しい鞭むち型の煌式武装ルークスを持ったメデュローネがその後ろ、テオルディオなる優男が最後列でライフル型煌式武装を肩に担いでいる。

「──《獅鷲星武祭グリプス》Ｆブロック一回戦三組、試合開始バトルスタート！」

「っ！」

　試合開始と共に、リーダーであるサンドラの胸の校章を光弾が襲った。

　直前まで同じチームのネヴィルワーズとロヴェリカが壁になっていたはずなのに、二人がほんの僅わずかな動きだけで射線を通すと、テオルディオは隙間を縫うような正確無比な狙撃で開幕の奇襲を仕掛けてきたのだ。

　だが。

「……あらら、防がれてしまったか」

　どこか意外そうにつぶやくテオルディオ。

「ふふん……！」

　サンドラは悠然とその一撃を洋扇型の純星煌式武装オーガルクス《グレールネーフ》で受け止めていた。

（なるほど、データ通りね）

　チーム・ヘリオンの後衛であるテオルディオは、使用している武器からもわかるように狙撃手だ。その技量は驚異的で、それこそ今のように針の穴を通すような狙撃を成し得る名手だが、狙いが正確な分あらかじめ予測できていれば防御することは難しくない。

　データによれば、チーム・ヘリオンの面々は基本的には速攻を好むらしい。だとすれば、その狙いは校章以外にない。ターゲットはリーダーであるサンドラの可能性が高いが、数減らしの目的で他のメンバーが狙われることもあり得たため、各自開幕の狙撃には気を付けるよう言い含めてある。

「んにゃろー！　食らいやがれですのー！」

　テオルディオの狙撃から一瞬遅れてヴァイオレットが能力を発動させると、その上空に生み出された無数の光弾がチーム・ヘリオンを襲った。《崩弾の魔女オーヴアリーゼル》の二つ名を持つヴァイオレットは様々な弾丸・砲弾を創出し操ることができるが、以前よりも能力の発動速度や命中精度が格段に向上している。

「さて……では、こちらも」

　同時にサンドラが《グレールネーフ》を一振りすると、虚空から大量の水が湧き出いで渦を巻いた。そこから数条の水の槍やりを撃ち出し、相手を牽けん制せいする。標的はチーム・ヘリオンで最も危険で厄介な相手……つまりロヴェリカだ。

「ちっ！」

　ヴァイオレットの光弾を歪いびつな形の刃やいばで弾はじきながら前進しようとしていたロヴェリカが、舌打ちしながら背後に跳んでそれをかわす。

　これでいい。サンドラたちは対ヘリオン用にいくつも作戦を用意してきたが、いずれもその中核となるのはロヴェリカを自由に動かせないようにすることだ。

　ロヴェリカの持つ《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》の能力については、ベネトナーシュの情報を頼るまでもなくアスタリスクでは広く知られている。チーム・ヘリオンのメンバーが所属するＨＲＭＳの創設者リベリオ・パレートは、かつてほぼ無傷で《王竜星武祭リンドブルス》を制するという偉業をやってのけたが、それはリベリオ本人の戦闘力もさることながらこの純星煌式武装オーガルクスの力が大きかった。

　星辰力プラーナの吸収。

　それこそが《虚渇の邪剣》の能力であり、使用者を中心とした円状の効果範囲にいるすべての人間──代償として常に飢餓感を抱える使用者自身を除く──に作用する。リベリオが使っていた当時は最大で使用者から半径十メートル程度まで効果範囲を広げられたようだが、効果範囲を拡大するとその分吸収速度は落ちるようで、リベリオは主に五メートル程度のレンジで使用していたようだ。逆に効果範囲を狭めればそれだけ吸収速度も上昇し、一メートル以下に限定した場合は僅わずか数十秒で相手を星辰力切れプラーナアウトにしてしまったという。

　リベリオは《王竜星武祭》優勝の願いとして《虚渇の邪剣》の所有権を譲り受け（ただしこの権利は一代限りであり、リベリオの死亡後はレヴォルフに返還される）、その力を持ってＨＲＭＳを急拡大させた。そして本人が前線に立つことがなくなると、最も適合率が高かったロヴェリカに貸し与えたのだ。

　データによるとそのロヴェリカは、リベリオよりも近接戦闘を好み、レンジも三メートル程度で使用しているらしい。また《虚渇の邪剣》の副次能力として、直接その刃やいばで傷を付けた際に大量の星辰力を吸収するというものがある。これは傷の深さには関係なく、かすり傷であっても発動するため、極力ロヴェリカとの近接戦闘は避けなければならなかった。

　とはいえ、ロヴェリカは《虚渇の邪剣》を抜きにしても相当な手て練だれだ。遠距離攻撃だけでその動きを封じるのは難しい。

「ええい！　うざったい！」

　案の定、ロヴェリカはヴァイオレットの弾幕を強引に突破してきた。

「させるか！」

　それを横合いからパドマが三さん叉さ矛ほこで押おし止とどめる。

「雑ざ魚こが！　舐なめるな！」

「ふん！　舐めているのはそっちだろう！」

　ロヴェリカの《虚渇の邪剣》とパドマの三叉矛が激しく火花を散らしぶつかり合う。長柄武器とはいえ《虚渇の邪剣》のレンジに入った以上、パドマの星辰力は減り続けるだろう。それでもこちらのメンバーで多少なりともロヴェリカを食い止めることができるのはパドマだけだ。

　その間にサンドラは水流を束ねて水の龍を三体作り出す。

「ヴァイオレット、合わせなさい！」

「おっけーですの！」

　パドマとロヴェリカの間に割って入るように二体の水龍ガルグイユと光弾が同時に襲い掛かった。

「クソが！　ちまちまと……！」

　ロヴェリカはそう吐き捨てながら光弾を回避し、《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》の一いつ閃せんで水龍を吹き飛ばすが、その間にパドマは一度距離を取って《虚渇の邪剣》のレンジから逃れる。

「パドマ、大丈夫？」

「ああ、多少は削られたようだが支障ない。それなりに長期戦になるか、もしくは直撃でも受けない限りは問題なかろう」

　頼もしいその言葉を聞きつつも、サンドラは残していた水龍をネヴィルワーズに一方的に押し込められていたディヴィカの援護に向かわせた。

「ほう、いいタイミングだ」

　ネヴィルワーズは感心したようにそう言ったが、片手で振るうグレイブ型煌式武装ルークスはディヴィカに向けたまま、空いている左手の一撃で容易たやすく水龍を破壊する。

　データによるとチーム・ヘリオンの最高戦力はこのネヴィルワーズらしいが、なるほど相当な実力者だ。

　とはいえ、それはこちらも想定内だった。

「今よ、ディヴィカ！」

「まかせてっ！」

　サンドラの声に応じるように、砕けた水龍を構成していた水が壁となってネヴィルワーズの視界を塞いだ。

「む……っ！」

　そしてディヴィカの巨大なハンマー型煌式武装は、そのまま水の壁ごとぶち抜いてネヴィルワーズを襲う。

　さすがにこの死角からの攻撃には不意をつかれたのか、ネヴィルワーズもバックステップで間合いを取った。

　ネヴィルワーズの近接戦闘の技量は、完全にディヴィカを圧倒している。サンドラのフォローがなければそれほど持たないだろう。ただそれ以上に気を付けなくてはならないのは、ネヴィルワーズが持つ《魔術師ダンテ》としての能力だ。岩や石を創り出し操作するという、能力としてはありふれたものだが、仮にデータ通りだとすればその出力は異常なレベルと言っていい。

　今のところ能力を使用してくるような気配はないものの、これは果たして温存しているのか、それとも──

　と、その瞬間ぞわりとサンドラの全身が総毛立った。

「危ない！」

　胸元に迫っていた光こう刃じんが、割って入った別の光刃によってギリギリ阻まれる。

「……っ」

　人形のような冷たい表情のまま、僅わずかに眉まゆ根ねを寄せたのはチーム・ヘリオンの砕すい。

　ネヴィルワーズに注意を向けていた一瞬の隙をついて、一気に間合いを詰めてきたようだ。サンドラはその気配にまるで気が付かなかったし、砕が突然そこに現れたかのように見えた。それこそ透明人間がいきなり姿を見せたかのように。

　その凶きよう刃じんからサンドラを守ってくれたのは、スバシニだ。そのまま砕とスバシニはお互い逆手に握った短刀型煌式武装ルークスで数合斬り合ってから、距離を取る。

「助かったわ、スバシニ」

「いいえ、それが私の役目ですから」

　にこりともせず淡々と答えるスバシニの目は、しっかりと小柄な少年の動きを追ったまま離れない。

　砕は《魔術師ダンテ》ではないようだが、隠おん形ぎようと呼ばれる特殊な技術を有しているらしい。姿を消す、というよりは意識や視線を自分からズラさせることによって認識させなくするようだ。そのためスバシニには砕を付きっ切りでマークするように頼んである。

「……ふむ。やはりあちらは私たちについてある程度知った上で作戦を練ってきているようですね」

　するとそれまでヴァイオレットの光弾をかわすだけで積極的に攻撃をしかけてこなかったメデュローネが、そう言って指で眼鏡の位置を戻した。

「はっ、大方ミネルヴィーユのやつが売ったんだろうよ。いいさ、こんなクズ共がその程度でオレたちをどうこうできるわけもない」

　ロヴェリカがしつこく牽けん制せいするヴァイオレットの光弾を弾はじきながら、嫌悪も露あらわに吐き捨てる。

「個々の戦力はともかく彼女たちの連係は侮れません。特に──」

　メデュローネとサンドラの視線が一瞬、交差した。

「あの水を操る純星煌式武装オーガルクスの使い手は少々厄介かと。フィールド全体を俯ふ瞰かんし、常に的確なサポートを行うことでチームが決壊しないよう維持しています」

　さすがチーム・ヘリオンの参謀役と目されるだけあってよく見ているようだ。

　実際、今のサンドラはチームメンバーの援護に徹している。それこそが《グレールネーフ》の能力を最大限に活いかすことができ、且つチームの勝率を最も高める方法だと判断したからだ。

　水の壁を作ってテオルディオの狙撃を阻み、水の槍やりや水龍ガルグイユでパドマやディヴィカを援護する──《グレールネーフ》の能力は遠距離でも近距離でも対応でき、攻防自在でいくらでも応用が効く（砕すいだけは完全にスバシニに任せてしまっているが）。

　メデュローネの言うように個々の実力ではチーム・ヘリオンに及ばないかもしれないが、こうしてしっかりと連係を取って行けば総合力で劣るということはない。しかも今回、サンドラたちは事前に得たデータで万全の作戦をいくつも用意している。

（負ける要素はないわ……！）

　ロヴェリカがこちらを侮ってくれるのなら望むところだ。悔しくないわけではないが、それでこちらの勝率が上がるなら好きにさせてやる。

　改めて気を引き締め直したサンドラに向かって、メデュローネの鞭むち型煌式武装ルークスが襲い掛かってきた。

　サンドラは背後に跳んでそれを回避し、お返しとばかりに《グレールネーフ》を振るうと、サンドラの足下に広がった水面から触手のような水の鞭が何本も伸びてメデュローネを襲う。

　メデュローネはメデュローネで焦った様子もなく、引き戻した鞭の一振りでそれらの触手をすべて両断してみせた。

　本来武器には適さない鞭をこうまで自在に操るとは大した腕前だ。

「──ですが、まあロヴェリカの言葉ももっともです。この程度の相手にあまり手間をかけていたらリベリオ様の名に泥を塗ることにもなりましょう」

　と、メデュローネの目が不気味に輝き、その表情に蛇を思わせるような残忍な笑みが浮かび上がった。

　途端にサンドラの手足が重くなり、身体からだの動きが鈍くなる。見ればサンドラの手足に薄うつすらと白い膜のようなものが浮かび上がってきていた。

　なるほど、これがメデュローネの──

「ヴァイオレット、煙幕を！」

「了解ですの！　〝白幕の崩弾ウイリービート〟！」

　ヴァイオレットが放った砲弾はちょうどサンドラとメデュローネの間に着弾すると、そこから勢いよく噴き出した白煙が周囲を覆う。

　これは仕切り直しの意味もあるが、メデュローネの能力に対処するためのものだ。

　データによるとメデュローネは石化の能力を持つ《魔女ストレガ》なのだという。ただし石化といっても実際に石になるわけではない。

　この能力の対象となった相手は、次第に身体の表面を石で覆われ身動きが取れなくなるというもので、いわば進行性の毒のようなものだ。

　そしてこの能力には大きな長所と短所がある。

　前者は発動条件──メデュローネは対象を〝視みる〟だけでその効果を発揮できる。つまりメデュローネの視界に入ってしまうだけで、いつでもこの能力の対象になる可能性があるということだ。

　これだけなら実に恐ろしい能力なのだが、当然そのままであればとっくにサンドラたちは敗北している。後者──この能力の大きな短所は、《星脈世代ジエネステラ》には効果が薄いという点だ。これは直接対象に干渉する能力共通の弱点でもある。そうした能力はいずれも星辰力プラーナによって自動的にレジストされてしまうのだ。精神干渉系の能力で特に顕著だが、物理干渉においても直接肉体に作用するような能力には星辰力の護まもりが発揮され、効果が著しく減退する。

　このメデュローネの能力も常人相手の場合はものの十数秒で身動きが取れなくなってしまうらしいが、《星脈世代》相手だとその数十倍の時間が必要なのだという。

　とはいえ、《星脈世代》であったとしても完全に効果自体がなくなるわけではない。先ほどサンドラが受けたように動きが多少鈍くなる程度の効果は残っている。

　一瞬の判断が勝敗を分けるであろうこの場においては、極力メデュローネの能力の影響を受けることは避けておきたい。

　メデュローネの視線が外れれば、その時点で石化の進行は止まり回復していくとデータにはあった。案の定、煙幕によって視線が遮られたおかげでサンドラの身体からだは軽くなり、手足の表面に浮かび上がってきた膜もぽろぽろと剥がれ落ちていく。

「これで一旦仕切り直しか……今のところほぼ想定内だな」

　白煙の中から戻ってきたパドマが、汗を拭いながらサンドラに言った。

「ええ、悪くない展開だわ」

「いっそ、あのロヴェリカとかいう女が無む茶ちやを承知で突っ込んできてくれればありがたいのだがな」

「さすがにあちらもそこまで馬鹿じゃないでしょう」

　サンドラたちはこうした状況を想定して、煙幕の中でも一定の行動が取れるよう何種類ものパターンを訓練してきている。もし無む暗やみにこの中へ飛び込んできてくれるようなら、それこそ思う壺つぼだ。

「ヴァイオレット、聞こえているわね。第二段階に入るわよ」

「おまかせですの！」

　白煙の向こうから無駄に元気のいい声が返ってきた。

　煙幕はあまり長くもたないし、そもそも長時間舞台を覆ってしまうと観客から不満が出てくる。後数十秒もすれば煙幕は消えてしまうだろう。その間にヴァイオレットが設置型の能力を準備しておく算段だ。

　脅威があるとすれば砕すいの隠行だが、すでに《グレールネーフ》でサンドラたちの周囲には水を張り巡らせた結界を敷いてある。もし誰かが足を踏み入れれば、たとえ砕すいが相手でも感知できるはずだ。

（よし、このまま作戦通りに事態が進めば問題なく勝てる……！）

　チーム・ヘリオンは確かに強敵ではあるが、所詮は部外者だ。チームプレーもほとんど見られないし、あちらの能力者への対応も恙つつがなくできている。あとは危険を冒すことなく一人ずつ数を減らしていけば──

「くはははは！　まったく、おまえらクズ共らしい温ぬるい考えだな！」

「なっ！」

　その途端、煙幕の中から哄こう笑しようと共に現れた黒い影がサンドラを襲った。

《グレールネーフ》の結界もそれを知らせてきたが、ロヴェリカの動きが速すぎて意味を成さない。

（まさか、本当にこの状況で突っ込んでくるなんて……！　いえ、それよりもほぼ一直線にここまでやってきたというの？　だとしたら、一体どうやって私たちの位置を探り当てたの……？）

　サンドラは混乱しつつも反射的に《グレールネーフ》で校章をガードしたが、歪いびつな形をした刃やいばは途中でその軌道を変えてサンドラの右腕を切り裂いた。

　更に返す刀でもう一撃。今度は左足だ。

「うぐ……！」

「オレたちは夜襲に奇襲、視界がほぼないような状況での行動なぞ日常茶飯事だ。星辰力プラーナの感覚で大まかな位置を測る程度、造作もないんだよ！」

　傷はさほど深くない。しかし身体からだから急速に星辰力が失われていくのがわかる。

（これが《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》の力……！）

「終わりだ、雑ざ魚こめ！」

　耐え切れず膝ひざをついたサンドラに、ロヴェリカが《虚渇の邪剣》を振り上げる。

「サンドラ！」

「このぉー！」

　と、白煙の中からパドマとディヴィカが同時に飛び出し、ロヴェリカの背後から襲い掛かった。

　しかしロヴェリカは凶暴な笑みを浮かべ、振り向くことすらせずに《虚渇の邪剣》を背後に向けて振るう。

「ぐあっ！」

「きゃあん！」

「見え見えだ、おまえらクズの動きなぞはな！」

　弾はじき飛とばされた二人はそのまま地面に倒れ臥ふし、立ち上がることもできないようだ。パドマは太ふと腿ももを、ディヴィカは脇腹をざっくりとえぐられている。

「ふ、二人とも……！」

　思わず腕を伸ばそうとして、はたと気が付く。腕が持ち上がらない。

　慌てて視線を落とすと、サンドラの両手と両足の先は、すでに真っ白な石に覆われていた。

（やられた……！）

　薄くなりつつ白煙の向こう、少し離れたところでは腕組みをしたままメデュローネが悠然とこちらを見つめている。

　繰り返しになるが、本来メデュローネの能力は《星脈世代ジエネステラ》相手には効果が薄い。それは星辰力プラーナによって軽減されてしまうからだ。

　だが、《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》によって星辰力を奪われた今のサンドラには──

《虚渇の邪剣》とメデュローネの石化能力、このコンビネーションこそサンドラたちが最も警戒していたものだった。だからこそ、最優先してロヴェリカの動きを封じていたのだ。

「くはははは！　所詮おまえらのお遊びなぞこんなものだ！」

　すでに勝ったつもりでいるのか、ロヴェリカはとどめも刺さずにサンドラの髪を掴つかんで頭を持ち上げ、乾いた笑い声を上げる。

「くっ……！」

　サンドラは屈辱に顔を顰しかめつつ──その視界の端で、身を低くして走るスバシニの姿を捉えていた。

　おそらくその狙いは相手のチームリーダーであるネヴィルワーズ。

　もしネヴィルワーズがこのロヴェリカのように油断しているなら……。

　それにまだ、チーム・メルヴェイユにはサポートのできる後衛が残っている。

「だらっしゃああああああああああああああ！」

　サンドラたちの背後、ほぼほぼ消えかけていた白煙の残滓に身を潜めていたヴァイオレットが、よくわからない雄お叫たけびと共に立ち上がると能力を解放した。

「いくですの！　スバシニー！」

　大量の光弾が一気に出現し、一斉に放たれる。

　狙いも何もあったものではないが、それだけに相手も読み辛づらいだろう。

　その光弾の中をスバシニがネヴィルワーズ目掛けて一気に駆け抜け──ようとしたその道半ばで、両手両足から血を噴き上げて倒れ込んだ。

「え……？」

　呆ぼう然ぜんとするサンドラに、ロヴェリカが顔を寄せて嘲あざ笑わらう。

「残念だったな、最後の頼みの綱もあの様だ。くはははは！　ほら、どうした？　よく見てみろよ」

　そして、ようやく気が付いた。

　スバシニの傍らに、血にまみれた短刀を手にした小柄な少年が立っていることに。

「……首、掻かっ切ったほうが、早いのに」

　その少年──砕すいがこの試合、初めて口を開いた。

　無味乾燥で、だからこそ心の底からぞっとする冷たい声。

「同感だな。やはりこんなものはごっこ遊びだ」

　ロヴェリカも同じ冷え切った声でそう言うと、倒れているパドマとディヴィカを蹴飛ばして仰あお向むけにする。

「終わらせろ」

　ネヴィルワーズがそう言うと同時に、テオルディオの光弾がおろおろと立ち尽くすヴァイオレットの校章を、砕の短刀がスバシニの校章を、そしてロヴェリカの《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》がサンドラたち三人の校章を同時に破壊した。

「ヴァイオレット・ワインバーグ、校章破損バツジブロークン」

「スバシニ・セティ、校章破損」

「パドマ・セティ、校章破損」

「ディヴィカ・セティ、校章破損」

「サンドラ・セギュール、校章破損」

「試合終了エンドオブバトル！　勝者、チーム・ヘリオン！」


第五章　餓うえる少女

「──っ」

　チーム・ヘリオンがチーム・メルヴェイユを下したその光景に、カノープスドームクインヴェール女学園特別観覧室の一同は絶句していた。

　相手チームのメンバーを五人同時に倒す──それ自体は長い《星武祭フエスタ》の歴史上ないわけではない。ただ、それをあのチーム・メルヴェイユ相手にやってのけたとなると話は別だ。

「……はぁー、世界は広いね。まさかここまでとは」

　いち早く衝撃から立ち直ったシルヴィアが、呆あきれ半分賞賛半分の溜ため息いきを漏らす。

「クロエから上げられたデータは数年前のものとはいえ精確でしたし、そのデータを元にチーム・メルヴェイユが用意していた作戦も的確なものでした。にもかかわらず、この有様とは」

　次いでペトラが、そうつぶやきながら頬ほお杖づえをついた。

「申し訳ありません。彼らが──チーム・ヘリオンの面々がここまで力を付けているとは想定外でした。もう少し広範な対策案を提示しておけば……」

「あなたが謝罪することではありません。それは確かにベネトナーシュの仕事の一つではありますが、最終的にはサンドラたち自身の責任なのですから」

　頭を下げるクロエに、ペトラはあくまで淡々とそう答える。

　対して、残りのメンバーはまだチーム・ヘリオンが見せたその力に、発する言葉を見つけられずにいた。

　チーム・メルヴェイユは強かった。美み奈な[image: ]とたちチーム・赫かぐ夜やとの練習試合の時よりも遥はるかに力を付けていたし、連係も格段に良くなっていた。

　そもそもあの練習試合もサンドラたちが最初から勝利に徹していれば、美奈[image: ]たちが勝つことは難しかっただろう。

　そのチーム・メルヴェイユが、こうまで──

「しっかしまあ、性格が悪いというかねじ曲がってるというか……あれ、やろうと思えばもっと早く終わらせることができたでしょ？　わざわざあんな心を折るような真ま似ねをしなくても」

　大歓声の中、さっさとステージから引き上げていくチーム・ヘリオンを見ながらシルヴィアが言った。

　その声には非難の色がありありと滲にじんでいる。

「おそらくチーム・ヘリオンは最初のテオルディオの狙撃で早々に試合を決めてしまうつもりだったのでしょうね。実際、彼らはチーム・メルヴェイユを侮っていた。それこそ路傍の石程度の認識だったはずよ。それが防がれたので少し驚いたというか……イラついたのかもしれないわ」

「……イラついた？」

　反射的に美奈[image: ]が問い返す。

　なんだそれは。

　なんなんだそれは。

　美奈[image: ]は我知らず、拳を強く握りしめていた。

「ええ。もしかしたら他にもなにか要因があったのかもしれないけれど。特にロヴェリカはあらゆることが気に障る性た質ちだから。……ともかく、そのせいで彼らはチーム・メルヴェイユへの認識を改めた。ただの石塊から、生いけ贄にえへと」

　そう言うクロエは、最も早はや一切ステージを──チーム・ヘリオンを見ていない。

「い、生贄って……なんの？」

「決まっているでしょう。彼らの主たるリベリオ・パレートへの捧げものですよ」

　ニーナの震えた声に答えたのは、クロエではなくペトラだった。

「五人同時撃破というのは、パフォーマンスとしてもってこいです。彼ら自身はもとより、彼らが所属するＨＲＭＳの株も上がるのは間違いありません」

　ペトラの言葉を裏付けるように観客席は大いに盛り上がっているようで、歓声は未いまだ衰えていない。

「彼らも馬鹿じゃないわ。本来、初戦から手の内を曝さらけ出だすことは避けたかったはず。でも、チーム・メルヴェイユは幸か不幸かそれが可能なほど弱い相手ではなかった。そこでどうせ力を見せるのであれば、最大限効果的に使おうと判断したのでしょう」

　ペトラの言葉を補足するようにクロエが続ける。

　こうして説明を受ければ納得できなくもないが、合理性と情動が入り混じった不可解で身勝手極まりない行動だった。

「もちろんプロの傭よう兵へいであれば、通常あのような行動は取りません。その点で言えば、彼らは傭兵生らしからぬ傭兵生だとも言えますが……その核にあるのがリベリオへの忠誠心であることは疑う余地もないでしょう。まったく、あの男も恐ろしい子たちを育て上げたものです」

　と、それを聞いていたシルヴィアがにんまりと笑った。

「あらら、なにやら含みがある言い方。もしかしてあの噂うわさって本当だったり？」

「噂……と言いますと？」

　首を傾かしげる柚ゆず陽ひに、口元を隠したシルヴィアがそっと耳打ちをする。

「むかーしね、ペトラさんとリベリオ・パレートが良い仲だったって噂があって……って、うわっ！」

　そこまで言いかけたシルヴィアを、ふいに隣に座っていたペトラの裏拳が襲った。

　間一髪のところで受け止めていたが、美み奈な[image: ]とたちはその速さに目を丸くする。

（そ、そういえば理事長も昔はクインヴェールうちの……）

「下世話ですね、シルヴィア。それくらいにしておきなさい」

　常にも増して冷たい声のペトラが、バイザーの奥の目を光らせるのがわかった。

「えー？　でもほら、チーム・ヘリオンがレヴォルフから出てることからもわかるように、ＨＲＭＳってソルネージュの系列でしょ？　そこからどうやってクロエを引っ張ってきたのかなーって、さ」

　ぐぐっとその拳を押しのけながら、どこか挑発的にシルヴィアが笑う。

「リベリオ・パレートは学生時代から各方面への個人的なパイプ構築に余念がありませんでした。確かに特異なケースではありますが、実際に彼は独立後もソルネージュ以外の統合企業財体の人間とも繋つながりを維持しており、その筋から仕事も請け負っています。あくまで私もその一人にすぎません」

　ぐぐぐっと拳を押しつけながら、あくまで冷静にペトラが返す。

「ふーん、そっかぁ。そのあたり、クロエはなにか知ってたりする？」

「……」

　話を振られたクロエは露骨に顔を背けて無言を貫く。

　まあ、仮に何か知っていたとしても言うわけはないだろう。

「──私としては、リベリオ・パレートが《[image: ]武祭エクリプス》の専任闘技者だったって噂うわさも気になるんだけどなあ」

　そう言ってシルヴィアはバイザー越しにペトラの瞳を覗のぞき込こむ。からかうような口調はそのままだったが、その声にはどこかひやりとしたものが感じられた。

（《[image: ]武祭》……？）

　一体なんの話だろうかと美み奈な[image: ]とは首を傾かしげるが、ペトラはシルヴィアを無視して立ち上がる。

「では、私はこれで戻ります。チーム・ヘリオンとあなたたちに因縁があることはわかりますが、仮にぶつかることがあるとしてもそれは本戦での話。まずは予選を勝ち抜くことを考えなさい」

　そしてそのままつかつかと部屋を出て行ってしまった。

「あーあ、また逃げられちゃったか」

　シルヴィアはいかにも残念そうな顔だったが、すぐにいつもの笑顔に戻ると大きく伸びをして言った。

「じゃあ私は生徒会長としてチーム・メルヴェイユを慰めてこようかな。落ち込んでるだろうしね」

　シルヴィアはひらひらと手を振りながら、去って行く。

　残されたのは、美奈[image: ]たちチーム・赫かぐ夜やのメンバーだけだ。

　クロエはそんな美奈[image: ]たちをゆっくり見回しながら言った。

「さて、と……とにかく私のかつての同僚、チーム・ヘリオンの能力については今見た通りよ。なにか質問があれば受け付ける、と言いたいところだけど──」

　クロエはそこで一度言葉を区切ると、苦笑しながら首を振る。

「理事長の言ったことは完全に正しいわ。今はまず、予選を勝ち抜くことだけに集中しましょう」

　チーム・ヘリオンの力に衝撃を受けている美奈[image: ]たちを慮おもんぱかってか、クロエは普段よりも優しい口調でそう言った。

　　　　　　　　＊

　その少女は、物心ついた頃から常に餓うえていた。

　身も、心も。

　母親は場末の娼しよう婦ふで、父親は名前も顔も知らない。

　望まれぬ子どもだということは知っていた。母親が常に暴力と共にそう罵っていたからだ。

　それなのに母親が少女を産んだ理由は、少女が《星脈世代ジエネステラ》だとわかったからだった。

　近年では胎児が《星脈世代》かどうか妊娠初期に判別できるようになっていたが、母親は半端な知識ながら《星脈世代》の子どもが高い金額で売れることを知っていた。

　つまりは金のためだ。

　当然、母親は少女に一ひと欠かけらの愛情も注ぐことはなかった。それどころか、むしろ厄介者扱いしていたと言っていい。それは早々に処分できると──つまりは少女を売り払ってしまえると思っていたのに、当てが外れてしまったからだ。

『商品』としての《星脈世代》の価値は、その戦闘能力によって大きく変わる。ただし、《星脈世代》固有の身体的特徴である強固な骨格や強きよう靭じんな筋肉、何よりも星辰力プラーナの量は、成長の個人差が著しい。概おおむね第二次性徴の終わりまでには一定のレベルに達するものの、それまでに個人の素養を見抜くには高度で専門的な長期間の調査が必要となる。

　また、《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》として覚醒する年齢もまちまちで（能力者はそれだけで値段が跳ね上がる）、まだほとんど力をコントロールできないような乳幼児で目覚める者もいれば、思春期に入って突然能力が発現するものもいる。

　端的に言ってしまえば、『商品』としての《星脈世代》はある程度の年齢まで育っていないと品質を見極めることが難しいため、よほどの伝手がない限りどうしても買い叩たたかれてしまうということだ。

　ブローカーからそう教えられた母親は元より子どもを育てる気などなかったために怒り狂ったが、それでも足下を見られた値段で処分するよりはと、渋々ながら少女を手元に残しておくことにした。

　母親にとっても、少女にとっても不幸なことに。

　母親は少女の世話をほとんど見なかった。部屋の片隅に鎖で繋つなぎ、水も食料も生きるのに最低限、無論満足な教育など与えるはずもない。何日も家を空けることも多く、少女は一人放置され、ほとんど獣のように育った。

　すると母親はますます少女を厭いとうようになった。なにか苛いら立だつことがあるとすぐに手を上げるようになり、ヒステリーを起こして罵声を浴びせ、ためらいなく暴力を振るった。もし少女が《星脈世代》でなければ、早い段階で命を落としていただろう。

　当初は暴力に対して少女が反抗することもあったが、そうするとより大きな暴力が返ってきたため、すぐにやめた。《星脈世代》とはいえ幼児の力などたかがしれている。少女は読み書きすら満足に教えてもらっていなかったが、本能的な学習能力は非常に高かった。少女は垢あかと痣あざにまみれながら、ひたすらに耐えた。

　ただ──暴力には耐えられても、生まれた時から付きまとう飢餓感が常に少女を苛さいなんだ。空腹と渇きと、茫ぼう漠ばくとした虚無。少女の内で満たされぬ欲望が少しずつ膨れ上がっていき、やがて限界に達した。

　その日、母親は珍しく機嫌が良かった。ブローカーとの段取りが付き、再度少女の『鑑定』をしてもらえることになったからだ。前祝として浴びるほど酒を飲み、酔いどれた母親は、少女に顔を寄せるとせせら笑いながら言った。

　──せいせいするわ。

　少女はその機会を逃さなかった。母親が反応するよりも早くその首に鎖を巻き付け締め上げると、すぐに母親はぐったりと動かなくなった。

　それから少女は母親の懐から鍵を取り出すと鎖を外し、母親が買い込んでいた食料を思う様貪った。それが生まれて初めて少女が心からの満足を覚えた瞬間だった。

　その後、少女は家を出るとスラムで生活を始めた。

　心のままに襲い、盗み、暴れる日々。そんな少女を人々が恐れ、《バンリューの獣》という二つ名が界かい隈わいを越えて知られるようになってきた頃、その男が現れたのだ。

「おいおい、そんなに怖い顔で睨にらまないでくれるかい？　別段、君に危害を加えるつもりはないよ」

　スラムの一角、放棄され朽ち果てた公共住宅の一角。夕暮れが廃はい墟きよの影を怪物のように映し出す中で少女と対たい峙じした男は、敵意がないことを示すように空の両手を上げてみせた。口調は軽く、その顔にも屈託のない笑顔が浮かんでいる。

　だというのに、少女は身体からだの震えが止まらなかった。

　今まで少女は様々な相手と戦い、生き抜いてきた。少女を追う治安維持組織や一帯を仕切るマフィアたち、あるいは少女と同じようなストリートチルドレンの不良たち……その中には《星脈世代ジエネステラ》も少なからずいたが、少女はそれらと戦って勝ち、あるいは勝てないまでも逃げ延びてきたのだ。しかし今少女の目の前に立つその男は、そういった類の連中とは根本から違うことが一目でわかった。もし男がそうしようと思えば、少女はその瞬間為なす術すべもなく殺されるだろう。少女はにこやかな男の中に、そうした凶気が潜んでいることを本能的に察していた。

　少女はがくりと膝ひざをついた。服従を示すように。

　そんな少女に男はゆっくりと近づくと、手を差し伸べて言った。

「いい子だ。私と一緒に来てくれるね？」

　こくりとうなずいた少女の手を取ると、男はゆっくり歩き出す。

　大きく、温かい手だった。

　先ほどまでの恐怖が、溶けるように消えて行くのがわかる。

　それは少女が男の身内になったが故だったが、その時の少女にはまだ理解できなかった。

「ふむ、随分と餓うえているようだ。可哀かわいそうに。戻ったら、すぐに食事を用意させよう。ただし、君の本当の渇望を癒いやすことは私にもできないだろうけどね」

「……？」

　ただ不思議そうに見上げてくる少女に、男は言い聞かせるように語った。

「いいかい？　この世界には二種類の人間がいる。与えることで満たされる人間と、奪うことでしか満たされない人間だ。それが生まれつきのものなのか、境遇によってそうなるのかはわからない。ただ一つだけわかっているのは、私も君も後者の人間だということだ。残念ながらね」

　少女には男の言葉がほとんど理解できていなかったが、漠然とした意図だけは伝わってきた。

「無論、前者は尊い。素晴らしい人々だ。世界中の人間が彼らのようであればとも思う。だが、だからといって後者のような人間たちがいなくなるわけではない。我々は今確かに生きているし、我々にだって幸福を享受する権利がある」

　男はそこで足を止めた。

　眼前には恐ろしいまでに赤く荒涼とした世界が広がっている。その光景を眺めながら、男はそっと少女の頭を撫なでた。

「私には君を満たしてやることはできない。けれど、その代わりに満たし方とそれが可能な場所を与えてあげよう」

　少女はわからないままに、こくんとうなずいた。

「ああ、そうだ。名乗るのが遅れたね。私の名前はリベリオ・パレート。君は──いや、いいか。せっかくだ、君にも新しい名前を考えようじゃないか」

　こうして少女は新しい名前──といってもそれ以前、母親からどう呼ばれていたかも覚えていないのだが──『ロヴェリカ』を授かり、リベリオ・パレートが代表を務めるＰＭＣ『ＨＲＭＳ』の兵士となった。

　もちろん兵士といってもすぐに実戦へ出されたわけではない。最初の数年は座学での勉強と基礎的な訓練による身体からだ作りが中心で、ロヴェリカは他の子どもたちと共にそれらを貪欲に吸収した。

　そう。ＨＲＭＳにはロヴェリカ以外にも多くの少年兵がいた。中でもロヴェリカと近い年頃だったネヴィルワーズ、メデュローネ、砕すい、テオルディオの四人とは一緒に行動することが多くなった。ロヴェリカも決して彼らと慣れ合うことはなかったが、同じ匂いを持つ者としては認めていた。

　それはつまりロヴェリカの隣に立つ者としての資格だ。

　ネヴィルワーズとメデュローネは《研究所》と呼ばれる組織から、担当官を殺害して脱走したところをリベリオに保護されたらしい。詳しくは知らないがリベリオは《研究所》を相手に相当シビアな交渉を重ねて二人の身柄を手に入れたと聞く。

　砕すいは極東の島国の古い一族の血を引いており、その一族を抜けた女が大陸で産んだ子どもなのだという。女は裏切り者として一族の追っ手に始末され、大陸の暗殺集団の下で育てられていた砕をリベリオが買い取ったそうだ。

　テオルディオは少年兵の中では珍しく富裕層の出身だったが、両親が亡くなったことにより一族の中で疎まれるようになり、謀殺されそうになったところを返り討ちにしたのだとか。一族はテオルディオの手により一人一人始末され、廃絶。収監されていたテオルディオを、裏取引でリベリオが引き取ったらしい。

　ＨＲＭＳに在籍する大半の少年兵は、どれも似たり寄ったりの陰惨で破滅的な過去の持ち主ばかりだった。貧困と暴力と差別と偏見の根が地の底で繋つながりあった、兄弟たち。だからこそ彼らは皆そこから救い上げてくれたリベリオを敬愛し、心酔し、忠誠を誓っていたのだ。

　ロヴェリカも同様だったが、ただ一つ異なる点があった。

　ロヴェリカがリベリオを慕うのは、何よりも彼女の餓うえを満たす場を与えてくれるからだ。感謝し、尊敬しているのも間違いないが、ロヴェリカの原点は常にそこだった。

「──君たちに新しい仲間を紹介しよう。ミネルヴィーユだ」

　そんなある日、リベリオが一人の少女をロヴェリカたちの前へ連れてきた。常盤ときわ色いろの髪をした、陰気な、暗い死んだような目をした少女。

　ご多分に漏れず、その少女ミネルヴィーユからも同類の匂いがした。

　ただ、少しだけ何かが引っかかった。それが何かはわからなかったが、ミネルヴィーユの中には自分たちとは決定的に違う何かがあるように感じたのだ。

「ふん、弱そうなやつ！　こんなやつが使えるのかよ？」

　そう噛かみ付つくと、ミネルヴィーユは感情のない虚うつろな瞳でロヴェリカを見ただけで、何も言い返してこなかった。

「あら、賢そうでいいじゃないですか。私は気に入りましたよ」

　メデュローネがそう言って目を細める。

　彼女の『気に入る』がどういうことなのかを知っているロヴェリカは、小さく肩を竦すくめる。今もメデュローネの部屋の衣装ケースには、彼女のお気に入りのぬいぐるみが無残な姿で詰め込まれているはずだ。

「うん、力の程はわからないけど、こんな可愛かわいい子なら大歓迎だ。よろしく、ミネルヴィーユ」

　テオルディオは相変わらずの節操のなさで、メデュローネの手を勝手に握っている。

　ちらりと横を見ると、ネヴィルワーズと砕は無言で値踏みをするようにミネルヴィーユをじっと見つめていた。

「うんうん、皆受け入れてくれたようで何よりだ。これからもそうやって仲良くやってくれると嬉うれしいよ」

　リベリオはそう言って、屈託なく笑った。

　この六人でチームを組み、実戦に投入されることになるのはもう少し後のことだ。

「いいかい、世の中には耳触りの良い美辞麗句がたくさんあるけれど、騙だまされてはいけないよ」

　ある日、リベリオが座学の最中に突然そんなことを言った。

　リベリオが直接教壇に立つことは稀まれだったが、そうなった時は途中何度も無駄話が挟まるのが常で、今回もそうだった。

「特に厄介なのは夢や希望といった先々のことに関するものだ。確かに夢を抱くことは素晴らしいことだし、そのために努力を重ねることもいいことだ。それが力になることもあるだろう。ただし……それはしっかりと未来を見据える目を持った、ごく限られた人間にとっての話だ」

　リベリオはロヴェリカたちの顔を一人ずつ確かめるように見ながら話を続ける。

「それを語る人間の大半は、自らの願望をはき違えて夢という言葉に甘えているだけにすぎない。恐ろしいのは、それを自覚できない点だ。最初は確かに真摯な夢だったはずが、いつしか堕落して欲望にまみれた妄想となることもある。夢という残骸が、人を弱くする。では、どうすればいいか？　簡単だ。最初から夢など持たなければいい」

　リベリオはにこやかにそう言い切った。

「いや、言い方を変えよう。君たちは夢など見る必要がない。君たちが見るべきは、常に今だからだ。そうでなければ……すぐに死んでしまうだろうからね」

　ざわりとしたものが子どもたちの間に流れるのがわかる。

　ただの無駄話だと思って頬ほお杖づえをつきながら聞いていたロヴェリカも、我知らず顔を上げる。

「無論、未来を予測し推察することは大切だ。ただしそれは現実の延長範囲でなければならない。戦場ではそれ以外に先々のことなど、考える必要はない。けれど、その代わりに夢を持たない君たちは揺るぎなき強さを得るだろう。その力は、夢を語る蒙もう昧まいな愚者たちのそれとは一線を画すものだ。当然だろう？　今この時から目を背けて彼方かなたへ目を向ける者が、確かな今を見つめる者に敵かなうわけがない」

　リベリオの言葉は、確かにロヴェリカの胸の奥へ──そこで蠢うごめく餓うえへと届いた。

　夢を抱き語る者は、ただの弱者にすぎない。

「もう一度君たちに言おう。夢など、持たないことだ」

　リベリオの言葉にロヴェリカは小さく、しかし強くうなずいていた。

　　　　　　　　＊

「──ロヴェリカ。起きてください、ロヴェリカ」

　名前を呼ぶ声に目を開くと、そこには眼鏡をかけたチームメイトの顔があった。

「……ちっ！　なんの用だよ、メデュローネ」

　ロヴェリカは不機嫌さを隠すことなく頭を掻かきながら、横になっていたソファから身を起こす。見ればその後ろにネヴィルワーズも無言で立っていた。

　無駄に豪華で広すぎる部屋は、シリウスドームにほど近いホテル・エルナトのエグゼクティブスイートだ。この部屋が今回の任務におけるチーム・ヘリオンの拠点だった。無論、滞在費はロヴェリカたちＨＲＭＳが支払っているわけではなく、招しよう聘へいしたレヴォルフ持ちである。

「テオルディオを見ませんでしたか？　それに砕すいの姿も見当たりません」

「知るか。自由行動時間に何をしようが連中の勝手だろう」

　ロヴェリカは欠伸あくび交じりにそう言いながらバスルームに向かうと、洗面台でばしゃばしゃと顔を洗う。

　珍しく、昔の夢などを見た。

　ＨＲＭＳに入って以降はともかく、それ以前のことは思い出したくもないことも多い。

　冷たい水をその記憶ごと洗い流すかのように叩たたき付つけ、いつものように目覚めと共に鎌首をもたげた空腹を鎮めるために錠剤を口に放り込み、バリボリと噛かみ砕くだいた。

「そうですか……まあ、いないのであれば仕方ありませんね。ではロヴェリカ、あなただけでも私たちと一緒に来ませんか？」

　そんなロヴェリカにメデュローネが背後からそう声をかけてくる。

「あん？　どこに行くっていうんだ？」

「観光です」

「はぁ？」

「せっかくアスタリスクへ来たのですから、リベリオ様の足跡を拝見しておきたいと思いまして。ほら、ここの地下には《[image: ]武祭エクリプス》の会場跡地がまだ残されているという話だったでしょう？」

《[image: ]武祭》とはかつてこの地で密ひそかに開催されていたというルール無用の武闘大会で、いわば裏の《星武祭フエスタ》とも呼べるようなものだ。《星武祭》は案の定くだらないごっこ遊びにすぎなかったが、話に聞く分にはその《[image: ]武祭》とやらのほうは少しはマシだったらしい。

　リベリオはその《[image: ]武祭エクリプス》の専任闘技者として活躍し、今に繋つながるパイプを築いていったのだという。

「……暇だな、おまえらも」

　すでにロヴェリカたちチーム・ヘリオンは予選を突破し、本戦への出場を決めていた。

　二回戦以降はどれも雑ざ魚こばかりで、結局振り返ってみれば初戦のチーム・メルヴェイユが一番歯ごたえがあったと言えるだろう。この分では本戦とやらのレベルもたかが知れているというものだ。

　明日は本戦の再抽選日で試合は行われない休息日となっているため、ロヴェリカたちもしばらく自由行動が許されていた。

「この機会を逃せば、再度この地を訪れることもないでしょう。まあ、無理にとは言いませんが」

「……」

　ロヴェリカは少し考え込んだ。

《[image: ]武祭》会場の跡地と言っても今はただの廃はい墟きよだろう。ロヴェリカはメデュローネやネヴィルワーズほどリベリオに心酔しているわけではないし、さほど……いや、まるで興味がない。

　ただ、先ほど見た夢が胸にこびりついていて、早く忘れてしまいたかった。

「いいだろう、付き合ってやるよ」

　ロヴェリカはそう言いながら再度錠剤を取り出し、まとめて口へ投げ込んだ。


第六章　運命の糸

「本戦出場、おっめでとーう！」

　チェルシーがそう言って、手に持ったクラッカーを盛大に鳴らす。

「ありがとー、チエちゃーん！」

　貸し切りになったカフェ・マコンドの奥の席、お祝いだという特製巨大パフェを前に、美み奈な[image: ]とはチェルシーとがっちり抱き合った。

「いやー、まさか本当に予選突破しちゃうとはねえ。ホント、すごいというか驚いたというか……」

　美奈[image: ]の頭をポンポンと叩たたくチェルシーの顔は、いかにも感慨深いといった風だ。

　一年前までは前代未聞の公式戦四十九連敗を記録していた友人が、まさか《星武祭フエスタ》本戦の舞台に上がろうというのだから、信じられないのも無理はない。

　そう、美奈[image: ]たちチーム・赫かぐ夜やは三回戦までを勝ち抜き、無事予選を突破していた。今日はそのお祝いということで、チェルシーが祝勝会を開いてくれたのだ。

「ですが、まさか貸し切りとは思いませんでした。よろしいのでしょうか……？」

　柚ゆず陽ひがやや心苦しそうに周囲を見回す。

　お祝い用のちょっとした飾り付けはしてあるが、基本的にはいつものマコンドだ。この店内にチーム・赫かぐ夜やの五人とチェルシーだけというのは、確かに少し寂しいように感じる。

　ましてや今は《星武祭フエスタ》開催期間、店としても書き入れ時だろう。

「大丈夫大丈夫、マスターがいいって言ってるんだから。あれで結構マスターも、チーム・赫夜のファンなんだよ？」

　チェルシーが厨ちゆう房ぼうのマスターに聞こえないよう、小声でそう言って片目をつむった。

　美み奈な[image: ]とたちもここの常連になって久しいが、口数の少ない物静かなマスターはほとんど表に出てくることがない。

「でしたらサインの一枚でも書いてさしあげたほうがよろしいのではなくて？　ええ、別段遠慮せずともよろしいですわよ」

　早速パフェに手を伸ばしているソフィアが、気遣いなのかそんな提案をするものの。

「ソ、ソフィア……ほら、お鼻にクリームが付いてるよ」

「あ、あら、これは私としたことが」

　隣に座ったニーナが、ハンカチでソフィアのクリームをぬぐっている。

　チーム最年長と最年少のやり取りとは思えないが、まあ微笑ほほえましいことは微笑ましい……はずだ。見方によっては。

「そもそも、貸し切りについては私からもお願いしたのよ」

　と、それまで静かにコーヒーを飲んでいたクロエが口を開いた。

「え？　どうして？」

「それはもちろん、このまま作戦会議を始めるために決まってるでしょ」

　クロエはそう言いながら携帯端末を操作し、空間ウィンドウを展開させる。そこには美奈[image: ]たちも見慣れたシリウスドームのステージが映っていた。

　といっても試合が行われているわけではない。《星武祭》の中日にあたる今日は休息日であると同時に、本戦の組み合わせ抽選会が行われているのだ。

「わわっ！　も、もうそんな時間!?」

　ステージには開会式の時と同じような演壇が設しつらえられ、そこではやはり開会式の時と同じように《星武祭》運営委員長であるマディアス・メサが、聴衆に向かっていかに今回の《獅鷲星武祭グリプス》がレベルの高いものとなっているかを語っている。開会式の時と違うのは、マディアスの背後に六学園の生徒会長──か、もしくはその代理──が勢ぞろいしているところだ。

「ちょうどいい頃合いね。始まるわよ」

　クロエがそう言うと、演説を終えたマディアスが一礼して壇上から下りていく。その代わりとでもいうように、巨大な空間スクリーンが壇上を囲うように展開した。そこにはトーナメント表が東西二つのブロックに分かれて表示されている。

　その席は、全部で三十二。すなわち本戦へ出場を決めたチームと同数だ。

『──運営委員長、ありがとうございました！　ではでは、皆様お待ちかね！　いよいよ抽選会のスタートです！』

　進行役はシリウスドームの実況担当でもある梁やな瀬せミーコのようだ。

『改めての説明となりますが、抽選を引く順番は前シーズンの総合成績順となります。では、前シーズン総合一位である聖ガラードワース学園生徒会長アーネスト・フェアクロフ君、お願いします』

　アーネストが立ち上がると、観客席から黄色い声援が巻き起こった。

　アーネストも笑顔でそれに応える。

「お兄様……」

　その呟つぶやきに視線を横へ向けると、ソフィアが真剣な表情で空間ウィンドウの向こうの兄を見つめていた。

『さあ！　まずはフェアクロフ君本人が代表を務めるチーム・ランスロットの抽選です！　いきなり優勝候補大本命中の大本命チームの抽選となりますが、果たしてどこへ入るのでしょうか！』

　アーネストが目の前の空間ウィンドウをタッチすると、空間スクリーン上のトーナメント表をランダムで光が走り回る。そしてアーネストが再度空間ウィンドウをタッチすると、西ブロックの中央付近でその光が止まり、チカチカと点滅した。

『これは……西ブロック九番、です！』

　ただそれだけで、会場が大いに沸き上がる。一番目の抽選なのでまだ対戦チームすらわからないのに、この盛り上がり。さすがは優勝候補筆頭といったところだろうか。

「こ、これはつまり……西ブロックに入らないほうがいいってこと、だよね？」

　ニーナが緊張した面持ちでそう訊たずねると、クロエは小さくうなずいた。

「そうね。もちろん他の面子メンツ次第ではあるけれど、あくまで私たちが目指しているのが優勝である以上、最大の障害が彼らチーム・ランスロットであることは間違いないわ。できるなら、決勝戦までぶつかりたくはないわね」

　無論、他にも強豪チームは数多い。というよりも、本戦出場を果たしている時点で楽に勝てるような相手はいないと言っていいだろう。

　が、それでもできるなら早めにあたるのは勘弁願いたいというチームがいくつかあるのも確かだ。

『そしてそして！　チーム・トリスタンは東ブロック！　正騎士チーム二つが上う手まく東西に分かれました！　ガラードワースとしては嬉うれしい配置でしょう！』

　そうこうしている間にも、抽選はどんどんと進んでいく。

　美み奈な[image: ]とは特大パフェをぱくぱくと頬ほお張ばりつつも、じっと画面を見つめていた。

　ガラードワースが抽選を終え、アルルカント、界龍ジエロンと進んでいく中、そんな美み奈な[image: ]との手がピタリと止まる。

　壇上には、レヴォルフ黒学院生徒会長ディルク・エーベルヴァイン。

　世界中に放送されているというのに、いつも通りその不機嫌そうな顔をまるで隠そうともしていない。

『おおーっと！　今大会のダークホースでもある傭よう兵へい生チームは、西ブロック八番！　チーム・ヘリオンは西ブロック八番です！』

　チェルシーを除いた全員が、ぐっと息を飲んだのがわかった。

「あの方々は西ブロック……ですね」

　柚ゆず陽ひが珍しく眉み間けんに皺しわを刻みながら、ぼそりとつぶやく。

「ふ、ふふん！　なら好都合ですわ！　これでもし私たちが東ブロックに入れれば、あの方々と戦うことはあり得ないということですもの。だって、西ブロックを勝ち上がってくるためにはお兄様たちチーム・ランスロットに勝たないといけないわけですから！」

「そうとは限りません」

　ソフィアの言葉をぴしゃりと遮るようにしてクロエが言った。

「なっ……！　ま、またそんなことを……！　クロエさんはお兄様たちがあんな方々に負けるとおっしゃるの!?」

「その可能性は否定できないというだけです。少なくとも予選での闘いを見る限り、チーム・ヘリオンの実力は今回の参加チームでも五本の指に入るでしょう。彼らは過去のデータから私が想定していたよりも、遥はるかに強くなっています」

　目を吊つり上あげるソフィアに対して、クロエはあくまで冷静に応える。

「あ、あの、二人とも、その……あっ！」

　と、そこで二人と空間ウィンドウを交互に見ながらおろおろと泣きそうな顔をしていたニーナが、声を上げて口元を押さえた。その視線の先では、星せい導どう館かん学園生徒会長クローディア・エンフィールドが悠然とした笑みを浮かべている。

「会場で見た、あの人だ……」

『《鳳凰星武祭フエニクス》制覇者を擁する星導館学園のチーム・エンフィールドは、東ブロック四番に入りましたー！』

「個々の戦力だけ見れば間違いなくトップチームであろうエンフィールドは東、か……。そして、范フアン星露シンルーの一番弟子率いる界龍のチーム・黄龍フアンロンも同じく東ブロック。わかっていたことだけれど、東と西、どちらに入っても地獄なのは一緒のようね」

　クロエが溜ため息いきを吐ついて首を横に振った。

　チーム・黄龍のリーダーで序列二位の《覇は軍ぐん星せい君くん》武ウー暁彗シヤオフエイは、すでに予選でその理不尽なまでの力を見せつけている。美奈[image: ]たちが星露に稽古を付けてもらっていた頃、少しだけ暁彗シヤオフエイの話題が上がったことがあるが、星露シンルーがある程度加減せずに組手を行えるのは界龍ジエロンでもほんの数人──その一人が彼なのだという。星露の実力を身体からだで知っている美み奈な[image: ]とたちからすれば、それだけでもう信じられない領域の話だ。個人としてはアーネストやチーム・エンフィールドの天あま霧ぎり綾あや斗とを凌しのぎ、今大会最強とも言われているだけはある。

　さらにその暁彗の脇を固めるのがかつての《鳳凰星武祭フエニクス》優勝ペアと、今回の《鳳凰星武祭》を制した天霧綾斗・ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトペアを苦しめた双子ときている。総合力でも相当なものだろう。

「だったら──あたしは西がいいかな」

　美奈[image: ]がきっぱりそう言うと、その場の全員が一斉に美奈[image: ]を見る。

「理由を聞いておきましょうか？」

「だって、どうせどっちも厳しい道なら、倒し甲が斐いのある相手がいるほうがいいじゃん！」

　クロエの問いかけにそう答え、美奈[image: ]が拳を掌てのひらに叩たたき付つけると、チーム・赫かぐ夜やの仲間たちは一瞬ぽかんとした後、同時に全員が噴き出した。

「ふふっ！　確かにそうですわね！」

「ええ、美奈[image: ]さんらしいかと」

「う、うん……！　逃げ出すよりは、立ち向かったほうがいいもんね……！」

　何も言わずとも、どのチームのことを指しているのか皆察しているらしい。

「……まあ、そう言い切ってしまえるのがあなたの強さなのでしょうね、美奈[image: ]」

　クロエもどこかすっきりとした顔でそう言ったが、すぐに表情を引き締めて言葉を続ける。

「ただし、西ブロックにはチーム・ランスロットやチーム・ヘリオン以外にも、もう一つ厄介なチームがあることを忘れないで欲しいわね」

「ああ、例の……」

　柚ゆず陽ひがそう言いかけたところで、空間ウィンドウから地響きのような大歓声が響き渡った。

　六人の生徒会長の中でも最大の歓声──それが向けられた先は、言うまでもない。クインヴェール女学園生徒会長にして世界最高の歌姫シルヴィア・リューネハイムだ。

　クインヴェール女学園は総合成績を重視しない方針のため最下位常連であり、前シーズンもその例に漏れずダントツの最下位だった。よって、抽選の順番も最後となり、すでにトーナメント表は東も西もほとんどが埋まってしまっている。

「残り物には福があるって言うけれど、さてさてどうかな？」

　チェルシーは気楽そうにそう言うが、当人たちはそうもいかない。

　固唾を飲んでその行方を見守る。

『まずはクインヴェールのトップチームであり、前回の《獅鷲星武祭グリプス》でも好成績を残しているチーム・ルサールカがどこに入るかですが……おおっと、これは東ブロックの六番です！』

「ミルシェさんたちは東ですか……」

「できればあの方たちともぶつかりたくはないものですね……」

　柚ゆず陽ひとソフィアが真剣な面持ちでそうつぶやく。

　かつて勝ったことのある相手とはいえ、その時はあちらも実力を完全に出してはいなかった。彼女たちが使う純星煌式武装オーガルクス《ライア＝ポロス》は非常に強力で、今の美み奈な[image: ]とたちでも真っ向から打ち勝つのは難しいだろう。

「っ！　き、来た来た！　来たよ！」

　ニーナがいつもよりも一オクターブ高い声でそう言うと、全員が空間ウィンドウにかぶりつく。

『お次は健闘著しいチーム・赫かぐ夜や！　初戦ではガラードワースの強豪チーム・グリフレットを下してこの本戦まで勝ち上がってきましたが──』

　固唾を飲んで見守る中、残り少ないトーナメント表の空白を光が不規則に動き回る。

　そしてシルヴィアが空間ウィンドウをタッチし──

『チーム・赫夜は西ブロック二番！　ということは、四回戦ではアルルカントのチーム・アンドロクレスとぶつかることになります！』

　その瞬間、クロエはがくりと肩を落とした。

「よりにもよって……」

　そこから先は言葉にならないようで、クロエは恨めしそうに空間ウィンドウの向こうのシルヴィアを睨にらむ。

　そこではシルヴィアが気まずそうに視線を逸そらしながら曖昧な笑みを浮かべていた。

　　　　　　　　＊

「はー、食べましたわー！」

　祝勝会の帰り道、ソフィアは甘味で膨らんだお腹をさすりながらにへらと笑う。

「お、美お味いしかったね……！　特製パフェもそうだけど、他のクッキーとかケーキも、全部ぜーんぶ！」

　横を歩くニーナも幸せいっぱいという顔だ。

「ええ、本当に！　ですが……本当によろしかったのかしら？　私たちだけ先に帰ってしまって」

　ソフィアは夜道を振り返り、マコンドのほうを見やる。もうそれなりに歩いてきたので、見えるはずもないのだが。

「彼女たちがそう言うのだから、ここは甘えておいていいのでしょう。あまり大人数で残っても邪魔になるだけでしょうし。それにあの三人はクラスメートですからね。級友同士、気の置けない仲ということなのかもしれません」

　ソフィアとニーナの一歩後ろを歩きながらそう言ったのは、何やらぶつぶつと考え事をしているクロエだ。

　他の二人──つまり美み奈な[image: ]とと柚ゆず陽ひは、今日のお礼にお店の片づけを手伝うということでマコンドへ残っている。チェルシーはそんなことはしないでいいからと断っていたが、結局美奈[image: ]たちに押し切られた形だ。

「私としては、作戦会議がまとまらなかったことのほうが問題です。いえ、私がこれだという決め手を思い付かなかったのがいけないのですけれど……」

　先ほどからクロエが考えているのは、明日の対策らしい。

　試合前の最終ミーティングまでには間に合わせると言っていたが、チーム・アンドロクレスはそこまで思い悩むほど打つ手がない相手ということなのだろう。

「で、でも、チェルシーさんって、本当に美奈[image: ]と仲がいいよね」

「まあ、美奈[image: ]とは私たちと出会う以前からの付き合いなのだし……親友というやつかしらね」

　ニーナの言葉に、クロエが珍しくどこか曖昧な感じで返す。

「じゃ、じゃあ！　わ、わたしたちとはどうなのかな……！」

「はい……？」

「わたしと美奈[image: ]は、その、親友……って言っていいの？」

「……さあ、どうかしら。友人なのは間違いないでしょうし、仲間というのも正しいでしょう。でも、親友というカテゴライズが具体的にどのような定義によってなされるのかは、私にもわからないわね」

「そっか……そうだよね……クロエもわたしと一緒であんまり友達とか多くなさそうだし、わからないよね……」

「あなた……存外言うようになってきたわね、ニーナ」

「い、痛い痛い……！　ほっぺた引っ張らないで、クロエー！　ごめんなさいー！」

　ソフィアの背後では、二人がそんな他た愛あいのない会話を交わしている。

「親友……」

　そんなやり取りを微笑ほほえましく思いながら聞いていたソフィアの脳裏に、懐かしい少女の笑顔がよぎった。

　失って久しい、大切な、かけがえのない存在。

　ソフィアが自らの過ちで手放してしまった絆。

　今でも悪夢に苛さいなまれる度、繰り返し思う。

　もし、もしあの時ソフィアが──

「……ソフィア先輩？」

「え？　……あ、ああ、なんですの？」

　気が付くと、クロエとニーナが心配そうにソフィアの顔を覗のぞき込こんでいた。

「いえ、急に立ち止まるからどうしたのかと」

「だ、大丈夫……？　お腹が痛いの？　もしかして食べ過ぎちゃった？」

「い、いえいえ、問題ありませんわ！　少しぼうっとしていただけで──」

　その時だ。

　少し先の大通り、そこを行き交う人並の中に、その姿を見つけたのは。

「──ダイアナっ!?」

　とっさにソフィアは駆け出していた。

　ほんの一瞬だったが、間違いない。

（あれは……あの横顔は……！）

　ソフィアにとって、兄にとって、他の何にも代え難い存在。

　今となっては夢の中でしか出会えないはずの少女。

「……」

　だが、ほんの数メートル走ったところで、ソフィアの足は急激に速度を緩める。そのままとぼとぼと歩くような速さに変わり、やがて完全に停止した。

　いいや、あり得ない。

　彼女がこんなところにいるはずなどないのだ。きっと見間違いだろう。

　それに──もし仮に、万が一、本物の彼女だったとして、今更ソフィアに合わせる顔などあるはずもない。きっと彼女だってソフィアのことを憎んでいるだろう。

　それとも、ソフィアのことなどもうすっかり忘れてしまっているだろうか。

　いずれにせよ、ソフィアにはかける言葉などないのだ。

「ちょ、ちょっとソフィア先輩！　本当にどうしたんですか！」

「い、いきなり走り出すから、ビックリしたよぉ……！」

　後ろから追いついてきたクロエとニーナが、今度こそ本気で心配した顔でソフィアを見る。

「──ごめんなさい、本当になんでもありませんわ」

　できるだけ自然な笑顔を作って振り向くと、クロエとニーナが驚いたような表情で顔を見合わせる。

　そこでソフィアは初めて自分の瞳から涙がこぼれていることに気が付いた。

「あ、あら……私としたことが、どうしたのかしら……もう！　どうか、お気になさらず……！」

　そう言いながらも、ボロボロと溢あふれ出る涙はまるで止まらない。

「……どうぞ」

　そんなソフィアに、クロエがそっとハンカチを差し出してくれた。

　それを受け取り、目元に充てる。

　まったく、とんだ失態だ。

　年長者として引っ張って行かなければならない自分が、年下にこんな情けない姿を見せてしまうとは。

　ぐすぐすと鼻をすすりつつ、なんとかごまかすようにソフィアは空を見上げた。

「あの、えっと……そう、あれですわ！　月！　お月様があまりにも綺麗だから、つい、こう感傷的になって涙が……！」

「え……？　でも、今日は曇りだよ……？」

「あ……」

　ニーナの言う通り、夜空は分厚い雲に覆われて月どころか星の輝き一つ見えない。

「あー、これは、だからその……」

　さすがにどう言い繕ったものかわからなくなったソフィアに、クロエがそっと微笑ほほえみながら言った。

「──いえ、確かに今日は月が綺麗ですね」

「……っ」

　クロエのその気遣いに、ソフィアはもう一度涙が溢れそうになるのを堪こらえなければならなかった。

　　　　　　　　＊

　──アルルカント・アカデミー《獅子派フエロヴイアス》応接室。

「いやはや、物もの凄すごい反響ですよ。各種メディアの取材に世界中の研究機関からの問い合わせ、フラウエンロープを通しての正規の接触から、裏口を経由した他よ所その統合企業財体からの接触まで、うちのスタッフも対応に大わらわです」

「当然だろう。おまえが初戦で仰々しく語ってみせたように、純星煌式武装オーガルクスを量産できるとなれば世紀の大発明、時代が変わると言っても過言ではない」

　自信に満みち溢あふれた笑顔で両手を広げるチーム・アンドロクレスのリーダーに、カミラ・パレートはソファの上でそのすらりとした脚を組みながらうんざりとした目を向けた。

「もっとも……それが本当であればの話だがな、ダスティン」

「おやおや、これは心外ですね。まるで僕が嘘うそを言ったようではないですか」

「違うとでも？」

「ま、多少誇張したのは認めますが。それは会長──もとい、カミラさんだって承認してくれたでしょうに」

「あくまで不承不承だ」

「貴方あなたのお気持ちなど知ったことではありませんよ。承認は承認です」

　言って、ダスティンはにっこりと笑ってみせる。

　その笑顔を前にカミラは息を一つ吐くと、苦笑を浮かべた。

「おまえのそういう慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなところは嫌いではないが……まあいい。すでに私は一線を退いた身だ。好きにするがいいさ」

　カミラの言葉に、恭しく一礼するダスティン。

「ありがとうございます。では、《獅子派フエロヴイアス》新会長への推挙、何なに卒とぞよろしくお願いします」

「約束は約束だ。おまえはその《アガーナベレア》を使って見事に本戦出場を果たしてみせた。……ただし」

　そこでカミラを脚を組み換え、視線を鋭くする。

「知っての通り、私ができるのはあくまで推挙までだ。おまえが新会長として認められるかどうかは、この先どこまで勝ち進めるかにかかっている」

「心得ていますとも」

　アルルカントにおいて《獅子派》は最大派閥であり議会でも強い発言権を持つが、巨大であるが故にまとまりが悪いという難点があった。元々研究クラスの学生は当然ながら研究者肌の者が多く、自身の研究開発以外の事柄に時間を割かれることを嫌う傾向が強い。その反面プライドが高く、蔑ないがしろにされることは許さないという、とにかく厄介な性質の者ばかりなのだ。

　そのため派閥の会長には多くの研究チームをまとめられる強力なリーダーシップと、世界中から集められた天才たちからも一目置かれるだけの才気、そしてそれを証明する実績が不可欠だった。任期満了によりその座を退いたカミラの後任が未いまだに決まっていないという事実からもそれは明らかだ。

　一方で、派閥の会長になりたがる者も少なくない。特に生徒会長の権限が弱いアルルカントにおいて、最大派閥である《獅子派》の会長は最高権力者と言っていいほどだ。研究者といえども野心家はいる。

　実際、《獅子派》の会長には複数の人間が立候補していた。中でも最有力候補とみなされていたのが、戦闘用外骨格パワードスーツの研究開発を統括していた副会長のナルシス・ペノワだ。ところがそのナルシスは先の学園祭で主催した大規模イベントの最中に倒れ、今も入院中。何があったかは知る由もないが、深い精神的ダメージを負っており、会長選からは脱落したと見ていい。

　そんな中、他の候補者の中から一歩抜きん出たのがこのダスティンだった。

「……元々私はおまえの研究を買っている。量産型純星煌式武装オーガルクスは私の理想とするところに近いものだからな」

「ええ、そうでしょう？　適合率を無視して誰でも扱うことが可能で、しかも代償を必要としない純星煌式武装の量産！　まさしく未来を拓ひらく研究ですからね」

「だがその《アガーナベレア》は不完全もいいところだ。無論、現状でも大した代物であることに異論はないが……」

　そう。確かにダスティンの研究とその成果は素晴らしいものだ。

　──ウルム＝マナダイトの複製。

　ダスティンの研究を端的に言い表せば、そのようになる。人造マナダイトにウルム＝マナダイトの特性を付与することによって同一のウルム＝マナダイトを量産しようというもので、その研究の結晶である《アガーナベレア》は、今ダスティンが言ったように誰にでも扱うことができ、代償も必要ない。

　ただし、《アガーナベレア》には大きな欠陥が二つある。

　一つは複製されたウルム＝マナダイトの寿命が著しく短いこと。ダスティンはなんとかそれを引き延ばそうと苦心してきたが、現状では一週間程度でその能力を失ってしまう。これでは実用化には程遠い。

　もう一つは、複製元であるオリジナルのウルム＝マナダイト自体の能力が損なわれてしまうこと。これは研究データを見る限り複製すればするほど顕著になる。つまり大量に複製すれば貴重なウルム＝マナダイトを使い潰してしまうことを意味していた。

　要するに、《アガーナベレア》は量産型純星煌式武装と名乗っておきながら、大量生産できないのだ。

「おまえの研究自体は評価している。だからこそ、このような半端な形で世に出すよりも、もっとゆっくり時間をかけて改善されたものを見たかったのだがな」

「僕としてもそうしたかったのは山々ですが、このタイミングを逃すわけにはいかなかったもので」

　ダスティンは肩を竦すくめてみせるが、悪びれた様子はない。

「そうまでして会長になりたいのか？」

「ええ、なりたいですね」

　ダスティンはきっぱりと言った。

　ダスティンの才気は疑うべくもない。リーダーシップもある。後は実績だけだ。

　そしてこのアスタリスクで実績といえば、《星武祭フエスタ》での成績に勝るものはない。

　それはカミラにも理解できたが、やはりその性急さには危ういものを感じていた。

「なに、新しくお披ひ露ろ目めされた技術がしばらく音沙汰もなく、実用化されるのは数年後などというのはよくある話でしょう？　問題点に関しては、この《獅鷲星武祭グリプス》で結果を残して会長となった後で改善していきますよ」

「まるでもう会長になったかのような口振りだな」

　カミラがそう咎とがめると、ダスティンはさも意外そうに眉まゆを上げた。

「おや？　僕はもう決まったも同然かと思っていましたが？」

「現状、おまえたちチーム・アンドロクレスは予選を突破しただけだ。ベスト三十二程度では、うるさ型が黙ってはいないぞ」

　会長となるためには派閥内で過半数の支持を得ることが必要だ。明文化された条件があるわけではないが、予選を突破したくらいでは実績としてはやや弱い。あくまで最低ラインといったところか。

「ははは！　だったら勝ち進めばいいだけの話です。別段、難しいことでもない」

　それでも涼しい顔のダスティンは余裕綽しやく々しやくだ。

「ほう？　ならば優勝でもしてみせるか？」

「まさか、ご冗談を。我々のブロックにはチーム・ランスロットがいるのですよ？　さすがに彼らには勝てません」

　ダスティンは平然と言った。

　このあたりの状況認識能力の高さと、それをあっさり受け入れることができる現実的な性格もダスティンの才能と言えるだろう。

「とはいえ、幸い彼らとぶつかるのは準決勝。ベスト四フオーならば悪くない成績でしょう？」

「チーム・ランスロット以外に敵はいないと？」

「西ブロックに限れば、ですが。東ブロックのチーム・エンフィールドやチーム・黄龍フアンロンも、僕らにはちと荷が重いでしょうね」

　星せい導どう館かんのチーム・エンフィールドはカミラにとっても因縁の相手だが、実際チーム・アンドロクレスでは勝つことは難しいだろう。

「まあ、西ブロックでもチーム・ヘリオンは少々厄介そうですが、戦術でどうとでもできる範囲です。……ああ、そういえばカミラさんとは多少の縁があるチームでしたね。ええと、叔お父じ様でしたか？」

　今思い出したとでもいうように、ダスティンがぽんと手を叩たたいた。

　チーム・ヘリオンが所属するＨＲＭＳは、カミラの叔父であるリベリオ・パレートが代表を務めている。

　が、カミラは敢あえてその言葉を無視して話を続けた。

「ではチーム・赫かぐ夜やはどうだ？　おまえたちの次の相手だが、彼女たちも相当の手て練だれのようだぞ」

　するとダスティンは一瞬ぽかんとした顔でカミラの顔を見た後、盛大に吹き出した。

「あはははは！　これまたご冗談を！　カミラさんもおわかりでしょうに。彼女たちと我々は、あまりにも相性が良すぎる。負ける余地などありませんよ」

「……それは確かに、な」

　チーム・赫かぐ夜やのメンバーは皆大きな長所と短所を併せ持っている。それら個々人の短所をチームプレーで補い、長所をより伸ばすというのがチームコンセプトなのだろう。

　ところがチームの中核である若わか宮みや美み奈な[image: ]とは遠距離攻撃を弱点としており、次元潜航による多彩な遠距離攻撃を主体とするチーム・アンドロクレスとは致命的に相性が悪い。他のメンバーがフォローしようと思っても、さすがに限度がある。

「では、僕はそろそろこれで。《アガーナベレア》の調整が残っていますから」

　ダスティンはそう言って立ち上がると、深々と一礼して去って行った。

　カミラはその背中を見送りながら、小さく鼻を鳴らす。

「いついかなる時も自信に満みち溢あふれた男だ。それに見合うだけの才覚があるとはいえ……」

　事実、研究クラスにいながら序列二位の座に就き、その序列を守りながらこれだけの研究成果を出してみせたのだから文句のつけようはない。研究者としての才だけなら《彫刻派ピグマリオン》代表のエルネスタや《超人派テノーリオ》筆頭のヒルダとは比べるべくもないが、戦闘能力や政治力まで含めれば、あるいは──

　カミラがそこまで考えたところで、ふいに携帯端末が着信を知らせた。

　相手の名前を確認すると、驚いたことに先ほど少し話題に上がった人物からだ。

　空間ウィンドウを開くと、浅黒い肌の男性がにこやかに笑っていた。

『やあ、カミラ。久しぶりだね、ちょっといいかな？』

「──ご無沙汰しています、叔お父じ上」


第七章　対チーム・アンドロクレス

「──若わか宮みや美み奈な[image: ]と、校章破損バツジブロークン」

　機械音声が告げたその無慈悲な判定に、美奈[image: ]はがくりと膝ひざをついた。

「そ、そんな……」

　無残に砕け散った校章が地面に散らばっている様を見た瞬間、目の前が真っ暗になったような感覚に襲われる。

　かつて一人で連敗し続けていた時には、これと同じ経験を飽きるほど味わってきたはずだ。だというのに、今この身体からだの底から湧き上がる恐怖はかつて感じたことのないものだった。

　──敗北。

　今更ながらその言葉が重くのしかかる。今やその敗北は美奈[image: ]一人のものではないのだ。

　そして《星武祭フエスタ》では、たった一度の敗北が皆の願いを……チーム全員の夢を断ち切ってしまう。

「ああ……あああ……！」

　横に目を向ければ、跪ひざまずいたソフィアが顔を覆い悲痛な慟どう哭こくを漏らしていた。

　その右手は、真っ赤に血塗られている。

　完全に自失したソフィアの姿は痛々しく、とても見ていられない。

（あたしが……あたしがもっとしっかりしていれば……！）

　一体どこで何をどう間違ってしまったのか。

　思い返してみても、まったくわからない。

　ただこうして美み奈な[image: ]と自身が敗れてしまったという事実に震えが止まらない。それもニーナやソフィアをも巻き込んだ上で、だ。

「ははは！　いや、惜しかったですね。狙いは悪くなかったのですが」

　そんな美奈[image: ]たちを笑顔で見下ろす青年──ダスティンは、手にした量産型純星煌式武装オーガルクス《アガーナベレア》を肩に乗せて言った。

　絶対的な自信と圧倒的な才気、それでいて一切の油断を排したその冷たい視線。

　美奈[image: ]は奥歯を砕かんばかりに噛かみしめ、悔しさに地面へ爪を立てる。

「まあ、残念ながら相性が悪すぎたというところでしょう。そう気落ちすることは──」

　その時だった。

「まだです！　美奈[image: ]さん！」

「っ！」

　鋭く厳しい声がステージに響き、光の矢が美奈[image: ]の横をかすめてダスティンを襲う。

　ダスティンは眉み間けんに皺しわを寄せつつも、その一撃を軽やかに回避。

　しかし美奈[image: ]はダスティンよりも、その声の主に目を向けていた。

　黒髪をなびかせ、弓型の煌式武装ルークスを構えるその凛り々りしい姿と、何よりも美奈[image: ]を叱りつけるようなその瞳に美奈[image: ]は身を震わせる。

「柚ゆず陽ひ……っ！」

　美奈[image: ]はその姿に、試合の前にクロエが言った言葉を思い出していた。

　　　　　　　　＊

　──試合開始一時間前、シリウスドーム控え室。

「え……？　私がリーダー、ですか？」

　柚陽には珍しく、驚いた、それでいて少し困ったような顔で頬ほおに手を当てる。

「ええ、そうよ。最後の最後まで迷ったけれど……この試合、リーダーはあなたで行くわ、柚陽」

　クロエは真剣な表情でそんな柚陽を見つめながら、こくりとうなずいた。

　テーブルを囲むソファには、チーム・赫かぐ夜やの面々が揃そろっている。

「その……理由をお聞きしても？」

「もちろん。ただ、そのためには今回の作戦について説明しなければならないわ。昨日一晩いろいろとシミュレーションしてみたけれど……チーム・アンドロクレスに勝とうと思ったら、やはりどうしたって私たちは速攻を仕掛けて相手のリーダーであるダスティン・ウィザーズを倒すしかない。これはわかるわね？」

「まあ、毎度のことですわね」

　言って、ソフィアが大げさに肩を竦すくめた。

「わ、わたしたちが持久戦に持ち込める相手なんて、あんまりいないもんね……」

　ニーナも上目使いに苦笑を浮かべる。

「ですが……以前クロエさんは、ダスティン・ウィザーズは速攻を仕掛けても容易に倒せる相手ではないとおっしゃっていましたよね？」

「言ったわ。その上で、速攻以外の選択肢がないの」

　柚ゆず陽ひの指摘に、クロエが溜ため息いき混じりに返した。

　実際、美み奈な[image: ]とたちチーム・赫かぐ夜やは大抵の試合で長期戦になればなるほど不利になる。それはどれだけ自らの長所を伸ばし、連係を磨いたとしても、弱点自体は消すことができないからだ。

　そもそもそれができるならばチーム・赫夜は存在していない。星露シンルーに相談したこともあったが、無駄の一言で片づけられてしまった。

『得手不得手というものには度合がある。不得手も軽ければ努力で埋められようが、ぬしらのそれはそんな甘っちょろいものではない。谷を埋めようと手で砂を運ぶようなものじゃ。つまり無駄ということよ』

　一応、クロエの能力で一時的に弱点をフォローすることは可能なのだが、試合が長引けばそれだけ付け入られてしまう危険が高くなる。

「当然あちらもそれは予想しているでしょうし、奇襲、速攻の類は最大限に警戒していると思っていいわ。リーダーであるダスティン・ウィザーズの作戦構築能力とリアルタイムの戦術修正能力は、率直に言って私を上回っている。私が立てる作戦は、すべてあちらの想定内でしょう。私の能力もある程度まで……そうね、私が皆の意志を中継・伝達していることは看破しているはず」

　クロエはそこで一息吐つくと、人差し指を立てて続けた。

「ただし、その第二段階である経験・感覚の伝達はまだ隠し通せている。何しろ《獅鷲星武祭グリプス》ではここまで一度も使っていないのだから、いくらダスティン・ウィザーズといえども予測できるはずがないわ。上う手まくそれを温存できたのは僥ぎよう倖こうだったわね」

　クロエの能力の第二段階を使えば、チームの全員がお互いのスキルをまるで自分が会得していたかのように使うことができる（もっともそれを出力する身体からだが違う以上、完全に同じレベルで再現できるというわけではないが）。これを知っているのは理事長であるペトラと生徒会長のシルヴィア、実際に闘ってそれを体感しているチーム・ルサールカ、そして美み奈な[image: ]とたちに稽古をつけてくれた星露シンルーだけだ。クインヴェールの身内が情報を漏らすことはないだろうし、星露もその性格的にわざわざそれを他学園へリークするようなことはないだろう。

「よって、作戦としてはこうなるわ。──試合開始と同時に美奈[image: ]とニーナ、ソフィア先輩の三人で一気に敵陣へ切り込み、ダスティン・ウィザーズを仕留めること」

　その言葉に、名前を挙げられた三人が同時にうなずく。前衛と遊撃、近接戦闘が可能なメンバー全員でかかるということだ。

「おそらく相手はこちらの速攻に備えて残りの四人で壁を作ってくるはず。状況によって臨機応変に動いて欲しいからあえて固定はしないけれど、たとえばニーナとソフィア先輩が玄げん空くう流りゆうでその壁をこじ開け、美奈[image: ]が剣技でダスティン・ウィザーズを倒す……それならば、あちらはまず対応できないでしょう。とにかく誰でもいいからダスティン・ウィザーズを仕留められる間合いにまで辿たどり着つくことが肝心よ」

　なるほど。

　いくら速攻を警戒していたとしても、まるで想定外の攻撃となれば防ぎ切るのは難しい。あちらはニーナやソフィアが無手で挑んでくるとは思っていないだろうし、同様に美奈[image: ]が剣技を使ってくるとは考えてもいないだろう。

「とはいえ、ダスティン・ウィザーズは個人の戦闘能力も高い。特にある程度の情報を把握した相手には、未来予測にも似た完璧な対応能力を発揮するわ。伊だ達てに序列二位ではないということよ」

「それって、初戦の……？」

　美奈[image: ]はチーム・アンドロクレスの初戦で、ダスティンが完全に相手の動きを読んで動いていたことを思い出した。

「そう。もっともベネトナーシュのデータによれば、未来予測と言ってもあのクローディア・エンフィールドが使う《パン＝ドラ》の未来予知ほど正確なものではないわ。あくまで情報を元に相手の動きを推測しているだけだから、行動予測というのが正しいかしらね──まあ、それでも十分驚異的なのだけれど。重要なのは、この行動予測は相手の情報が多くなればそれだけ精度が上がるということ。これも長期戦が私たちにとって不利になる理由の一つよ」

「だからこそ、出し惜しみをせず近接戦闘ができる三人全員を投入するというわけですわね」

　ソフィアが納得したとばかりに、腕組みをして大きくうなずく。

「そ、そっか……それだとわたしたちの誰かがリーダーだとリスクが高すぎるもんね」

　誰でもいいからダスティンの下へ送り届けることが目的である以上、いわばその三人は決死隊だ。目的のために身を投げ出す必要もあることを考えれば、当然リーダーはそれ以外の二人……つまりクロエか柚ゆず陽ひになる。

「それはわかりしたが、なぜクロエさんではないのでしょう？　正直に申し上げて、今回の対戦相手だと、私はあまりお力になれないのではないかと……」

　が、柚陽はやはり困ったような顔でそう言った。

「え？　なんで？」

　きょとんとした顔で美み奈な[image: ]とが問うと、柚陽の代わりに呆あきれた声のクロエが答える。

「柚陽では《アガーナベレア》への対応ができないからよ」

「……あっ」

　そこまで言われて美奈[image: ]も理解した。

　後衛である柚陽の役目は主に二つ。

　一つは遠距離攻撃によって前衛をサポートすること、そしてもう一つは正確無比な射撃技術によって相手の遠距離攻撃を撃ち落とすことだ。遠距離攻撃を弱点とする美奈[image: ]などは特にその恩恵にあずかっている。

「そうか、あ、あの量産型純星煌式武装オーガルクスの弾は消えちゃうから……」

「その通りよ。次元潜航する《アガーナベレア》の弾を撃ち落とすことはまず不可能。これはチーム全体の防御能力が格段に落ちることを意味するわ」

「そ、それは……かなりまずいのじゃありませんの？」

「重ねて言いますが、だからこその速攻なのです」

　不安そうなソフィアに、再度クロエが念を押した。

　聞けば聞くほど、速攻を成功させる以外に勝ち目がないような気がしてくる。

「それに相手の遠距離攻撃を相殺できないということは、何よりも私自身の身を守ることさえ覚おぼ束つかなくなるということです。どう考えてもリーダーには不適切でしょう」

　逸それた話を戻すように柚陽が言った。

　柚陽はその範囲内であればどこからであろうと接近しようとする相手を射抜き、襲い掛かってくる攻撃を射落とすことができる絶対防衛圏を有している。

　運動音痴というおよそチーム・赫かぐ夜やの中でも最大級の弱点を持ちながらも柚陽が闘っていける要因はそこにあるのだが、《アガーナベレア》相手にはこれが通じないということだ。大変にまずい。

　もちろんクロエの能力を使ってソフィアの身体感覚を伝達すれば一時的には凌しのげるだろう。ただし、いかに星露シンルーに鍛えられて持続可能時間が伸びたとはいえ、柚陽の身体からだでソフィアの動きをトレースするのはどうしても負担が大きすぎる。そう何度も使える手ではない。

　だというのに──

「それらすべてを含めた上で、私よりもあなたが適任だと言っているのよ、柚ゆず陽ひ」

　クロエは迷いのない目で柚陽を見つめ、そう言い切った。

「……それはなぜでしょう？」

「単純な話よ。最悪の事態を想定した時、最後に残るのが私ではどうあがいてもダスティン・ウィザーズには勝てない。でもあなたなら、可能性がある。私はこのチームで一番頼りになるのはあなただと思っているから」

　なるほど。

　その一言に、美み奈な[image: ]とはすっきりと納得した。

　これ以上ない説得力だ。

　見ればソフィアもニーナもうんうんとうなずいている。

「はぁ……」

　その様子に、柚陽は降参とばかりに溜ため息いきを吐つくと。

「わかりました。そこまで言われては断るわけにはいきません」

　いつもの優しい笑顔で、皆にそう言った。

　──そして。

『さーて、いよいよ試合開始の時間が迫ってきました！　チーム・アンドロクレスの量産型純星煌式武装オーガルクス《アガーナベレア》は業界で話題騒然となっているようですが、果たしてチーム・赫かぐ夜やはこれにどう立ち向かっていくのでしょうか！』

　実況のミーコの声を聞き流しながら、ステージ上で美奈[image: ]は大きく深呼吸をして精神を統一する。

　対たい峙じするチーム・アンドロクレスは、最後列にリーダーであるダスティン・ウィザーズ。それ以外は前列に二人、中列に二人という配置だ。

　同じような背格好、同じようなバイザーグラスをかけた無個性な四人の名前は、アインス、ツヴァイ、ドライ、フィーア──つまり数字の一から四だ。最初はふざけているのかと思ったが、クロエの言によると実践クラスの学生の登録名としてはよくあるものらしい。それだけで彼らがアルルカントで普段どのような扱いを受けているのか容易に想像できてしまう。

（っと、いけない……！　集中集中！）

　美奈[image: ]は小さく頭を振ると、気持ちを切り替えた。

　敵として闘う彼らは、決して侮れない。

　今までの試合を見る限り、ダスティンの命令通りに動く忠実な駒といった印象だが、さすが序列二位が引き連れてきた実践クラスの学生だけあって皆相応の実力者だ。序列入りこそしていないものの、近接戦闘の技術も遠距離攻撃の精度も序列上位者に引けを取らないだろう。

　彼らを突破してダスティンの下へ辿たどり着つく……覚悟してはいたものの、相当に厳しいことは間違いない。

（とはいえ、やるっきゃないよね！）

　美み奈な[image: ]とは自分で自分の頬ほおを叩たたくと、横に並ぶソフィアとニーナに目配せをした。

　そろそろ時間いっぱいだ。

「《獅鷲星武祭グリプス》四回戦第十試合、試合開始バトルスタート！」

「行くよ！　ニーナちゃん！　ソフィア先輩！」

　試合開始の合図と共に、美奈[image: ]たちは三人一まとまりになって敵陣へと突っ込んだ。

　──が。

（え……？）

　驚いたことに、壁となって美奈[image: ]たちを阻むだろうと思っていた四人が逃げるように散開したのだ。

　まるでどうぞダスティンを襲ってくれといわんばかりに。

　一瞬面食らった美奈[image: ]だったが、それでもすぐに気を取り直す。

　理由はわからないが、それならそれで好都合だ。

　このまま一気に三人で掛かれば、いかに序列二位といえども圧倒できるはず。

　そう思って踏み込もうとした瞬間。

「っ！」

　散開した四人が一斉に手にした《アガーナベレア》を乱射してきたのだ。

「なっ!?　ちょ、ちょっと待っ……！」

　手にした剣で襲いくる光弾の嵐を弾はじきながら、ソフィアが焦った声を上げる。

　美奈[image: ]たちを取り囲んでの包囲射撃。

　しかしこの距離でそんな真ま似ねをすれば、当然外れた弾で同士討ちは免れないはず──

「って、そ、そうか……！」

　美奈[image: ]はその考えが的外れだったことにすぐ気が付いた。

《アガーナベレア》が放つ光弾は、仲間に当たる前にすべて忽こつ然ぜんと消えてしまっていた。おそらく一定の距離で次元潜航するように撃っているのだろう。

「ぐ、ぅぅ……！」

　ニーナはとっさに光の壁を展開して光弾を防いでいるが、包囲されている以上それだけで止め切れるものではない。

　幸いなのは、《アガーナベレア》の光弾はそれほど威力が高くないことだ。星辰力プラーナで防御すれば、一発二発くらったところで大ダメージを受けるということはない。特に今はフルオートでの連射モードになっているためか、これまでの試合で見ていたよりもさらに光弾が小粒になっている。

　とはいえ、ダメージがないわけではない。ましてや美み奈な[image: ]とのように星辰力の量が少ないと、このまま防御を続けているだけであっという間に星辰力が尽きてしまうだろう。

《ごめんなさい、想定していなかったわけじゃないけれど、まさかこんな危険で攻撃的な作戦を取ってくるとは思わなかったわ……！　こちらからも援護したいところだけど、私も柚ゆず陽ひもダスティン・ウィザーズの牽けん制せいをかわすのに精一杯で手が回らない……！》

　その時、脳裏にクロエの声が響いた。

《もっとも、これは私たちにとって悪い状況でもないわ！　ダスティン・ウィザーズのガードがいないのだから──》

「強行突破しちゃえばこっちのもんってわけだね……！」

　美奈[image: ]はクロエの言わんとすることを察すると、意を決して光弾の嵐へ飛び込んだ。

「ニーナちゃん！」

「──王家の長城ロイヤル・ランパート！」

　美奈[image: ]の声にニーナが即座に反応し、光る壁が走る美奈[image: ]を守るように連続してそそり立つ。

　いくつかの光弾は壁をすり抜けて美奈[image: ]をかすめたが、美奈[image: ]は一呼吸でダスティンの間合いへ飛び込んでいた。

「ほう、これは速い」

　感心したようなダスティンの声には余裕が感じられるが、美奈[image: ]は構わず右手のナックル型煌式武装ルークスを解除してサーベル型煌式武装に持ち替えた。この武器の持ち替えは、散々練習してきたためほんの一瞬だ。

（もらった……！）

　この間合い、このタイミングなら回避しようがない。

　美奈[image: ]の振るう光こう刃じんが弧を描き、ダスティンの胸の校章を両断する──その直前。

「おおっと……！」

　ダスティンの手にした《アガーナベレア》が、その銃身で光刃を受け止めていた。

「そんな……っ!?」

　ソフィアの剣技はいかに序列二位とはいえ、そう易やす々やすと防げるものではないはずだ。

　ましてや、格闘術に備えていたであろうダスティンにとっては、完全に不意打ちだったはず。

　美奈[image: ]は愕がく然ぜんとしつつも、途切れなく光刃を振るい、ダスティンを攻める。

「てやあああああああああああ！」

　斬り下ろし、薙ぎ払い、胸を突く。

　が、やはり届かない。そのすべてが防がれてしまう。

　それどころか、斬り合い続けるうちにどんどんとダスティンに余裕が生まれていくのがわかった。最初の数合はあと一歩で校章に届くかと思われたのに、次第に回避されるようになり、今では反撃さえ挟んでくるようになっているのだ。

　──と。

「ふむ……これはやはり体格の差でしょうかね。想定していたよりも、剣撃がやや軽いようです」

「え……？」

　サーベルと《アガーナベレア》が激しく打ち合う最中、おもむろにダスティンが放ったその言葉に、美み奈な[image: ]との表情が凍りついた。

『想定していたよりも』。

　ダスティンは今確かにそう言った。

　つまり、それは──

「ええ、ええ、そうですよ。僕は知っていたのです。あなたがソフィア・フェアクロフの剣技を使うことをね。ま、実際に見たわけではなかったので、最初は多少イメージとズレがありましたが」

「ど、どうして……！」

　形勢はいつの間にか、ほぼ互角になっていた。

　美奈[image: ]が鋭い突きを打ち込めば、ダスティンはお返しとばかりに《アガーナベレア》で足を払ってくる。こんな棍こん棒ぼうのような使い方をして問題ないのかとも思ったが、純星煌式武装オーガルクスである以上それなりに丈夫なのだろう。

《美奈[image: ]、作戦は失敗よ！　一度戻って……！》

　脳裏には焦ったようなクロエの声が響くが、とてもそんな隙はない。

「どうして？　それを聞くならどうやって、では？　ふふっ、いやいや、別段大した手を使ったわけではありません。ごく普通の諜ちよう報ほう活動の結果というやつですよ。ご存ぞん知じかと思いますが、うちの学園は他と違って派閥ごとに諜報工作員を囲っているためどうしても数でも質でも見劣りしがちです。そこで培われたのが、他の学園内部に我々の協力者を作り出す方法……いわばスパイですね。この分野に関してだけは、我々アルルカントは他学園よりも一歩先んじていると言えるでしょう」

　ダスティンはぺらぺらと流調に喋しやべりながら、《アガーナベレア》を振るう。

　今や形勢はダスティンに傾きつつあった。美奈[image: ]が一撃見舞う間に、ダスティンは二撃繰り出してくる。

　この斬り合いが長引けば長引くほどダスティンは情報を蓄積し、その予測をより完璧なものへと近づけていくのだ。

　一方で、美み奈な[image: ]との身体からだはトレースしたソフィアの動きに悲鳴を上げはじめていた。骨が軋きしみ、千切れそうな痛みが手足を襲う。

「スパイと言っても、その大半は何か物騒なことをしでかすわけではありません。彼ら、彼女らはただ友人たちから上う手まく秘密の話を聞き出し、それを我々へと流すだけです。おだてたり、なだめすかしたり……あるいは、少し煽あおってみただけでムキになっていい訳をはじめたりするようなタイプなどは情報を漏らしやすい」

　話を聞きながら、美奈[image: ]は脳裏にあるチームのことを思い浮かべていた。

　経験・感覚を伝達するクロエの能力の第二段階について知っているのは、ペトラ、シルヴィア、そして──

「まったく、純星煌式武装オーガルクスの代償というものは厄介なものです。感情に抑えが利かなくなるなど、不都合極まりないというもの。その点で、この《アガーナベレア》はそのような煩わしさからも解放されています。どうです、実に素晴らしいでしょう？」

　すでに美奈[image: ]は防戦一方になっていた。ダスティンは時折至近距離での射撃をも織り交ぜながら、縦横無尽に苛か烈れつな攻撃を叩たたき込こんでくる。

（このままじゃ……！）

　自ら近接戦闘に持ち込んでおきながら情けないが、破綻は時間の問題だ。

　情報が漏れていたことは仕方ないとしても、まさかダスティンの行動予測がここまでのものとは思わなかった。

「美奈[image: ]っ！」

　が、そこへ凛りんとした声が響いた。

「ソフィア先輩！」

　見れば、傷だらけのソフィアが光弾を掻かい潜くぐりながら美奈[image: ]の下へ駆け寄ってくる。

「ニーナ・アッヘンヴァル、校章破損バツジブロークン」

　同時にその背後ではニーナが力尽き、倒れていた。

「ご、ごめん、二人とも……」

　おそらくソフィアをここまで送り届けるために能力を使い切ったのだろう。

　悔しそうなその表情に、美奈[image: ]は奥歯を噛かみしめる。

　だがソフィアと二人でかかれば、いかにダスティンの行動予測が完璧でも凌しのぎ切るのは難しいはずだ。

「ツヴァイ、来なさい」

　しかし美み奈な[image: ]とへの攻撃を続けながらのダスティンの言葉に応じ、バイザーグラスの学生が一人ソフィアの行く手を遮るように立ちふさがる。

「ふふん！　たった一人でこの私を止められるとでも？」

　剣けん閃せんを煌きらめかせ、ソフィアがツヴァイを一蹴しようしたその瞬間。

「いえいえ、あなただからこそ一人で十分なのですよ」

　ダスティンの瞳がすっと細まるのを見て、ぞわりとした嫌な予感が走った。

「ソフィア先輩！　戻っ──」

　直感に従い、そう声を張り上げたが、すでに遅かった。

「な……っ!?」

　ツヴァイはソフィアの攻撃を受けようともよけようともしなかった。むしろ両手を広げて、自らその攻撃に身を投げ出したのだ。

　その意図は説明するまでもない。人を傷つけることができないソフィアの弱点を狙ったものだろう。

「あ、危ないですわね！　無む茶ちやなことはおやめなさいな！」

　さりとて、ソフィアもそのような手段を使ってくる相手は今までに幾いく人も経験している。寸でのところで剣を引き、間一髪でその罠わなから逃れた──かに見えた。

「うん、いい位置です。上出来ですよ」

　落ち着いた余裕の笑みを浮かべたまま、ダスティンが無造作に《アガーナベレア》から光弾を発射する。

　その目標は美奈[image: ]でもソフィアでもなかった。

「え……？」

　背中を撃たれたツヴァイがその衝撃で、それでも声一つ上げることないままソフィアへ覆いかぶさるように吹き飛ばされる。

　もつれるように倒れ込む二人。

　そして。

「な、仲間を撃つなんて、何を考えています……の……？」

　怒りに顔を染めて立ち上がろうとしたソフィアが、べったりと血に塗れた自らの右手を見て凍りつく。倒れ込んだままのツヴァイの脇腹からは、真っ赤な血だまりがゆっくりと広がっていった。

　ダスティンの光弾によって倒れ込んできたツヴァイの身体からだに、引いたはずのソフィアの剣が突き刺さってしまったのだ。

（まさか……狙ってやったの!?）

　確かにダスティンの行動予測の精度からすれば不可能というわけではないだろう。

　しかし、それはあまりにも──

「あ……ああ……ああああああ……」

　ソフィアは唇を震わせ、真っ青な顔で、瞳の焦点が合っていない。

「ああああああああああああああああああああああああああ！」

「これで二人目、と」

　悲痛な絶叫が響く中、ダスティンがあっさりとソフィアの校章を撃ち抜いた。

「ソフィア・フェアクロフ、校章破損バツジブロークン」

「ツヴァイ、意識消失アンコンシヤスネス」

　美み奈な[image: ]とは怒りに燃えながらも、瞬時に剣からナックル型の煌式武装ルークスに切り替え、それを全力で叩たたき付つける。

「なんて……なんてことをするんだ！」

「おや、相手の弱点を狙うのは当然でしょう？　っとと……！」

　涼しい顔のままその一撃を《アガーナベレア》で受け流そうとしたダスティンだったが、急に間合いが変わったためか、僅わずかにバランスを崩した。

「だからって、自分のチームメイトをあんな……！」

　その隙に縦拳で一気に間合い深くへ飛び込み、肘ひじ打ちから掌打、身体からだを回転させての裏拳と絶え間なく連撃を放ち続ける。

[image: ]

（このまま力づくで押し切る……！）

　どれだけ頑丈であろうと、《アガーナベレア》はあくまで銃であってそもそも近接戦闘に向いた代物ではない。

　小回りの利く近接格闘に対応できるはずが──

「これも戦術ですよ。こちらは最小限の損害で、あのソフィア・フェアクロフを倒すという文句のない結果を得ました。素晴らしいじゃありませんか」

「っ！」

　だが、気が付けばダスティンはまたもすぐに美み奈な[image: ]との攻撃を凌しのぐようになっていた。

　拳も、肘ひじも、膝ひざも、蹴りも、ことごとく受け止められ、弾はじき返かえされてしまう。

「こちらのデータは映像も含めて十分に揃そろっていましたからね。容易たやすいものです」

「くっ、そんな……！」

　せめて一撃──そう思って拳を繰り出すのだが、どうしても届かない。

「さて、もう気が済んだでしょう？」

　ダスティンはにっこりと笑ってそう言うと、攻撃の隙をついて《アガーナベレア》の銃座を美奈[image: ]の腹に打ち込んだ。

「ぐあ……っ！」

　吹き飛ばされつつもなんとか踏ん張った美奈[image: ]だったが、その胸元へ向けて《アガーナベレア》の銃口がピタリと据えられていた。

「これで三人目。まあ、ほぼ決着ですね」

　引き金が絞られ、放たれた光弾が美奈[image: ]の校章を穿うがつ。

「──若わか宮みや美奈[image: ]、校章破損バツジブロークン」

　　　　　　　　＊

　その、少し前。

（どうにかしなければ……！）

　柚ゆず陽ひはそう思いながらもまるでままならない状況に、気が逸はやっていた。美奈[image: ]たちが包囲射撃を受けている間はダスティンから執しつ拗ように攻撃を受け、美奈[image: ]がダスティンと近接戦闘に入ってからはそれと入れ替わるようにアインスとドライがこちらへの銃撃を続けていた。

「まったく、しつこいわね……！」

　クロエも初めて見るほどに焦った表情だ。

　本来の後衛の仕事である前衛の援護をほとんど行えていないのだから、それも当然だろう。

　特に柚ゆず陽ひは襲いくる光弾をよけるだけで精一杯だ。

　それでも運動音痴の柚陽がなんとかまだ生き残れているのは、ひとえにクロエのサポートがあってこそだった。

《左へ二歩、それからできるだけ後ろに下がりなさい》

　脳裏に響くクロエの声に従い、その通りに動く。

　あまり急ぐと足がもつれてしまうかもしれないので、努めてゆっくり。

　すると先ほどまで柚陽がいた地点を、忽こつ然ぜんと出現した光弾が通過していった。

　その隙をつくように、柚陽も展開した弓型煌式武装ルークスから光の矢を五本、まとめて放つ。

　それはステージの遥はるか先、ダスティンを狙ったものだったが、即座に反応したアインスとドライの弾幕によってすべて迎撃されてしまった。やはり直線的な攻撃では、そうそう届くものではない。

　今の柚陽であればその軌道を変化させることも可能ではあるが、そのためにはほんの僅わずかであっても足を止めて集中する必要がある。

　この状況でそれは……。

《右へ跳んで、柚陽！》

　はっとして、慌てて言われた通りに──いや、より正確にはほとんどつんのめるようにして右へ跳ぶと、光弾が制服の裾をかすめていった。

　それにしても驚異的なのは、クロエの指示の的確さだ。

（完全に相手の攻撃を先読みしているよう……）

《それは単純にあちらがまだ牽けん制せい以上の目的を持っていないからよ。私たちなんて、あとでどうとでもできると思っているのでしょう》

（あ……）

　それはただの感嘆であり、別段クロエに向けて発したわけではなかったが、自分でも気づかないまま思考を向けてしまったせいで、読み取られてしまったようだ。

《実際に闘ってみてわかったけれど、ダスティン・ウィザーズ以外の四人は完全に命令通りに動いているだけみたいね。つまり私はアインスとドライそれぞれの行動を予測するのではなく、あくまでダスティンならどう命令するかを読めばいい。それに今はそのダスティン・ウィザーズが美み奈な[image: ]ととの戦闘に集中しているから、他の四人にはあまり複雑な指示は出せていないのよ。ルーティーンの組み合わせのようなものだから、この程度なら私でも対応できるわ》

　クロエも襲い来る光弾をかわしながら、手にしたハンドガン型煌式武装で時折牽制を行っているが、あまり効果は上がっていないようだ。

（でしたら、今のうちになんとかしないと──）

　今度はしっかりとクロエに向けてそう思念する。

　見れば美み奈な[image: ]とはダスティンに押されつつあった。クロエの言っていたように、ダスティンは時間をかけて情報を得れば得るほどその相手に強くなるようだ。だとすれば、すぐにでも何か手を打たないとまずい。

《そうしたいのは山々だけれど……っ！　ソフィア先輩！　ダメです！》

　はっとして視線を振れば、ニーナが倒れ込むと同時にソフィアがフィーアとツヴァイの集中砲火から抜け出し、美奈[image: ]の下へ駆け寄ろうとしていた。おそらくはソフィアも柚ゆず陽ひたち同様、どうにかしてこの状況を打破したいと思ってのことだろう。

　──しかし、それは失敗した。

　それもとびきり残酷な形で。

　ソフィアの悲鳴が響く中、ダスティンが容赦なくその校章を撃ち抜く。

　仲間をわざとソフィアに傷付けさせることによってその心の傷をえぐり、利用する……外道極まりないやり口だ。今も続くソフィアの慟どう哭こくは柚陽の胸を締め付け、できるならばすぐにでもソフィアの下へ駆けつけたかった。

　が、《アガーナベレア》の銃撃に阻まれ、それすらも叶かなわない。

　さらには美奈[image: ]までもが、ダスティンの手でその校章を砕かれてしまう。

　怒りに燃えた美奈[image: ]は必死に攻撃を繰り出していたが、結局一発もその拳がダスティンを捉えることはなかった。ソフィアにあんな真ま似ねをした相手を目の前にしながら一矢報いることさえできないとは、その心情は柚陽にも察するに余りある。

「くっ……！」

　そして柚陽自身、その光景をこうして遠くからただ指をくわえて見ているしかできないとは。

　柚陽は自らの不ふ甲が斐いなさに臍ほぞを噛かむ。

　勝利を確信した笑顔のダスティンと、崩れ落ちるように膝ひざをつく美奈[image: ]。

　手を伸ばしても届くことのない、完全に分断されたこの状況で──

　いや、違う。

　柚陽はそこで自らの弱気な思考を戒めた。

　確かに手は届かないが、張り上げれば声は届くだろう。

《柚陽、次は右へ三歩……柚陽？》

　足を止めた柚陽の頭の中に、悔しさを必死に押し殺したようなクロエの声が響くが、柚陽はそのまま弓型煌式武装ルークスを引き絞った。光の矢が一本虚空から出現し、柚陽は指先へ精神を集中させる。

《柚陽っ！》

　切羽詰まったクロエの声。

　柚ゆず陽ひは右へと足を踏み出しながら、矢と声を放つ。

「まだです！　美み奈な[image: ]とさん！」

　直後、眼前に出現した光弾が柚陽のこめかみをかすめるようにして通り過ぎて行った。黒髪が舞い散り、薄うつすらと血が滲にじむ。

　一方で放った矢は途中で軌道を変えて弾幕を回避し、ダスティンを襲った。

　あっさりと回避されてしまったが、それはいい。

　声が届くのであれば、矢も届く。そしてそれが、このチームでの柚陽の役目だ。

　意志を伝えるだけなら、クロエに中継してもらえばそれですむ。けれど、今この時は美奈[image: ]へ自分の声で伝えなければならないと感じていた。

「まだ私とクロエさんがいます！　だから──」

　諦めてはいけない。

　美奈[image: ]のそんな顔は、絶対に見たくない。

「ふむ、あの状況から僕のところまで矢を飛ばすとは、なるほどデータ通りの……いや、それ以上の腕前ですね！」

　ダスティンがゆっくりと前に出つつ、よく通る声でそう言った。すでに美奈[image: ]にもソフィアにもニーナにも、一切の興味がないといった傲然とした足取りだ。

　その歩みに応じるようにして、こちらを牽けん制せいし続けていた《アガーナベレア》の射撃がぴたりと止やむ。

「それにしても『まだ』とは随分と諦めの悪い……ああ、いや、失敬失敬！　大した決意ですとも！」

　アインス、ドライ、フィーアが無言のままダスティンを守るような陣形に移動し、《アガーナベレア》を構え直した。

「もちろんです。私は……私たちは勝つつもりですから」

「ほほう！　攻撃の要たる前衛二人と遊撃を失いながらなお……ふふっ、虚勢にしても面白い！」

《柚陽、一応聞くけど何か作戦でもあるのかしら？》

（いいえ）

《……まあ、そうよね》

（ですが、どうにかしてみせます）

　心できっぱりとそう断言する。

「そう。だったら私も、時間稼ぎくらいはしてみせるわ」

　クロエは声に出してそう言うと、突然柚陽を抱きかかえた。

「ク、クロエさん……っ!?」

　さすがに驚いてクロエを見るが、クロエはあくまで涼しい顔だ。

「ダスティン・ウィザーズが本腰を入れてくる以上、最も早はや一々回避指示を出していては間に合わないわ。となれば、これしかないでしょう」

　言って、クロエは柚ゆず陽ひを抱き上げたまま逃げるように走り出す。

　同時にチーム・アンドロクレスの《アガーナベレア》四丁が一斉に火を噴いた。

「それに、あなたならこの状況でも問題なく矢を射うてるわよね？」

「そ、それはまあ……」

　確かにクロエはチームの中でもそれほど力が強いわけではないが、鍛えられた《星脈世代ジエネステラ》である以上人を抱えて全力疾走するくらいは問題ないだろう。とはいえ、戦闘中にこんな真ま似ねがそう長く続けられるはずがないのもまた事実だ。

　ならば、柚陽もやるべきことをやらなければ。

「行きます！」

　柚陽は窮屈な姿勢と揺れる視界の中、弓を引いて矢を放った。

「ははははは！　なるほど、そうきますか！　これは僕にも想定外でしたよ！」

　光の矢が五本空を裂き、ダスティン目掛けて飛んでいくが、そのうち四本は光弾に撃ち落とされ、残った一本はダスティンがくるりと回した《アガーナベレア》の銃身で叩たたき落おとされてしまう。

　完全に柚陽の攻撃を読み切っているのだ。

「残念ですが、蓮れん城じよう寺じ柚陽さんの射撃データはすでに十分把握しています。僕には通じませんよ」

「くっ……！」

　それでも柚陽には矢を放つ以外できない。

　今度はダスティン本人ではなくアインスとフィーアを狙ってみたが、やはり途中で撃ち落とされてしまった。柚陽のような正確な射撃技術ではなく、ダスティンの行動予測に基づいての迎撃──これでは付け入る隙もない。

「はぁ……はぁ……！」

　一方で、柚陽を抱えて走り回っているクロエの負担はどんどんと増していく。

《私のことは気にしないでいいわ。あの量産型純星煌式武装オーガルクスは確かに厄介な武器だけれど、いかに弾が次元潜航するとはいえ射線から外れていれば当たることはない。……まあ、あちらもそれがわかっているから逃げ場を少しずつ削って追い詰めてきているようだけれどね》

（あとどれくらい持ちそうですか？）

《……一分は逃げ切ってみせるわ。悪いけど、そこから先は運次第よ》

（わかりました）

　柚ゆず陽ひは逸はやる心を抑えつつ弓を引いて狙いを付け──そこでふいに思い出した。

『いい、柚陽ちゃん？　矢は中あてて当たり前、問題なのはどう中てるかなの』

　かつて弓術を学んだ道場で、まだ年若い師範代理から教わった言葉だ。

『狙って中てるは三流、先を読んで中てれば二流──放つ矢が自ずから中たるようになって、ようやく一流よ』

　天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう──それが柚陽が学んだ弓術の流派だ。

　もっとも、今の柚陽はそれを名乗ることはできないと思っていた。チームのためとはいえ、今の柚陽は煌式武装ルークスとしての弓を最大限に活用する必要があり、その教えとは異なる道を進んでいるのだから。

　しかしどうだ。改めて顧みれば、今の自分はまさしく三流そのものではないか。技術の話ではない。姿勢の話だ。煌式武装うんぬんとは別の、本質の根源へ通じる話だ。

　この相手に勝とうと思うならば、三流では到底不可能だろう。二流でも難しい。

　ならば。

「ふぅ……」

　柚陽は調息し、心を落ち着かせる。

　何をしようと技術が突然跳ね上がることはない。できることの最善を突き詰めるのだ。

〝識しき〟の境地で周囲の状況を把握する。

　観客の大歓声、まくしたてる実況の声、《アガーナベレア》の発射音、光弾が風を切る音、空気の流れと振動、懸命なクロエの足音と荒い息、その筋肉の躍動、まばゆい照明と、揺らめく影──そうした世界の在り様を、読むのではなくただ感じ取る。

　すると──ほんの一瞬その中にか細い光が浮かび上がった。

　柚陽は無心のまま、引き絞った指を放す。

　放たれた矢はただ一本。

　今まで無数に放ってきた矢と、なんら変わりはない。

　だが──その矢は《アガーナベレア》の光弾をするりと掻かい潜くぐると、すとんとアインスの校章へと突き刺さった。

「アインス、校章破損バツジブロークン」

「は……？」

「え……？」

　ダスティンとクロエが、揃そろって同じような表情を浮かべる。

「馬鹿な……ははっ、この僕が予測を間違えたとでも……？　いやはや、まだまだ未熟ですね、僕も」

　思わぬ失敗をしたとばかりに苦笑するダスティン。

　その表情からは、まだまだ余裕は失われていない。

　ほんの少し陰った程度だ。

《何をしたの、柚ゆず陽ひ？》

（私は何も）

《なら……今のは偶然？》

（いいえ……必然です）

　柚陽はそう答えながら、より世界を感じるべく五感を研ぎ澄ました。

　先ほどよりも、深く、広く世界を感じ取り──

　ただ、矢を放つ。

「は、ははは！　二度は許しませんよ……！」

　ダスティンの指示の下《アガーナベレア》の弾幕が倍の密度でその行く手を阻もうとするが、なぜか──いや、当然ながら一発も当たることはない。

　この矢は中たるべくして中たる矢なのだ。

　その瞬間、その世界の在り様から矢が選び取った結果を妨げることは誰にもできない。

　そして、矢は一直線にフィーアの胸元へと飛び込み、その校章を打ち砕いた。

「フィーア、校章破損バツジブロークン」

「んな……っ!?」

　今度は明らかな驚きよう愕がくがダスティンの顔に浮かぶ。

「馬鹿な……馬鹿な馬鹿な馬鹿な！　僕は何も間違っては……まさか、まさか僕より精度の高い未来予測を!?」

　もちろん、そんなことはない。

　柚陽は──柚陽の放った矢は、ただその瞬間その瞬間の最適な道筋を辿たどっているだけだ。

　それは柚陽ではなく、対象へと至ろうとする矢にとって最も適切な道──つまりそこに柚陽の意志は一切介在していない。その時の柚陽は矢を放つための弓矢という機構の一部であり、同時に矢そのものだ。

　ダスティンの行動予測はあくまで対象とする人間の技術と行動パターン、心理状態を元にして導き出している。だが今の柚陽は周囲の状況から導き出された最適解に従っているだけのため、予測できないのだ。

　もしこの攻撃を予測して防ごうとするならば、ダスティンは柚陽本人ではなく周囲の環境すべての数値を読み取って答えを導き出さなければならない。《鳳凰星武祭フエニクス》で大暴れしたあの自律型擬形体パペツトのような超高性能な演算装置でも有しているならまだしも、人間の脳でそれは不可能だ。

「……ここです」

　その光が浮かび上がる刹那の一瞬、それを逃がさずに三度矢を放つ。

　ダスティンとドライが無数の光弾で迎撃を試みるが、一発も当たることはない。

「──ドライ、校章破損バツジブロークン」

「な、なぜだ!?　おかしい！　こんな、こんなことは……あり得ない！　くそっ！　くそっ！　くそお！　一体何が！　何が起こってるというんだ！」

　ダスティンが喚わめきながら、《アガーナベレア》を乱射する。

　柚ゆず陽ひたちのすぐそばから何発もの光弾が出現し、襲い掛かってくるが、クロエはあくまで冷静にそれをかわしてみせた。

《破れかぶれといった感じね。安心なさい、心を乱した攻撃は読みやすい。こんな弾に当たってやる義理はないわ》

　柚陽はこくりとうなずきながら、四度目の矢を構えた。

　指先で威力を調整し、鋭さを落とす代わりにより衝撃が大きくなるよう設定する。奇くしくもそれはかつて柚陽が初めて美み奈な[image: ]とと出会い、闘った時と同じ設定だ。

[image: ]

　そして放たれたその矢はダスティンの持つ《アガーナベレア》へ直撃し、高く宙へと撥はね上げた。

「ひっ……！」

　ダスティンが恐怖に顔を引ひき攣つらせながらも、胸の校章を両手で包み込むようにして守る。

　柚ゆず陽ひはもう一度設定を変更し、最後の矢を放った。

　すでにそれを迎撃する光弾はなく、悠々と風を切り裂いて矢が疾はしる。

「ぐあああああああああっ！」

　先ほどとは真逆の調整で鋭さを増し、貫通力に振ったその矢は、重ねられたダスティンの両手ごと校章を貫いた。

「ダスティン・ウィザーズ、校章破損バツジブロークン」

「試合終了エンドオブバトル！　勝者、チーム・赫かぐ夜や！」

「ふぅ……」

　それを見届けた柚陽は、深く大きく息を吐く。

　柚陽自身、まだ気が付いてはいなかったが──この時の柚陽が至った心境は、天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうにおいて心しん形ぎよう一いつ[image: ]せんと呼ばれる極意の入口であった。


第八章　五回戦

　シリウスドーム、アルルカント・アカデミー特別観戦室。

「──わかりました、ではそのように」

　カミラは空間ウィンドウを閉じると一度息を吐き出し、隣に立つ褐色の男性──叔お父じでもあるリベリオ・パレートに訝いぶかしげな目を向けた。

「まったく……どんな手品を使ったのですか、叔父上」

「ははは、これでも友人は多い方でね」

　リベリオは軽く笑ってその詮索をかわす。

「ソルネージュ系列のＰＭＣを運営するあなたが、フラウエンロープの上層部に友人とはまた……」

　六つの統合企業財体の中でも、ソルネージュとフラウエンロープは特に仲が悪い。復興期の紛争で、お互いに当時の本社を占拠して以来ずっと犬猿の仲と言っていい。

　だというのに、まさか上層部がこんな許可を下すとは。

「まあ、私としては別に構いませんがね。……ただ、彼はどう思うことか」

　カミラはそう言うと、ガラス越しについ先ほどまでチーム・アンドロクレスとチーム・赫かぐ夜やの試合が行われていたステージを見下ろした。

　そこではがっくりと項垂うなだれたダスティン・ウィザーズの姿。

（おまえは確かに優秀ではあったが……自らの才を過信しすぎたな）

　もっとも、チーム・赫夜の奮闘ぶりもカミラの想像以上ではあった。

　いや、前衛二人と遊撃一人が敗れたあの状況から試合をひっくり返すとは、おそらくこの会場にいる誰一人として思っていなかっただろう。

「きっと彼も喜んでくれるんじゃないかな？　ほら、どうせもう彼にはアピールするチャンスがないわけだし？」

　リベリオの口調はからかうようで、あくまでも軽い。無論、本気で言っているわけではないだろう。研究成果を勝手に横流しされて喜ぶ研究者など、いるはずもない。その点では、カミラもダスティンに同情する。

　が、それだけだ。

「では、どうぞお受け取りください」

　カミラはそう言うと、用意してきたケースをリベリオに手渡した。

　リベリオがそれを開くと、そこには発動体が一つ──《アガーナベレア》だ。

「うん、確かに」

　にこりと笑うリベリオに、カミラはもう一度息を吐いた。

　リベリオがどういう取引をしたのかは知る由もないが、すでに上層部はダスティンの量産型純星煌式武装オーガルクス研究に対する重要度を下方修正したようだ。以前にカミラが指摘した問題点は当然把握しているだろうし、何よりも貴重なウルム＝マナダイトを消費してしまうとなるとそれなりの結果が求められるのは間違いない。四回戦程度で脱落するようでは、期待薄ということなのだろう。

　可能性としては面白いものがあるし、研究の打ち切りということはないだろうが、ダスティンはこれから計画の見直しを余儀なくされるだろう。

　会長選も、どうなることか。

「──で、叔お父じ上はそれをどうするつもりですか？　ご存ぞん知じかどうかは知りませんが、あまり長持ちはしませんよ？」

「もちろん知っているとも。別にそれでいいんだ。手土産みたいなものだからね。ほら、差し入れのお菓子みたいなものさ」

　ダスティンが聞いていたら泣くか怒るかしそうな言葉だ。

「本当は顔を見せるつもりはなかったのだけど、ここへ来る道中にちょっと面白い因縁ができたものだから。それで手ぶらというのもなんだろう？」

「はぁ……」

　相変わらず何一つ核心を話さないまま話を進める叔父に呆あきれつつ、カミラは気のない返事を返す。リベリオとカミラは長い付き合いだし、両親を失ったカミラを経済的に支えてくれた恩人でもあるし、カミラが研究者として独り立ちしてからも何かと世話になっている。関係はそれなりに良好だと思っているものの、性格的には付いていけない部分があるのも事実だった。

　もっとも当のリベリオはまるで気にしていないようだが。

「っと、いけないいけない。あまりのんびりしているとお姫様が移動してしまう」

　するとリベリオが手にしたオペラグラスを目に当て、そう言った。

　その視線の先にあるのは──おそらくステージを挟んで反対側にあるＶＩＰルームだろう。

「相変わらずお忙しいことで」

「時間があれば可愛かわいい姪と一緒にディナーでもと思っていたのだけれどね。ま、それはまた今度ということで」

　リベリオはそう言って屈託のない笑顔をカミラに向けると、さっさと部屋を出て行ってしまった。

「やれやれ……」

　リベリオは明言こそしなかったものの、あの《アガーナベレア》がどこへ渡るかは明白だ。

　今回の《獅鷲星武祭グリプス》はまだまだ荒れそうだと、カミラは他ひ人と事ごとのように──実際に他人事なのだが──そう思った。

　　　　　　　　＊

　その日、まだ幼いソフィア・フェアクロフは浮かれていた。

　自身の誕生日ということもあっただろう。

　大好きな兄であるアーネストからもらったプレゼントの新しいサーベル型煌式武装ルークスがとても気に入ったこともある。

　その兄の許嫁いいなずけであり、自身にとっても大切な友人がお祝いに駆けつけてくれたこともその理由だ。友人は手作りだというブローチをプレゼントしてくれて、これもソフィアは大層気に入った。

　大人たちの都合でこれまで表舞台には出られずにいたのが、ようやく兄と一緒に《輪武会ロンド》への出場が許されたことも大きい。

　とにかく、ソフィアはとても浮かれていたのだ。

　だからかもしれない。

　大勢を招いた誕生会で余興として行われた、その友人──ダイアナ・パウンドとの練習試合（もちろん練習試合と言っても、ほとんど演武のようなものだ）、ソフィアの手に握られた真新しい煌式武装ルークスの光こう刃じんは、狙いをそれてダイアナの顔を切り裂いた。

　会場は騒然となり、駆けつけた兄が倒れたダイアナを抱き起す光景を、ソフィアはただ震えながら見ているしかできなかった。なにかしら声を絞り出そうとするが、言葉にならない。やがてその手から煌式武装が力なく床に落ちる。虚うつろな目でそれを追ったソフィアは、そこで初めて自らの右手がべったりと真っ赤な血に塗れていることに気が付き、甲高い悲鳴を上げた。

　幸いにもダイアナの傷はそれほど深くなかったし、傷跡も残ることはなかったが、それ以来ソフィアも兄もダイアナと会うことはなかった。

　当時のソフィアにとっては、それがすべてだ。

　もっとも今はより多くのことが見えている。見たくないものも含めて。

　事故の原因はソフィアがまだ扱い慣れていない煌式武装を使ったこと、日々成長する己の力をソフィア自身が把握しきれていなかったこと、ソフィアとダイアナの実力差と諸もろ々もろあるが、最大の原因は本来ならば殺傷力を最低レベルに設定してあったはずの煌式武装がそうなっていなかったことだ。

　ソフィアは確かに試合前にしっかりとそれを確認したはずだし、そもそもセーフティが設定されている。まだ子どもだったソフィアにそれを解除できるはずもなかった。

　無論、責任を逃れるつもりはない。すべての罪は自身にあると、ソフィアも強く自覚している。

　だが、その背後にはおそらく多くの大人たちの思惑が蠢うごめいていたはずだ。

　ダイアナはＥ＝Ｐを創設した二つの血族の片割れであるパウンド家の令嬢で、今でこそ弟が生まれているものの当時唯一の後継者だった。統合企業財体はいずれも徹底した能力主義を基本としているが、欧州系の統合企業財体では家格主義が根強く残っており、それが最も顕著なのがＥ＝Ｐだ。能力主義に耐え得るだけの優秀な人材を血族に確保し続けることにより、それを成す──執念とも妄念とも言うべき何かが、統合企業財体の上層部に家格による門閥をなおも残していた。

　Ｅ＝Ｐを創設したもう一つの血族であるエリオット家は、すでに直系が途絶えている。今は傍流の血族の中から有望な若者にエリオットの『名』を与え当主を任せているが、格としてはパウンド家に劣らざるを得ない。つまりパウンド家はＥ＝Ｐ上層部の一角を占める集団において、最大の権威を有していると言っていい。

　そのパウンド家の家長たるダイアナの祖父は昔ながらの人物で、《星脈世代ジエネステラ》を嫌っていた。

　彼らの門閥でも《星脈世代》を許容するかどうかは意見が分かれており（ただでさえ能力の高い者以外は排除されるのに、《星脈世代》をも排除していたら門閥を維持するのは難しいからだ）、その許容派の代表格がフェアクロフ家だ。

　長年対立状態にあった両家だったが、パウンド家初の《星脈世代ジエネステラ》であるダイアナが生まれて以来、急速に雪解けが進む。ダイアナの祖父がダイアナを溺愛するあまり、変節したからだ。フェアクロフ家の家長であるソフィアの父は、この機を逃さず一転して許容派に変わったパウンド家と縁戚関係を結ぼうと企たくらみ、結果としてダイアナとアーネストの婚約が成立した。

　そうした経緯であったため、ソフィアは最初ダイアナに好感を持っていなかった。今になって思えば、大好きな兄を取られてしまうことへの反感もあったのかもしれない。

　ところが、実際に会ってみればダイアナはすこぶる人柄の良いお嬢様で、ソフィアはすぐに打ち解けることになる。優しく温和で清せい楚そ、それでいて芯が強く、少し抜けているところもあるがそれがまた愛らしい少女だった。

　それはアーネストにとっても同じであったようで、普段は妹であるソフィアにさえ完璧に振舞う兄が、ダイアナの前では年相応の少年らしい笑顔を見せていたことをよく覚えている。

　しかしあの誕生会での事故により、すべては変わってしまった。

　ダイアナの祖父は孫娘を傷つけられたことに激怒し、ダイアナとアーネストの縁談は破談。両家の関係も冷え切った状況に戻り、門閥内部での《星脈世代》許容ムードも減退していったという。

　アーネストもあれ以来より完璧な人間になっていった。

　フェアクロフ家を継ぐ長子として、信じられないほどの重責をその肩に背負いながらも、常に春風のような笑顔であらゆる期待に応え続ける兄の姿を見る度、ソフィアは自責の念に押し潰されそうになる。

　他ならぬソフィアが、その重荷を増やしてしまったどころか、アーネストにとって唯一安らげる場所になったかもしれない人を失わせてしまったのだから。

「──結局、私はあの時から何も変わっていませんのね」

　自室のベッドに腰掛け、窓の外の闇に目を向ける。

　今日も雲にさえぎられて月は見えず、暗あん澹たんたる夜が広がるばかりだ。時刻を確認すれば、深夜の二時。身体からだを休めるためにも早く眠らなければならないのに、まるで心が落ち着かない。

　今日の……いや、昨日の試合では無様な姿を晒さらしてしまった。人を傷つけてしまったのは、実際いつ以来だろうか。

　昨日の感触を思い出すだけで、あの遠い日の事故と重なり、心が挫くじけてしまう。

　美み奈な[image: ]とたちにチームに誘われて激戦をくぐり抜け、《万ばん有ゆう天てん羅ら》范フアン星露シンルーに稽古を付けてもらい、少しは成長しているかと思ったが、まるでダメだった。

　それはそうだろう。とどのつまり、ソフィアは一番触れたくない傷から目を逸そらして逃げ続けてきただけなのだ。それでは何かが変わるわけもない。

「それでも……それでも私は……！」

　これが最後のチャンスなのだ。

　どうしようもなく兄を縛り付けてしまった自分の、最後の贖しよく罪ざいの機会。

　夜が明ければ、今日も新たな試合が控えている。五回戦、六回戦──勝ち抜いていけば、いずれ兄のチームともぶつかることになるだろう。

　だが、果たして自分はその時──

「……いいえ、今はやめましょう」

　益体もない考えを振り捨て、ソフィアは一人ごつ。

　その手はまだ、小刻みに震えていた。

　　　　　　　　＊

「ソフィア先輩！　危ない！」

　美み奈な[image: ]とはとっさにそう叫んでいたが、それを遮るように苛か烈れつな蹴りが飛んできた。

　ずしりと重いその一撃に、美奈[image: ]は脚を止めざるを得ない。

　チーム・赫かぐ夜やの五回戦の相手は界龍ジエロンのチーム・金烏ジンウー、前衛の拳士が三人、後衛の道士タオシーが二人というバランスの良いチームだ。特に前衛の拳士は皆足技を主体としており、その一人──三つ編みの少女が美奈[image: ]へ舞い踊るような華麗な連続蹴りを繰り出してくる。

「破っ！　勢っ！」

「くぅ……！」

　さすがに本戦まで勝ち進んできた界龍のチームだけあって、一人一人が相当に手て強ごわい。美奈[image: ]たちは星露シンルーとの稽古で拳士の相手には慣れているはずなのにもかかわらず、こうも苦戦するとは。

《美奈[image: ]！　あなたは自分のことに集中して！》

「で、でも！　ソフィア先輩が……！」

　頭に響くクロエの声に、思わずそう口に出す。

　ソフィアも大柄な青年の猛攻を受けていたが、その動きはいつもの精彩を欠いており、ほとんど一方的に押し込まれていた。

　このままではやられてしまうのも時間の問題だろう。

「余よ所そ見みとは随分な余裕ね！」

「しまっ……!?」

　ソフィアに気を取られた一瞬の隙を衝つき、三つ編みの少女が美奈[image: ]の足を払った。

　即座に手をついて跳ね上がろうとするが、少女はそれよりも早く美み奈な[image: ]との校章目掛けて踵かかとを叩たたき付つけてくる。

「させない、よ！」

　が、その寸前で割って入ったニーナが、能力で顕現させた光の剣で少女の脚を受け止めていた。

「ニーナちゃん！」

　さらにニーナは巻き取るように手首を捻ひねり少女の脚を跳ね除のけ、その勢いで身体からだを回転させると、少女の校章へ肘ひじ鉄を放ち打ち砕く。

　剣技はソフィアの、肘打ちは美奈[image: ]の玄げん空くう流りゆうの技だ。

　チーム・赫かぐ夜やのメンバーで、クロエの感覚・経験の伝達を最も上う手まく使いこなしているのは他ならぬニーナだった。チーム・アンドロクレス戦ではサポートだけで敗れてしまったが、今のようなソフィアと美奈[image: ]の技を瞬時に切り替える早さは当の本人たちを超えている。

　と、機械音声が三つ編みの少女の敗北を告げるのとほぼ同時に、相手陣営の最奥で星せい仙せん術じゆつによる遠距離攻撃を行っていたチーム・金烏ジンウーのリーダーの校章も柚ゆず陽ひによって射抜かれ、試合が決着した。

「試合終了エンドオブバトル！　勝者、チーム・赫夜！」

『この試合を制したのはぁ、クインヴェールのチーム・赫夜ぁ！　これでいよいよ六回戦、準々決勝へと駒を進めたわけですがぁ……うーん、どうしてもソフィア・フェアクロフ選手の動きが気になりましたねぇ。これはやはり昨日の試合の影響なのでしょうかぁ、メーヴさん？』

『そうですね。フェアクロフ選手が他人を傷つけることができないということはすでに周知の事実ですが、実際にそうした後どうなってしまうのかは過去の映像にもありませんでしたので、正直驚きました。フェアクロフ選手は過去に二度《星武祭フエスタ》へ出場されていますが、その時も相手を傷つけることができないことによる動きの制限に付けこまれて敗れています。……まあ、クインヴェール学内での試合まではわかりませんけれど。いずれにせよ、フェアクロフ選手がこの状態では、ここから先の試合はかなり厳しいことになるでしょうね』

『しかも本戦からは過密スケジュールですからねぇ。昨日、今日、明日と三連戦、そしてチーム・赫夜の明日の相手は、一足先に六回戦への切符を手に入れたレヴォルフのチーム・ヘリオンになりますぅ。あちらはかなりの圧勝だったようですねぇ』

『チームとしての総合力だけで見るならば、チーム・ヘリオンが数段上だと思います。チーム・赫かぐ夜やの長所はその卓越した連係プレーだったのですが、今日はその面でもあまり上う手まく噛かみ合あっていないように見えました。言うまでもなく、ソフィア・フェアクロフ選手の不調が原因でしょう。高度な連係は精密な機械のようなもので、一つの歯車が壊れれば全体に影響します。明日の六回戦は、そのあたりをどこまで修正してこれるかにかかっているのではないでしょうか』

『なるほどぉ。では、健闘むなしく敗れてしまったチーム・金烏ジンウーにも一言……』

　選手控え室に戻るなり、ソフィアは深々と頭を下げた。

「今日はご迷惑をおかけしましたわ。本当にごめんなさい」

　その表情は悲痛と悔恨に歪ゆがみ、今にも泣き出しそうだ。

「そ、そんな！　やめてください、ソフィア先輩！」

「そうです。先輩が謝るようなことでは……」

　美み奈な[image: ]とと柚ゆず陽ひが慌ててそれを止めようとするが、ソフィアは頑かたくなに首を振る。

「いいえ、それでは私の気が済みませんわ。せめて……せめて、これくらいは……！」

「まさか、そんなことをしても気が済むわけではないでしょう？　だったらそれは無意味です」

　が、それを遮ったのはクロエの冷たい言葉だった。

「クロエ！　そんな言い方……！」

　思わず食って掛かろうとした美奈[image: ]を、ニーナが必死な顔で抱きつくようにして押おし止とどめる。

「私が……いいえ、私たちが今すべきなのは謝罪でも、ましてや糾弾でもありません。今のソフィア先輩の状態で、どのようにしてチーム・ヘリオンに勝つか。それを考えることです」

「っ！」

　ソフィアがはっと顔を上げ、まじまじとクロエを見た。

「《星武祭フエスタ》はトーナメントです。常に万全の状態で闘い続けられるとは限りません。怪け我がや不調、あるいは欠員……どんなチーム状態であれ、そこから最善の勝ち筋を見つけるのが私の役割で、そのためにはソフィア先輩の協力が不可欠です。お辛つらいとは思いますが、今のソフィア先輩がどの程度闘えるのか、教えていただけますか？」

「そ、それは……でも……」

　ソフィアは何か言いかけ、途中で口をつぐむ。

　余程状態が悪いということなのだろう。

「もちろんソフィア先輩が万全な状態に戻れるのであればそれが一番です。ですが、人の心の傷というものはそう簡単に癒いえるものではありませんし、その領域へ無暗に踏み込んでいいものでもないでしょう。……美み奈な[image: ]とあたりはやりそうですけど」

「ええっ!?」

　クロエから突然矛先を向けられ、美奈[image: ]は焦って首を横にぶんぶんと振りまくる。

「し、しないしない！　そんなことしな……いよね？　あたし？」

「……なんで自分のことなのに人に聞くのよ」

「いえ、美奈[image: ]さんはすると思います」

「うん、するよね」

「……え？　なんかみんな酷ひどくない？」

「大体、今日の試合で連係が上う手まくいかなかったのはソフィア先輩のせいだけではなくて、あなたのせいでもあるのよ、美奈[image: ]」

「えええええっ!?　そ、そうなの……？」

「う、うん……美奈[image: ]、今日はソフィアのことばっかり気にしてて、全然他に目が行き届いてなかった」

「まあ、それは美奈[image: ]さんの優しさですから長所でもあると思いますけど……」

「何度も言うけど、柚ゆず陽ひは美奈[image: ]を甘やかしすぎなのよ。昨日の試合のこともあるからチームリーダーとして皆に気を配るのは当然だけど、それで他に支障が出るようじゃ本末転倒でしょう」

「あぅ……ご、ごめんなさい……」

　──と、いつの間に話が横道にそれてやいのやいのとやりはじめた美奈[image: ]たちを、ソフィアはぽかんとした顔で眺めていた。

「──っ」

　そしてぐっと唇を噛かむと、意を決したように口を開き──かけたところで、ふいに来客を告げるベルが鳴った。

「あれ？　誰だろう？」

　美奈[image: ]が空間ウィンドウを確認すると、ドアの向こうには清せい楚そで落ち着いたショートカットの女性が一人立っていた。

「ダ、ダイアナっ!?」

　それを見たソフィアが素っ頓狂な声を上げて目を丸くする。

「あ、あの……！　ええっと、その……！」

　ソフィアは余程混乱しているのか、おろおろと視線を彷徨さまよわせながら、あわあわと無意味に両手を振り回し、うろうろとその場を歩きまわっていたが、やがて美奈[image: ]たちに再度頭を下げた。

「も、申し訳ありません！　この方は私の客人でして、その……ちょ、ちょっと出てきますわね！」

　そしてそのまま控え室を出て行ってしまった。

　残された美み奈な[image: ]とたちは顔を見合わせるしかない。

「ダイアナ……そう、あれがダイアナ・パウンドね」

　ただ一人、クロエだけは驚きつつも何か納得したような顔をしている。

「クロエ、あの人のこと知ってるの？」

　美奈[image: ]がそう訊たずねると、クロエは少し迷ったような間を取った後、仕方がないとでもいうように話し始めた。

「Ｅ＝Ｐ創設一族のご令嬢よ。そして……ソフィア先輩がああなってしまった切っ掛けの当事者でもあるわ」

「っ！」

　その言葉に美奈[image: ]だけではなく柚ゆず陽ひとニーナも息を飲む。

「ソフィア先輩はまだ幼い頃に、ダイアナ・パウンドを傷つけてしまったことがあるそうよ。それ以来、二人は一度も会ったことがないとベネトナーシュのデータにはあったのだけれど……まさか本人が直接やってくるとはね」

「美奈[image: ]さん」

「み、美奈[image: ]……」

　クロエと柚陽、ニーナの視線が美奈[image: ]へ集まる。

「……私たちも行こう！」

　美奈[image: ]はそれに応えるようにうなずくと、控え室を飛び出した。

　　　　　　　　＊

「久しぶりですね、ソフィア。……ふふっ、最初になんて言おうかいろいろ考えていたのですけれど、結局こんなありきたりな言葉になってしまいました」

　ステージへ通じる通路の奥へと歩きながら、ダイアナは楽しそうに笑いながらそう言った。

「ええ、その……確かにお久しぶりなのですけど……そ、そもそもダイアナはなぜ、どうやってここに？」

　一方のソフィアはまだ混乱の極みだ。

　何しろもう二度と会えないかもしれないと思っていた相手が目の前にいる。

　やはりあの時街で見かけたのは、ダイアナ本人だったのだろうか？

「どうやって？　ああ、そうか。本当はこのあたりは選手か関係者しか入れないのですよね。でも大丈夫、そこはそれ、ちゃんと裏から手を回して関係者パスを……」

「そ、そうではなくて！　どうしてあなたがここにいるんですの、ダイアナ！　しかも一人で！」

　ダイアナはあの事故以来、祖父の命令で過剰なまでに保護された生活を送っているのだと聞いている。それはほとんど軟禁に近く、自由はほぼないのだとも。それが護衛もつけずに単身こんなところまでやってくるとは。

「ああ、そっちのことですか。それは単純な話です。私、家出してきましたから」

「……はい？」

　けろりとした顔でそう言ってのけるダイアナに、ソフィアの顎がかくんと落ちる。

「い、いい家出って……正気ですの!?」

「もちろん、正気です。そもそも友人と自由に連絡さえ取れないような今までの生活がおかしかったのですから。そうでしょう？」

「ま、まあ……そう言われればそうとも言えるでしょうけど……。で、でも、なんで突然、このタイミングで私のところへ？」

　本当はもう少し突っ込みたいところだが、とにかく一番肝心なところを聞いておきたい。

　──ダイアナがソフィアに会いに来た、その理由を。

「今までの生活に不満はありましたが、結局私は箱入り娘で家の力で何不自由なく暮らしてきたわけですから、そこは従わなければと思っていましたし、実際にそうしてきました。ですが、私も成人しましたし、お金のほうも自分の仕事でどうにかなるようになったので、もう自由にしてもいいかなと」

「え？　仕事って？」

　そこは本題ではなかったが、どうしても気になったのでつい訊きいてしまう。

「あ、私は今身元を隠して装飾品のデザイナーをやっていまして。これでも結構人気があるのですよ」

　無邪気にそう言って笑うダイアナは携帯端末を取り出すと、ソフィアの端末に名刺を送信してきた。そこにはソフィアも聞いたことがある新進の宝飾デザイナーの名前。

「マジですの……？」

「マジですマジ」

　最も早はやなんと言っていいのかもわからない。

「それで、私がここにやってきた理由ですけれど……そんなの大切な友人を応援するために決まっているじゃありませんか」

「……っ」

　あまりにストレートな物言い。まるで美み奈な[image: ]とのようだと、頭のどこかでそんなことを想おもう。

「もしかして……ご迷惑でしたか？」

　しかし、その時初めてダイアナの表情に不安そうな色が滲にじんだ。

　そして、ようやくソフィアも悟る。ダイアナは途方もない勇気を振り絞ってここまでやってきたのだと。

「……迷惑だなんて、そんなことあるはずないじゃありませんの」

　ソフィアは涙を堪こらえながらなんとか笑顔を作ると、ダイアナの手を握る。

「ふふっ、良かったです」

　ダイアナも同じような、今にも泣き出しそうな笑顔でその手を握り返してきた。

「私は……私はずっとダイアナに恨まれていると思っていましたの」

「ふふっ、馬鹿ですね、ソフィアは。今度は私が今の言葉をお返ししましょう。そんなことあるわけないじゃありませんか。なんであんなつまらないことで大切な友人を恨まなきゃならないんです？」

「……ええ、そうですわね。本当に、私は馬鹿でしたわ」

　ソフィアは目元を拭うと、はにかむように笑った。

「本当はもっと早くこうしたかったのですけれど……でも、あなたの最後の《星武祭フエスタ》に間に合って良かった。今日はハラハラしましたが、次は六回戦ですね。がんばってください」

「あ……その、もしかして、今日の試合を見て……？」

　その途端、ソフィアは自分の笑顔が凍りつくのを感じた。

「ええ、昨日の試合も」

「それは──」

　それはなんとも無様なところ見せてしまったことになる。

「噂うわさには聞いていましたけれど、本当だったのですね。あなたが人を傷つけることができなくなっている、というのは」

「……」

　ソフィアは真まっ直すぐに見つめてくるダイアナの視線に耐え切れず、顔を逸そらしながら小さくうなずいた。

「そのことに関して、私は一言あなたに言ってやりたいと思っていたのです。確認しますけど、それはやはり私との一件が原因ですよね？」

「……ええ、そうですわ」

　今更隠しても仕方ないことなので、本人を前に複雑極まりない心境だが素直に認める。

「やっぱり。でしたら私が気にしないでいいと許したところで、何も変わらないでしょう。あなたを責めているのはあなた自身なのですから」

　驚くべきことにダイアナは一発でソフィアの抱える問題の本質を見抜いていた。

　そうだ。ソフィアのトラウマはソフィア自身がそれを許せるようにならない限り解消されないだろう。そしてそんな時が来ることは、決してありえない。

　──ところがダイアナはそこに意外な言葉を続けた。

「でも、それならそれでいいじゃありませんか」

「え……？」

「人を傷つけない剣術だなんて、むしろ素晴らしいものだと私は思います。あなたはずっとそれを貫いてきたのでしょう？　ならばソフィア、あなたはそれを恥じるのではなく誇ほこるべきです。世界で一番優しくて華麗な、その剣を」

「──っ！」

　まるでその瞬間、ソフィアの胸に穴が穿うがたれたかのようだった。

　逃げて逃げて、逃げて続けてきたこの道を、よもや誇れとは。

「それにほら、今のあなたには素敵な仲間がいるみたいですし」

　ダイアナはくすくすと笑いながら、目線をソフィアの背後に向ける。

　ソフィアが振り返ってみると、少し先の通路の曲がり角からチーム・赫かぐ夜やの面々が顔だけを出してこちらの様子をうかがっていた。

「あ……っ！」

　ソフィアたちに気付かれたのを悟ったのか、慌てて奥に引っ込むがもう遅い。

「ちょっと、あなたたち！　覗のぞき見みとはあまり良い趣味ではありませんわよ！」

　ソフィアがそう呼びかけると、廊下の曲がり角からいかにも気まずそうな顔が四人、ぞろぞろと出てくる。

　美み奈な[image: ]とやニーナだけならともかく、まさか柚ゆず陽ひやクロエまで一緒とは。

「まったくもう……」

　これでは苦笑しかない。

「あ、あの、ダイアナさん！」

　──と、そこから美奈[image: ]が真まっ直すぐこちらにやってきて、ダイアナの前に立つ。

「あ、あたしはチーム・赫夜のリーダーで若わか宮みや美奈[image: ]って言います！　ソフィア先輩には、その、すごくお世話になっていて……だから、あの……！」

　美奈[image: ]は緊張しているのかしどろもどろになりながら、なんとか言葉を絞り出そうとしている。

　それはきっと、すべてソフィアのためで。

「ふふっ、可愛かわいらしいリーダーさんですね」

　それが伝わったのか、ダイアナも顔を綻ばせると、深々と頭を下げた。

「ソフィアをよろしく頼みます」

「……っ！　は、はいっ！　任されました！」

　その時、ソフィアは強い風を感じた。

　先程ダイアナが穿った胸の穴を、優しく強い風が吹き抜けていく。こんな清すが々すがしく、晴れ晴れとした心持ちになれたのはいつ以来だろうか。

　ああ、そうだ。

　おそらく、過去の自分に──このクインヴェールで一人燻くすぶっていた頃に自分に、ダイアナが同じ言葉を掛けてくれたとしても、こんな気持ちにはなれなかっただろう。

　あの日──美み奈な[image: ]とが声をかけてくれて、ソフィアをチームに誘ってくれて、そして柚ゆず陽ひにニーナ、クロエたちと闘ってきた日々があったからこそ、初めて『誇ほこっていい』というその言葉を受け入れられたのだ。

「……感謝いたしますわ、美奈[image: ]」

「え？　な、何がですか？」

　突然お礼を言われた美奈[image: ]は、なんのことだかわからない様子だが、それでいい。

「では、私はこれで。皆さん、次の試合もがんばってくださいね」

　ダイアナはそんなソフィアたちを微笑ほほえましいとでもいうような目で眺めた後、一礼して去って行こうとする。

「お、お待ちになってダイアナ！　その、あなた……お兄様とは、もうお会いになりましたの？」

　するとダイアナの足がピタリと止まった。

「……いいえ。だってほら、それこそ本当にご迷惑かもしれないですし……」

　ダイアナはこちらを見ることなく、小さな声で答える。先ほどまでとは、まるで別人のようだ。

　顔こそ見えないものの、耳が先のほうまで真っ赤になっているのがわかる。

「兄様だって迷惑だなんて思うわけありませんわ！　どうか、どうか会いに行ってあげてくださいまし！」

「……そうですね」

　ソフィアの言葉に少し考え込んだ後、ダイアナが応えた。

「でしたら、次の試合……あなた方チーム・赫かぐ夜やが勝ってくれたなら、そうするとしましょう」

「はぁ!?」

　その返事に、ソフィアは思わず声を荒らげていた。

「ちょっ！　さっき人の重荷を取り除いてくれたと思ったら、何を改めてドデカい荷物勝手に載せてくれやがるんですの!?」

「ふふっ、ではごきげんよう」

「あっ、こら、ダイアナ！　待ちなさ……！　ああ、もう！」

　逃げるようにして去って行ったダイアナにソフィアが地団駄を踏んでいると、いつの間にか集まってきたチーム・赫夜のメンバーに笑顔で囲まれていた。

「まあ、後ろ向きの荷物を下ろして前向きの荷物に載せ替えられたのなら、それはそれで収支はプラスだと思いますよ」

　クロエにしては柔らかな声でそんなことを言う。

「ぐぬぬ……！　こうなったら、何が何でも明日の試合は負けられませんわよ！」

　ほとんどやけくそになってそう叫ぶと、美み奈な[image: ]とが当然とばかりに応じてくれた。

「あったりまえです！」

　　　　　　　　＊

「はぁ……」

　通路から逃げてきたダイアナは、思わず胸を撫なで下おろしていた。

　途中までは上う手まくいっていたのに、まさか最後でアーネストのことに触れてくるとは。

　これ以上なく火照った顔がまだ熱い。

　少し落ち着いてからでないと、このままでは人前に出られないではないか。まったくソフィアめ。

　ただ、これでお互いにようやく重荷を下ろせた。それだけで上々だろう。

「おや、いつぞやのお嬢ちゃんじゃないか」

「っ！」

　するとふいに背後からそんな声が掛けられた。

　振り向いてみると、そこには空港で会った黒髪の女性が立っている。

「ああ、これは……玄くろ鐘がねさん」

「奇遇だね、こんなところでまた会うとは」

「ええ、本当に。玄鐘さんも試合の観戦に？」

　ダイアナがそう訊たずねると、空そらは鷹おう揚ようにうなずいた。

「ああ、言ってた弟子の試合が今日あってね。まったく無様なもんだったが、仲間のおかげでなんとか勝っていたよ」

「それはおめでとうございます。では、今からお会いになるのですね」

「あー、最初はそのつもりだったけど……」

　空はそう言って頬ほおをぽりぽりと掻かきながら、ダイアナが今やってきた通路の奥へと視線を向ける。

「あれはあれで、自分なりに精いっぱいやってるらしい。だから会うのはやめた」

　寂しそうな、それでいてどこか嬉うれしそうな声だった。

「そんな、その方は玄鐘さんのお弟子さんなのでしょう？　お顔を見せてさしあげれば、きっと喜ばれるでしょうに」

「……そうかもしれないね」

　そんな風に答えつつも、すでに会う気がないのであろうことはダイアナにもわかった。ダイアナとしても無理強いをするつもりはないが、先ほどの自分のことを考えると、もうひと押しするくらいのお節介はありかもしれないと、そう思う。人生どんなタイミングで何がきっかけになるのかわからないものだ。

「ですが……ああ、ほら、こういう時にはお師匠様から奥義とか秘伝とか授けるタイミングではないのですか？」

「ははは、案外愉快なことを言うね。でもまあ、生あい憎にくそんな虫のいい話はないさ。一朝一夕で新しい力が手に入るなんてのはまやかしだ。もちろん世の中にはそういう才に恵まれたやつもいることはいるが、残念ながらうちの馬鹿弟子はそうじゃない。地道に積み上げてきたもので闘うしかないし、あたしはあいつのそうした努力を信じてるんでね」

「……なるほど。門外漢が失礼しました」

　ダイアナは素直に謝った。

　そうまで言われては、これ以上のお節介は無粋というものだろう。

「いいよ。それよりせっかくの縁だ、これから時間があるなら一杯付き合ってくれないかい？　今日はすこぶる気分がいいんだ」

「ふふっ、これは奇遇ですね。私も実は今とても気分がいいんです。お付き合いしましょう」

　ダイアナと空そらはそのまま笑い合いながらカペラドームを出る。

　そこには見事な夕焼けが広がっていた。


第九章　運命の一戦

　シリウスドーム、チーム・赫かぐ夜や控え室。

「──作戦は以上よ」

　最終ミーティングを終えると、チーム・赫夜の面々はそれぞれ深い息を吐いた。

「これはまた……随分と無む茶ちやな作戦ですね」

「というより、最も早はや作戦とも呼べませんわ、こんなの」

　苦笑する柚ゆず陽ひに、愚痴をこぼすソフィア。

「で、でも、やるしかないんだよね……！」

　ぐっと両手を握って気合いを入れるニーナ。

「うん。クロエがこれしかないって言うなら、そうなんだと思う。だったら、あとはがんばるだけだよ！」

　美み奈な[image: ]とはそんな仲間の顔を見回してから、拳を手のひらに叩たたき付つける。

「こんな作戦しか立案できなかったことは、申し訳ないと思っているわ。でもわかってちょうだい。チーム・ヘリオンはそれだけ強大な相手なの。ネヴィルワーズとメデュローネの能力、砕すいの隠おん形ぎよう、テオルディオの射撃技術、そしてロヴェリカの《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》……彼らは私たちが今まで闘ってきたどのチームよりも強い。個々の力でも、総合力でも、私たちは彼らに及ばない。付け入る隙があるとすれば、この一点だけ」

　クロエはそう言いながら、にやりと笑う。

「だけど、この一点に関してだけは私が保証するわ。彼らは間違いなく、私が言った通りに動いてくる」

「それは喜ばしいやら恐ろしいやら、ですわね」

　大仰に肩を竦すくめるソフィアはもうすっかり元通りだ。

「今回の試合は誰か一人が要になるものじゃない。私たちが勝つには全員の力が必要で、誰一人欠けてはならないの。相手を倒すチャンスよりも、仲間を助ける機会を逃さないで。私からはそれだけよ」

「あ、じゃあ、あたしからいいかな？」

　美み奈な[image: ]とはそこですっと手を挙げた。

「あら、珍しいですわね」

「うん、だってこの試合は……もちろんあたしたちにもすごく大切な試合だと思うけど、何よりクロエにとっても大事な試合だと思うから」

　その言葉に、クロエがやや驚いたように眉まゆを上げる。

「まさかあなたに、そんな気を遣われるとはね。でも無用の心配よ。何度も言ったように、彼らとは昔同じチームにいたというだけで……」

「それはわかってる。でも、開会式の日に初めて会った時や、あの人たちの試合を見ていて思ったの。ああ、この人たちはあたしたちを──ここに想おもいをかけるみんなを全部否定しようとしてるんだって」

　美奈[image: ]を嫌うのはいい。それは仕方がない。誰かに嫌われるのは悲しいことだが、そういうこともあるだろう。

　だが今になって思えば、ロヴェリカの嫌悪は美奈[image: ]に向けれられたものではなかった。美奈[image: ]を通して、このアスタリスクそのものに苛いら立だちをぶつけているような、そんな感じを覚えたのだ。

「……美奈[image: ]にしては鋭いわね。それはおそらく正しいわ。彼らは私たちを侮蔑し、憎悪している」

「それはなぜでしょう？　私も似たようなことを感じましたが、彼らはどちらかと言えば私たちを……というよりも、この《星武祭フエスタ》自体を見下しているように見えました。普通、見下すような対象をそこまで強く意識することはないと思うのですが？」

　柚ゆず陽ひが解せないといった表情で、首を捻ひねる。

「そうね……それはきっと、私たちが夢を追っているからよ」

「はぁ？　なんでそんなことで憎まれなきゃならないんですの？　八つ当たりにも程がありますわ！」

「き、きっと、わたしたちが羨ましいんじゃないかな？」

「……」

　そんなソフィアとニーナを見るクロエの目は、どこか遠い。決して馬鹿にするというわけではなく、わかるまいという緩やかで温かな諦観。

　やっぱり、と美み奈な[image: ]とは思った。

　多分クロエには、彼らの気持ちが理解できるのだろう。すでにそちら側には立っていなくとも、クロエの過去にはそうした世界の影が常に寄り添っているのだ。

　だからこそ。

「──勝って、それを引っぺがしてやる」

「え？」

　ぼそり呟つぶやいた美奈[image: ]に、クロエが訊きき返してくる。

「ううん、なんでもない。とにかくこの試合、絶対に勝とう！」

　美奈[image: ]がそう言って右手を出すと、皆が引き締まった笑顔でそれぞれの手を重ねてきた。

「もちろんです」

「当然ですわ！」

「う、うん！　負けない！」

[image: ]

　そして最後にクロエが右手を乗せて、言った。

「ええ、そうね。絶対に勝ちましょう」

　同じくシリウスドーム、チーム・ヘリオン控え室。

「さて、そろそろ頃合いだな」

　ネヴィルワーズが無表情にそう言って立ち上がると、他の面々も同じようにソファから腰を上げた。

「ちっ！　ようやくか。まったく、待ちくたびれたぜ」

　ロヴェリカも悪態を吐つき、ピルケースから取り出した錠剤を噛かみ砕くだく。

「あらあら、あの子たちとの試合がそんなに楽しみでしたか？」

「ああん？　ふざけるな、メデュローネ。どこのどいつが相手だろうと、ここでのおままごとなぞ退屈なだけだ。ただ……あの若わか宮みや美み奈な[image: ]ととかいうガキを磨すり潰つぶすのには、意義がある。それだけのことだ」

　そうだ。シリウスドームの前で向かい合った時の、あの目。

　その真まっ直すぐな目を思い出すだけで空腹が募り、イライラしてくる。

　徹底的に、完かん膚ぷなきまでに潰してしまおう。

　この無限の餓うえを少しでも癒いやすために。

「意義、ねえ……。ロヴェリカにしては面白いことを言うじゃないか。まあ、僕としてはあんな可愛かわいらしい子たちと遊べるだけで十分ではあるけれど」

　これ以上ないくらい軽薄な笑みを浮かべたテオルディオがからかうように言ってくるが、ロヴェリカは無視する。

　と、ふいに砕すいがドアに目をやり、身構えた。

「……誰かいる」

　瞬時に全員が警戒の姿勢を取り、ロヴェリカが即座に展開させた《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》でドアを真っ二つに叩たたき斬る。

「誰だ！」

「──おいおい、これはまた物騒な歓迎だなぁ」

「っ！」

　その姿を目にしたネヴィルワーズとメデュローネが恭しく膝ひざを付き、頭を下げた。

「……これは失礼を」

「まさかこちらにいらっしゃるとは」

　二人に少し遅れてテオルディオと砕もそれに倣う。

　ただ一人ロヴェリカだけは《虚渇の邪剣》を右手にぶら下げて立ったまま、その男──リベリオ・パレートを出迎えた。

「よお、わざわざこんなところまでなんの用だ？」

「ロヴェリカ」

　ネヴィルワーズが叱責するかのように睨にらんでくるが、リベリオはそれを片手で制すと無邪気な笑みを浮かべる。

「うん、まあ、本当は私も顔を出すつもりはなかったのだけれどね。ほら、今日の対戦相手にはミネルヴィーユがいるのだろう？」

　その言葉を聞いたメデュローネの肩がピクリと動いた。

「だからどうした。まさかオレたちがあんなクズ共に後れを取るとでも？」

「そうは言っていないさ。ただ……彼女は君たちをよく知っているからね。それに頭もよく回る。うん、そうだ。彼女はとても出来が良かった」

　リベリオの懐かしむような物言いを忌いま々いましく思いながら、ロヴェリカは吐き捨てる。

「心配することはない。なにせ、あいつはすっかり腑ふ抜ぬけてやがったからな」

「なんだ、もう顔を合わせていたのかい？　ふむ……だったらこの手土産は不要だったかな」

　そう言ってリベリオは手に持っていたケースをテオルディオに投げ渡した。

「おおっと、僕にですか？　僕は来るものは拒まずがモットーですから、もらえるものはなんでももらっちゃいますよ……って、こいつは！」

　ケースの中に入っていた発動体を展開させたテオルディオが、目を丸くする。

「テオルディオ、君ならあの……なんとかいうチームよりも、そいつを上う手まく活用できるだろうと思ってね」

「さっすが、社長！　よくわかってらっしゃる！　もちろんですとも！」

　テオルディオは新しい玩具おもちやをもらった子どものようにはしゃぎながら、にやりと口の端を吊つり上あげた。

「これならあの子をよりスマートにエスコートしてあげられるというものです」

「ああ、期待しているよ」

「なんだよ、このナンパ野郎だけ特別扱いか？」

　別に何かをねだるわけではなく、あくまで嫌味のつもりでそう揶や揄ゆすると、リベリオは珍しく真顔になる。

「おいおい、君には私が与えられる一番の力を預けてあるだろう？　それ以上を望まれても困る」

「はぁ……そうだったな。このくそったれな純星煌式武装オーガルクスは、本当に腹立たしい、吐き気がするような最低の力だが……忌々しいことにオレにはピッタリだ」

　ロヴェリカはそう言うと、右手に持った《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》の切っ先をリベリオの鼻先に突き付けた。

「──ロヴェリカ」

　ネヴィルワーズが再度、今度は明確な殺意を向けながら睨にらんでくる。

「あんたは昔言ったな。オレならこいつを自分以上に上う手まく扱うことができると」

「それは正しかっただろう？」

「ああ、おかげでオレはいつだって気が狂いそうだ。こいつに苛さいなまれる空腹は、こんな薬なんかじゃ気休めにもならない……！」

　ロヴェリカは左手で取り出したピルケースを床に叩たたき付つけ、踏みにじる。

「知っているさ。私だってそれとは十年近く付き合ったんだ」

「だったら……！」

「ロヴェリカ、同じだよ。君はそれがあってもなくても、ずっと空腹に苛まれて生きて行かなければならない。だからこそ私は君を選んだんだ」

　リベリオはそう言って、そっと《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》の刀身を撫なでた。

　まるで旧友を懐かしむように。

「ちっ！　やっぱりあんたは口が上手いぜ」

「それだけが私の取り柄だからね」

　ロヴェリカが剣を引くと、リベリオはけろりとした顔でそう韜晦する。

「っと、試合前に邪魔をしてしまったかな。そろそろ時間だろう？」

「では……」

　脇に退いたリベリオに見送られ、ネヴィルワーズを先頭に控え室を出る。

「──ああ、そうだ。せっかくだし、ついでにもう一つ訊きいてもいいか、リベリオ」

　最後尾のロヴェリカは足を止め、顔だけで振り返ってそう言った。

「うん、なんだい？」

「あんた……この街をどう思ってるんだ？」

　その問いかけに、リベリオは爽やかな笑顔のまま応える。

「もちろん、大嫌いだとも」

　さらりとした、しかし揺るぎないその口調。

「このアスタリスクには義理も恩もある。私が今あるのはこの街のおかげだと言っても過言じゃない。だが……それとこれとは別の話だ。当時から私は、心底この下劣でみっともない、恥知らずな街が嫌いだったし、今もそれは変わらない」

「それを聞いて安心したぜ」

　久々に心が少し満たされた気分だ。

「──さあ、行っておいで。そして思う存分に暴れ、すべてを叩き潰してくるがいい」

　そのリベリオの声に見送られながら、チーム・ヘリオンはステージに向かって薄暗い通路を進んでいった。

　　　　　　　　＊

『──さあ、いよいよこの六回戦準々決勝も大詰めとなってきましたが……解説の柊ひいらぎさん、改めてこのチーム・赫かぐ夜やとチーム・ヘリオンの試合、どのように見ますか？』

『そうでありますな。まず実力だけで見ればチーム・ヘリオンが上なのは間違いないところでありましょう。アタッカーであるロヴェリカ選手の近接戦闘能力は今大会でも屈指でありますし、彼女が持つ《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》の能力は言うまでもなく強力であります。しかもメデュローネ選手の石化の能力とすこぶる親和性が高い。砕すい選手の気配遮断能力とテオルディオ選手の射撃技術も侮れない上、リーダーであるネヴィルワーズ選手に至ってはこの六回戦までほとんど戦闘らしい戦闘をしていないときているであります』

『つまりチーム・ヘリオンはまだまだ力を温存していると』

『であります。一方でチーム・赫夜は一芸特化の選手が互いの長所を伸ばし、弱点を補い合ってきたチームでありますが……先日の試合で見せた全員がそれぞれのチームメイトのスキルを模倣できる、というあれが奥の手にあたるものだったのでありましょう。どのような仕組かはわからないでありますが、《魔女ストレガ》であるフロックハート選手の能力であろうというのが専門家の見立てであります』

『クロエ・フロックハート選手の能力はテレパシーのようなものだという見解もありますね』

『であります。どういった能力によるものかはさておき、その性質上チーム・赫夜の連係能力はとても高い。個々の能力では劣ろうとも、その点ではチーム・ヘリオンを上回っていると言えるでありましょう』

『と言いますか、チーム・ヘリオンはこれまでの試合をほとんど個人技で圧倒してきているので、チームプレイらしきものが見られたのは初戦くらいです』

『そこを上う手まく突いていけるが勝負の分かれ目になるでありましょうな。ただそれでもまあ、正直チーム・赫夜の勝ち目は薄いでありましょう。それにソフィア・フェアクロフ選手がどこまで復調しているのかなど……』

　ステージ上で美み奈な[image: ]とは起動させたナックル型の煌式武装ルークスを動作を確認しながら、歓声にかき消されがちな解説と実況の声を聞いていた。

　解説である柊静しず薙なの見立てはほぼクロエと同じのようだ。あまり喜ばしいことでもないが。

　公式オッズのほうもわかりやすいくらいの差がついていると聞く。

『と、ここで西ゲートからチーム・ヘリオンの入場です！』

　そこで会場の歓声が一際盛り上がった。

　見れば、ブリッジの上を悠然と歩くチーム・ヘリオンの姿。テオルディオだけは愛想よく歓声に応え、手を振り投げキッスなどまで振りまいているが、他のメンバーは一切無視して歩みを進めている。

　本来、傭よう兵へい生は部外者であるためあまり人気は出にくいという話もあるが、圧倒的に強ければ別だ。このアスタリスクでは、まず何よりも強さこそが人を惹ひきつける。それは動かしがたい事実だった。

「──よお、若わか宮みや美み奈な[image: ]と」

　やがてステージに下りてきたロヴェリカが、真まっ直すぐに美奈[image: ]の前まで来て暗く嗤わらう。

「確かこれが準々決勝だったか？　おまえたち程度の実力でここまで来られるのだから、まったく《星武祭フエスタ》とやらも大したことはないな。所詮ごっこ遊びはごっこ遊びだ。くははははは！」

「……あなたと口論する気はないよ。あたしたちの力は試合で証明するだけだから」

　美奈[image: ]がそう答えると、ロヴェリカが忌いま々いましげに鼻を鳴らした。

「ああん？　生き死にの修羅場をくぐったこともない、こんな生なま温ぬるい箱庭で突きあってるだけの甘ちゃんがほざくじゃないか……！」

　凶悪な光をギラギラさせながら睨にらみつけてくるロヴェリカの視線を、美奈[image: ]は一歩も引かず受け止める。

「違うわ、ロヴェリカ。確かにあなたたちが生きてきた世界に比べればここは温く見えるかもしれないけれど……それでも、ここにはあなたたちが知らない厳しさがある」

　そこへ、クロエが右手で美奈[image: ]を守るように割って入った。

「はっ！　抜かせ、ミネルヴィーユ。それが暴力だろうと権力だろうと、力をもって理不尽に奪い奪われるのが戦いってもんだろうが。それはおまえだって知ってるだろう？」

「ええ、そうね。嫌というほど知っているわ。だからこそ、言えるのよ。ここでの闘いは、そうじゃない。夢を……未来を勝ち取るための闘いなの」

「夢！　くそが、またそれか！　本当に堕落したものだな、ミネルヴィーユ！　勝ち取るだ？　そんなもの見世物になったご褒美に、統合企業財体から与えられる餌にすぎないだろうが！　笑わせるなよ！」

　ロヴェリカの瞳に黒々とした憎悪の火が燃え上がり、その手がクロエの胸ぐらを掴つかむ。

　今度は美奈[image: ]がそこへ割って入り、無言のままその手を振り払った。

　言いたいことはいくらでもあったが、それが通じる相手ではないことは美奈[image: ]にもわかる。ロヴェリカは、決して相あい容いれない相手だ。

「ちっ！　その目！　その目だ！　ああ、くそ！　腹立たしい！」

　ロヴェリカはぼさぼさの頭をがりがり掻かき毟むしると、去り際にこう吐き捨てた。

「いいさ、それならオレも力で教えてやる。おまえらがどれだけ無力で脆ぜい弱じやくな存在なのかをな」

　その低い声からは、ロヴェリカの虚うつろな怒りが伝わってくる。

　それはぞっとするほどに冷たく、美み奈な[image: ]とは思わず身震いした。

「ク、クロエ、美奈[image: ]……大丈夫？」

「まったく……乱暴な方ですわね」

　慌てて駆け寄ってきたニーナとソフィアが、心配そうに美奈[image: ]とクロエの腕を取る。

「ですが、あれだけ興奮していらしたら、案外足元をすくえるかもしれませんね」

　冷静にそうつぶやいた柚ゆず陽ひに、クロエは首を横に振って応えた。

「いいえ、残念だけどそれはありえないわ。ロヴェリカは確かに感情的で粗暴だけれど、それはあくまで表面上よ。彼女の心は冷え切っていて、すべてを等しく無意味と断じている。チーム・ヘリオンで最も強いのはネヴィルワーズだけど、最も厄介なのはロヴェリカで間違いないわ。それだけは忘れないで」

　クロエに言葉に、美奈[image: ]を含めた四人が強くうなずく。

　そうだ。そんな簡単に付けこめるような相手ではないことはわかっていたはず。

　美奈[image: ]は改めて気を引き締めた。

『むむむっ、ステージ上では試合開始前から何やらエキサイトしていた模様。幸い何事もなく終わったようですが、もちろん試合開始前の揉もめ事ごとはご法度です。しかし両チームには因縁でもあるのでしょうか？　……っと、そうこうしているうちにそろそろ時間です！　果たして準決勝へ勝ち進むのはどちらのチームなのか！』

　お互いのチームがそれぞれ所定の位置に付き、美奈[image: ]は最後に大きく深呼吸。

　そして。

「《獅鷲星武祭グリプス》準々決勝第三試合、試合開始バトルスタート！」

　運命の試合が始まった。

「──潰れろ、クズが！」

　先陣を切って仕掛けてきたのは、やはりロヴェリカだ。

　その目標は、リーダーである美奈[image: ]。

　上段から振り下ろされる《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》を両手をクロスして受け止めると、ずしんと重い衝撃が圧し掛かる。ロヴェリカはそのまま滅多打ちをするように連撃を叩たたき込こんでくるが、その太刀筋は乱雑に見えてまるで隙がない。力任せのようでいて切っ先は上下左右自在に変化し、美奈[image: ]はそれを防ぎ切るので精一杯だ。

　更にこうしてロヴェリカの間合いにいるだけで星辰力プラーナが少しずつ身体からだから漏れ出ていくのがわかる。

（これが《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》の力……！）

「どうしたどうした！　力を証明するんじゃなかったのか！」

　美み奈な[image: ]とはいきなりの猛攻をなんとか凌しのぎつつ、タイミングを計ってその切っ先を弾はじき上げ、全力の掌打を繰り出した。

「はぁっ！」

　力強く踏み込んで相手の懐深くに入り込み、剣の間合いを潰す常套手だが、ロヴェリカはそれを読んでいたかのように身を翻す。

「くはははははは！　ノロすぎてあくびが出るぜ！」

　嘲るような高笑いと共に、ロヴェリカが《虚渇の邪剣》を大きく振り抜こうとしたその刹那。

「──っ！」

　流星のように煌きらめいた剣けん閃せんが、その歪いびつな光こう刃じんを華麗に受け流した。

「どうも物覚えが悪いようですわね、あなたは」

「おまえ……っ！」

　サーベル型の煌式武装ルークスを一振りして構え直すソフィアを、ロヴェリカはギラついた目で睨にらみ付つける。

「あの時の美奈[image: ]さんは、『あたしたちの力を証明する』と言いましたのよ？」

「ふん！　誰かと思えばこの前の試合で無様を晒さらしていた女か。聞けば人を傷つけることができないのだったか？　笑わせてくれる！　そんなやつが何を──」

「まったく、よく囀さえずりますこと」

　ロヴェリカの嘲ちよう罵ばを遮るように、ソフィアの剣が閃ひらめく。

「んな……っ!?」

　その剣速は圧倒的で、見慣れたはずの美奈[image: ]でさえ捉えるのがやっとだった。

　ロヴェリカはその一撃をかろうじて防いだものの、ソフィアは手首を返して二の太刀、三の太刀と続け様に斬撃を見舞う。

「く……っ！　ぬっ……！」

「それから、もう一つ訂正させていただきますわ」

　迅速にして華麗、苛か烈れつにして優美なその剣は、ソフィアの信念の体現だ。

「今の私は人を傷付けることができないのではありません。自らの意志で、人を傷付けない剣を選んだのです」

　飛燕のような剣筋がロヴェリカを《虚渇の邪剣》ごと押し返す。

「ぐぅ……！」

　少なくとも純粋な剣技において、ソフィアはロヴェリカを圧倒していた。

『こ、これはすごい！　昨日の試合では不調のように見えたフェアクロフ選手ですが、まさしく完全復活と言っていいでしょう！』

『いや、むしろ剣の冴さえは今までにないくらいであります！』

　観客が一気に湧き上がるのがわかる。

　実際、ソフィアの剣にはそれだけの華があった。

　美み奈な[image: ]ともそんなソフィアの攻撃に合わせて拳を放ち、ロヴェリカを追い詰める。

　だが。

「舐なめるなよ、クズ共が！」

　ロヴェリカがそう吠ほえると同時に、《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》のウルム＝マナダイトが不気味な濃緑の光を放った。

「うぐ……！」

　星辰力プラーナが急速に減っていくのがわかる。

《虚渇の邪剣》はその効果範囲にいる者すべてから無差別に星辰力を吸収する能力を持つが、そのレンジを狭めることで吸収速度を上げることができるのだという。おそらくそれを行ったのだろう。

　美奈[image: ]のとって唯一の救いは、《虚渇の邪剣》が吸収する星辰力は『一定量』ではなく『割合』であることだ。つまり大量の星辰力を持つ者ほど吸収される量は多くなり、乏しい星辰力しか持たない美奈[image: ]は少ない量ですむ。

　とはいえ、美奈[image: ]にとって極めて不利な環境であることは間違いない。近接戦闘しか取り柄がない美奈[image: ]は、どうしても《虚渇の邪剣》の効果範囲内で闘わざるを得ないからだ。

　更に。

「こちらは俺が引き受けよう」

　ふいにしゃがみ込んだロヴェリカの背後から、突然巨大なグレイブ型の煌式武装ルークスが美奈[image: ]とソフィアを襲った。

「なにゃ……っ!?」

　なんとか防御したものの、信じられないほどの膂りよ力りよくで美奈[image: ]とソフィアは弾はじき飛とばされてしまう。

　転がりつつ受け身を取り、すぐに立ち上がってみれば、そこには精せい悍かんな大男が豪ごう槍そうを構えていた。

　チーム・ヘリオンのリーダー、ネヴィルワーズだ。

　そのネヴィルワーズは間かん髪はつを容いれずにソフィアへと追撃を繰り出す。

「ソフィア先輩！」

「くはははは！　おまえの相手はオレだ！　忘れるな！」

　ロヴェリカもすぐに間合いを詰め、反射的に仰のけ反ぞった美奈[image: ]の喉元を《虚渇の邪剣》がかすめていった。

　それでも美み奈な[image: ]とは必死にロヴェリカの攻撃を凌しのぎながら、足を動かす。

（とにかく一か所に留とどまらず、動き回ること……！）

　それこそが、クロエの立てた作戦だからだ。

　──と、そんな時、観客席から今度は大きなどよめきが巻き起こった。

　　　　　　　　＊

「そんな……！」

　柚ゆず陽ひは思わず我が目を疑った。

　チーム・ヘリオンの最後列、相手の後衛であるテオルディオがおもむろに取り出したそれは──

『ええええええええええええっ!?　あ、あれはチーム・アンドロクレスの量産型純星煌式武装オーガルクス《アガーナベレア》、ですよね!?』

『おおっと、これは……もし本物であるとしたなら驚きでありますな！』

「いやあ、やっぱり注目を浴びるってのは気持ちがいいね」

　テオルディオは《アガーナベレア》を扱い慣れた手つきでくるくると回すと、その銃口をぴたりと柚陽に向けた。

「さて、いつぞやは振られてしまったけれど、今日こそは僕に付き合ってもらうよ！　美しい黒髪のお嬢さん！」

　わざわざ柚陽に届くように声を張り上げてから、引き金を絞るテオルディオ。しかし発射されたはずの光弾の姿はなく、一瞬の後、柚陽の眼前から現れてその髪をかすめていった。

　柚陽が一歩も動かなかったのは、射線からテオルディオに当てるつもりがないのがわかっていたからだ。これはあくまで牽けん制せいだろう。

　やはりテオルディオは仲間を援護するのではなく柚陽を狙ってきた。クロエが言っていた通りに。

『次元潜航弾！　これは本物です！　なんとなんとチーム・ヘリオンのテオルディオ選手、どういう経緯かは知る由もありませんが、アルルカントの最新鋭秘蔵兵器である《アガーナベレア》を用意してきたようです！』

　どよめきが歓声に変わる。中でも黄色い声が多いのは、テオルディオの女性人気が高いためだろう。

　確かに見た目だけならテオルディオは相当の美男子だ。人気があるのもわかる。

　ただ、柚陽は初対面の時からテオルディオのそうした上辺の奥に潜んだ獣性を見抜いていた。どれだけ隠そうとも、品性から滲にじみ出でる下劣さは臭うものだ。

　事実、テオルディオが柚ゆず陽ひを見る目は嗜し虐ぎやく性に溢あふれている。

（獲物をいたぶる狡こう猾かつな獣、といったところですか）

「よぉし、それじゃ……こんな感じかな！」

　テオルディオは軽やかなステップを踏みながら《アガーナベレア》の銃身をステッキのように無造作に振り回し、連続で光弾を放った。

「っ！」

　ほとんど曲撃ちの類だ。それでいて精確に柚陽を狙ってきている。とんでもない射撃技術だが、何よりも銃口の位置から射線がまるで読めないのが柚陽には痛い。

　転がるようにしてなんとか身をかわしたものの、テオルディオの放った光弾はいずれもそのまま次元潜航することなく通り過ぎて行った。

「え……？」

「さあ、ダンスはこれからだ！」

　再度テオルディオが光弾を撃ってくるが、やはりそれが消える気配はない。

「これなら……！」

　柚陽は構えていた矢を放ち、光弾をすべて迎撃する。

　しかし、それを見たテオルディオに酷薄な笑みが浮かんだ。

「くぁ……っ！」

　その直後、柚陽の右肩に衝撃が走る。

　星辰力プラーナの防御を厚めにしておいたので大きなダメージではないが、明らかに《アガーナベレア》の光弾だった。おそらく通常の光弾の中に、次元潜航弾を紛れ込ませていたのだろう。

「なるほど……いやらしい手を使ってきますね」

　柚陽は痛みに顔を顰しかめつつ反撃の矢を放つが──テオルディオはそれを当たり前のように光弾で迎撃して見せた。

「っ！」

「おおっと、危ない危ない」

　自おのずから中たる矢をこうもあっさり撃ち落とすとは。

　心しん形ぎよう一いつ[image: ]せんの極意は柚陽にとってもまだその入り口に立ったにすぎないが、どうやらテオルディオは技術だけでそれに近いものを習得しているようだ。

「これを使ってた……あー、チーム・アンドロクレスだったかな？　僕からすると、彼らはこの武器の性能を披露することに偏りすぎていた。せっかくなんだから、こうやってもっと効果的に使わないと。射線を読まれるならそうされないように撃てばいいし、必要なら回避以外の選択肢だって与えてあげればいい。そうだろう？」

　確かに、チーム・アンドロクレス戦では柚陽はとにかく避よけるしかなかった。次元潜航弾はどうやっても迎撃するのは不可能なのだから当然だ。ただそれは逆に言えば、避よけることに集中できるということでもあった。

　だがテオルディオがやってきたように射線をごまかされると、運動音痴の柚ゆず陽ひ一人ではそのすべてを回避しきるのは難しい。そこへ通常の光弾での攻撃が来れば、迎撃するという選択肢が出てくるのは当然だ。

　その上で、次元潜航弾を混ぜ込ませる。柚陽はそれがわかっていても回避しきれないと判断すれば迎撃態勢を取るしかないし、そもそもその選択肢が頭に浮かぶだけで回避の反応自体を鈍らせることもできる。

「獲物はちゃんと手順を踏んで追い込まないと、ね！」

　テオルディオがさも楽しそうに光弾を放つ──寸前で、ふいに光の矢が別の角度からテオルディオを襲った。

「わわっ!?」

　驚きつつもギリギリのところでそれを回避するテオルディオ。完全な不意打ちだったにもかかわらず、信じ難い反応速度だ。とても柚陽とは比較にならない。やはりチーム・ヘリオン各員のスペックは飛び抜けている。

「誰かと思えば、ミネルヴィーユか！　邪魔をしないで欲しいなあ！」

「悪いけど柚陽をあなたの狩りハントに付き合わせる気はないの、テオルディオ」

　テオルディオが口を尖とがらせてその不意打ちの主──クロエに文句を言うが、柚陽と同じ弓型煌式武装ルークスを構えたクロエは当然ながら聞く耳を持たずさらに次々と矢を放った。その腕は柚陽とほぼ同等だ。

　ソフィアの剣技や美み奈な[image: ]との体術と違って、柚陽の弓術は他人が使ってもそれほど身体からだに負担がかからない。ただし、こちらはこちらで一つ大きなリスクもあった。他人の感覚を使用している時は自らの体感覚が薄らぐため、柚陽の運動音痴が疑似的にうつってしまうのだ。能力に慣れているクロエや、適応力が極めて高いニーナのように即座に意識を切り替えられるならば問題ないが、他のメンバーは注意が必要だった。

「助かりました、クロエさん」

　柚陽も礼を言いつつ、同じように弓を引く。

「ちょちょっ、ちょっと待った待った！　さすがにこのすり抜けてくるような矢を二人がかりでってのはきついんじゃないかなあ！」

　テオルディオはおどけた様子で必死に迎撃に努めているが、まだどこか余裕があるようだ。底が知れないとはこのことだろう。

　それでもこちらが押していることには変わりない。

　もしここでテオルディオを撃ちとることができれば……。

「情けない泣き言など聞きたくありませんよ、テオルディオ。少しは自分でなんとかしてください」

　そう思っていたのだが、やはり甘くはないようだ。

　弓を引くクロエの右手にしゅるりと巻き付いたのは、極めて珍しい鞭むち型の煌式武装ルークスだった。

「まったくしつこいわね、メデュローネ」

「せっかくの機会です。逃がしませんとも、ミネルヴィーユ」

　眼鏡をかけたその女性──メデュローネは、蛇のような目を細めて不敵に笑うと、力任せにクロエを引っ張った。

　クロエは反対にその勢いに乗じて鋭い蹴りを見舞う。

「ちっ！　今度は格闘術ですか！　その他人の技術を盗む技、どうして私たちと組んでいる時に使ってくれなかったのですか？」

「あなたたちが私を信頼してくれていれば使えたかもしれないわね！」

　蹴りを左手で受け止めたメデュローネは、クロエの右手を絡め取ったままの鞭を大きく振り回してその態勢を崩し、お返しとばかりに足刀を繰り出した。

「信頼？　なんです、それは？」

「ぐっ！」

　腹部を貫いた衝撃に思わずうずくまりそうになるが、なんとか耐えて回し蹴りを放つ。が、メデュローネはその前に鞭を外してクロエの間合いから逃れていた。

（今のタイミングでも遅いか……やっぱり地味に面倒ね、この能力は）

「ふふふ、どうしましたミネルヴィーユ。そんな顔をしないでも、私の能力は知っているでしょう？」

　そう言ってからかうように笑うメデュローネの目は、不気味な光を放っている。

　メデュローネの石化の能力は、星辰力プラーナがある限り十全には働かない。

　とはいえ、まったく無力化できるかといえばそうでもなく、相手の行動を多少阻害できる程度の効果はあるのだ。

　クロエもそれは十分にわかっていたが、ここまでの影響は想定外だった。

　つまり、クロエが知っていた頃よりもメデュローネの能力が大きく成長をしているとことであり──それも、クロエが想定した以上の伸び幅で進化していることを示している。

「あまり私たちを甘く見ないことですね、ミネルヴィーユ」

「まさか、私はあなたたち全員を最大限に警戒しているわ」

　クロエはそう答えつつ、弓型煌式武装からサーベル型煌式武装に持ち替え、一気に間合いを詰める。

「ええ、ええ、そうでしょうとも、あなたは昔から優秀でしたからね。あの方が特別扱いするほどに……！」

　メデュローネが一振りすると、鞭むち型煌式武装ルークスは一直線に固定化し、剣状に変化した。

　光こう刃じんと光刃がぶつかり合い、火花を散らす。

　顔を寄せての鍔つば迫ぜり合あい。もちろん今のクロエはソフィアの剣技を使っている。メデュローネ相手であれば本来圧倒できるはずだが、クロエの身体スペックでは完璧に模倣するのは難しい上、今はメデュローネの能力で動きが鈍っているのが痛い。一息に決着を付けるのは難しいだろう。

　一人であれば、だが。

「今よ、ニーナ！」

「任せて！　──女王の牢獄クイーン・ジエイル！」

　クロエが力を込めてメデュローネの身体からだを押おし退のけると、その足元に魔法陣が浮かび上がり、四方を取り囲むように光の壁が立ち上った。

　ニーナの設置型能力だ。

「なんですって……!?」

　メデュローネが驚きよう愕がくに目を見開きつつも光の壁を壊そうとするが、狭い檻おりの中からではそれも難しい。

「もらったわ！」

　クロエがメデュローネの校章目掛けて光刃を振るう。ニーナの牢獄は任意の対象を透過させることが可能だ。

　──が、その一撃は突如として現れた小柄な少年によって受け止められていた。

「砕すいっ！」

「……」

　砕は無言のまま、すぐにまた空間に溶けるようにして姿を消してしまう。

　直後、光弾が連続して光の牢獄を直撃し、破壊した。

「……不本意ながら助かりました、テオルディオ」

　そこから抜け出したメデュローネが、不承不承と言った顔で礼を言う。

「ははは、構わないよ。で、情けない泣き言がなんだったかな？」

「ちっ！　本当にいやらしい男ですね……！　わかりました、撤回します。これで貸し借りはなしですから」

　メデュローネはテオルディオを睨にらみ付つけた後、慎重な態度でクロエから距離を取った。

《ご、ごめん、クロエ！　あの砕って子、足止めしきれなくて……！》

《いいわ、それより今は美み奈な[image: ]とをお願い》

《うん！　わかった！》

　ニーナにそう指示を出すと、クロエは左手でハンドガン型煌式武装を展開し、メデュローネを警戒しつつ、ネヴィルワーズと闘っているソフィアに援護射撃をする。

「……ああ、なるほど。そういうことですか」

　そのクロエをしばらく──といってもほんの数秒だが──観察していたメデュローネは、その後はっとした顔で周囲を見渡し、ようやく気が付いたとばかりにそう言って眼鏡を指で持ち上げた。

「常に二対一の状況を作り出しながら闘う……それがあなたたちの作戦ですね、ミネルヴィーユ」

「……さすがね、メデュローネ。こんなに早く見抜かれるとは思わなかったわ」

「はぁ……道理でやり辛づらいはずです」

　してやられたという顔で溜ため息いきを吐つくメデュローネ。

　実際、チーム戦において多対一の状況を作り出すのは基本中の基本戦術だ。特に今回のように個々の力で負けているような場合、いかにそうした状況に持ち込むかが決め手となる。

　とはいえ、格上を相手にそれを成すのは極めて難しい。

　普通なら。

「そうか……あなた、私たちが個別の目標を定めるのを予測していましたね？」

　忌いま々いましげに吐き捨てるメデュローネの目に、明確な怒りの炎が燃え上がる。

「ええ、そうよ。ロヴェリカが美み奈な[image: ]とに執着を持っているのはわかっていた。直接対決となれば、彼女は間違いなく美奈[image: ]を狙ってくるだろうし、他の誰にも手出しをさせないでしょう。そうなれば、他のメンバーもそれぞれ自分なりの獲物を定めるはず。あいつが自由にやるなら、自分もと。あなたたちはそういう人間だもの」

「見透かしたようなことを……！」

「テオルディオは柚ゆず陽ひ、砕すいはニーナ、あなたは私……ネヴィルワーズはそうした感情とは無縁でしょうけれど、必然的に残ったソフィア先輩の相手をすることになる。それはこちらとしても願ったり叶かなったりだわ。彼の相手をできるのはうちだとソフィア先輩くらいしかいないのだしね」

　つまるところ、メデュローネたちはチーム戦において最初から個人戦を仕掛けようとしていたということだ。そもそもチーム・ヘリオンでは積極的な連係や援護は行われない。テオルディオや砕が役割としてそれを行うことはあるが、それも今のようにどうしても必要な時くらいだ。

　これならば、付け込む隙はある。

　極力足を止めることなくステージ上を流動的に動くことを徹底し、組み合わせを固定するのではなく、柔軟に対応して随時二対一の状況を作り続ける。リアルタイムでのクロエの指示があってこそではあるが、今のチーム・赫かぐ夜やの練度であればギリギリ不可能ではなかった。

　そしてだからこそ、クロエは一人も欠けることがないよう念を押して注意したのだ。何しろこの作戦は数的不利になった瞬間瓦が解かいしてしまうのだから。

「ただ、それがわかったところであなたたちにはどうにでもできないでしょう？　あなたやネヴィルワーズが言ったところでロヴェリカが止まるとは思えないし、彼女が止まらなければテオルディオや砕すいも止まらない。あなたたちが私たちを侮っている限りはね」

　それに関しては、クロエも嫌というほどわかっている。かつて同じチームにいた頃、ロヴェリカたちにはクロエも散々手を焼いたからだ。それは見た限り今も変わっていない。

「ふふ……ふふふふ！　本当に腹が立つほど見抜いてくれるものですね。ですがミネルヴィーユ、残念ながらあなたには一つ見落としがあるようですよ」

　メデュローネがお喋しやべりは終わりとばかりに鞭むち型煌式武装ルークスを構えた。

「見落としですって……？」

「ええ、事実あなたは私の能力の成長を見誤っていました。まあ、そこは私もあなたの伝達という能力がここまでのものとは思っていなかったのでお相子ですが、かくも《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》の能力というものはどのように発達成長するか読み辛づらいものということです。そしてこの場にはもう一人、あなたが成長具合を知らない能力者がいるでしょう？」

「……っ！　まさか！　いえ、でもそんなことをしたら、あなたたちだって……！」

　メデュローネがにやりと笑い、叫ぶ。

「いいえ、そうでもありませんよ？　私たちはもう慣れっこですので。──ネヴィルワーズ、やってください！」

　ソフィアはネヴィルワーズの強きよう靭じんさに舌を巻いていた。

「くぅううう！」

　ソフィアの剣が弧を描き、ネヴィルワーズに襲い掛かる。今のソフィアはただ愚直に校章だけを狙っているのではない。決して相手を傷付けることはしないが、その武器を狙ってバランスを崩そうとしたり、様々なフェイントを織り交ぜたり、それを最速の剣撃で叩たたき込こんでいるのだ。

　だというのに、ネヴィルワーズは完璧にそれを防ぎ、見抜いてくる。

　それはネヴィルワーズの並々ならぬ技量もあってのことだが、何よりも障壁となっているのは《魔術師》としての能力だ。

『これはまた驚きです！　なんとなんとなんと、チーム・ヘリオンのネヴィルワーズ選手が《魔術師》だったとは！』

『今までほとんど彼が闘ってこなかったのは、これを隠す目的があったのでありましょうな。いや、しかし、この二人のバトルだけ明らかに一段レベルが違うと言うか……』

　その時、ソフィアの足下の地面が──といっても土ではなく加工された床材だが──隆起し、ソフィアを襲う。

　ソフィアはそれを逆手にとって足場にして跳び、回り込むようにして斬撃を繰り出すが、その切っ先は相手に届く前に地面から立ち上った土の壁に防がれてしまった。

「ああ、またっ！」

　ネヴィルワーズの能力は土塊や岩石を生み出し、自在に操るというものだ。今のように攻撃や防御に使ったり、虚空に石弾を生み出して撃ち出したりもする。概おおむね事前にクロエから聞いていた通りだが、想定外だったのはその発動の早さだ。

（ほとんどラグがありませんわよ！　どうなってますの、もう！）

　ソフィアは心の中で愚痴りつつ、それでも剣を振り続ける。

　速度はソフィアが上、力ではネヴィルワーズが上、近接戦闘の技量はほぼ互角かややソフィアが上といったところだが、ここに《魔術師ダンテ》としての能力を加味すれば、総じてネヴィルワーズが優勢と言ったところだろう。それでもソフィアがなんとか五分以上に闘えているのは、クロエや柚ゆず陽ひの援護射撃があってこそだ。

　とはいえ、ソフィアは無言でただ淡々と攻撃を繰り出してくるネヴィルワーズに、名状し難いプレッシャーを感じていた。

　どんな相手であろうとこうして剣を交えていれば自然と感情が伝わってくるものだが、それがまるでない。では機械や擬形体パペツトに近いのかといえば、それも違う。

　ソフィアがネヴィルワーズの中に感じ取ったのは、圧倒的な虚無だった。それもただ虚うつろというだけではなく、無限に膨れ上がり、すべてを飲み込もうとするおぞましい虚無。

　だが、だからといって怖おじ気けづくわけにもいかない。

　ソフィアがグレイブ型の煌式武装ルークスを掻かい潜くぐり、その懐に飛び込もうとした瞬間。

「──ネヴィルワーズ、やってください！」

　ふいにそんな声が響き、ネヴィルワーズの気が一瞬そちらに逸それた。

（チャンス……！）

　ソフィアはその気を逃さず一気に仕留めようとするが、ぞわりとした怖おぞ気けを感じて足を止める。

　膨大な万応素マナが蠢うごめく気配。ネヴィルワーズの能力だろうが、今までのそれとは桁違いの規模だ。

（いえ、でも……彼の周囲にはなんの変化も見られな──）

　そこで、ソフィアは絶句した。

　上だ。

　ネヴィルワーズの頭上に、巨大な岩石が見る見る形成されていく。その速度たるや、尋常ではない。早回しのように育つ岩の塊はあっという間に直径十メートルを超え、それが空中にそびえ立つさまはまるで悪夢のようだ。

《ソフィア先輩！　彼を、ネヴィルワーズを止めて……いいえ、もう間に合わない！　みんな、逃げて！》

　頭の中に響いた緊迫したクロエの声にソフィアははっと我に返るが、その時にはもう岩塊はステージの中心に向かって猛然と落下していた。

　その付近には美み奈な[image: ]とたちを始め、両チームの面々が入り混じって闘っているにもかかわらずだ。

　反射的にそちらへ手を伸ばすが、直後にすさまじい衝撃と轟ごう音おんがステージを支配し、ソフィアの身体からだは荒れ狂う暴風に吹き飛ばされた。

　何が起こったのか、ニーナは最初理解できなかった。

　突然の衝撃に地面に叩たたき付つけられ、頭を振ってよろよろと立ち上がれば、ステージはほぼ半壊しているし、周囲には巨大な岩があちこち林立している。そこでようやくニーナはどうやらそれらは砕けた破片で、チーム・ヘリオンのネヴィルワーズが超巨大岩石をステージに撃ち込んだ残骸なのだと気が付いた。

　痛みに頭へ手をやれば、べっとりと血が付いている。小さな破片でも当たったのだろう。

　それでも十分幸運なほうだ。もしそれが数メートルの破片だったら──いや、そもそも本体である岩塊に押し潰されていたらと思うと、ぞっとする。

　どれだけ武器が発達しようとも、《星武祭フエスタ》で用いられるのは──一部の装備や能力を除いて──所詮個人兵装の範はん疇ちゆうだ。純粋な大質量が持つ圧倒的な破壊力とは比較にならない。

「こ、こんなの滅め茶ちや苦く茶ちやだよ……」

　速度こそ違えど、それこそ隕いん石せきが落下してきたようなものだ。第一こんな真ま似ねをしたら、仲間も巻き込んでしまう。

　──と、

「っ!?」

　ニーナは突如殺気を感じて飛とび退のいた。

　短刀型の煌式武装ルークスが虚空を切り裂く。

　もうもうとした土煙の中から揺れる影のように現れたのは、砕すいだ。

「……やっぱり、勘がいい。それがなおさら、癇かんに障る」

　砕はぼそりと呟つぶやくと、逆手持ちの短刀で追い打ちをかけてくる。

　ニーナもすぐに九裂の葉剣ナイン・フアルシオンを発動させてそれを防ぐが、砕の攻撃は小回りが利いてしかも速い。防戦一方だ。ソフィアの剣技であれば挽ばん回かいできるだろうが、すでにかなり身体へ負担をかけてしまっている。

（わ、わたしは遊撃なんだから、動きに支障が出たらダメ……！）

　今回の試合でクロエからニーナに与えられた役目は、まず第一に仲間の援護。常に二対一の状況を作り続けるという作戦において、クロエの伝達に頼ることなく遠距離攻撃と近接戦闘の両方をこなせるニーナは、その役目に最適だった。

　そしてもう一つは、砕すいを引き付けておくことだ。隠おん形ぎようによって相手の意識から消える能力を持つ砕に自由に動かれると、勝負はすぐに決まってしまう。ニーナはチーム・赫かぐ夜やにおいて唯一砕の隠形を見破ることができたし、幸い（と言っていいのかはわからないが）砕もなぜかニーナ個人を執しつ拗ように狙ってくるので、極力逃げ回りつつ隙をうかがって仲間の援護をして回っていたのだ。

「な、なんで……なんで、そんなにわたしを……？」

　ニーナはなんとか砕の攻撃を凌しのぎつつ、少しでも逃れる隙を作ろうとそう訊たずねる。

「……」

　砕は無言のまま疾風のような連続攻撃を繰り出していたが、やがて微み塵じんもその手を緩めることなくぼそりとつぶやいた。

「おまえは……ボクを、見つけた。許さない」

「ええええ……」

　そんな理不尽な。

[image: ]

　クロエによればニーナが砕すいを見つけることができるのは、常に周囲に気を張ってきたニーナの生き方そのものが砕の隠おん形ぎようと相性が良かったかららしい。とはいえそれは常に他人の顔色をうかがって生きてきたということであり、ニーナとしては少しも誇ほこらしいものではない。その上、それで恨まれるというのはなんとも納得いかないものがある。

「ボクは……消えたい。誰の目からも、心からも消えて、しまいたい。それを無遠慮に見つけるやつは、消す」

　ねめつけるような砕の視線は、ぞっとするような絶望に満ちていた。

　ああ、ダメだ。これは決してわかり合えない。おそらく、この少年はニーナが想像もつかないような地獄を生き抜いてきたのだろう。

　比較にもならないだろうが、ニーナにもいじけて心が闇に飲まれそうな時があった。

　それを引き上げてくれたのが美み奈な[image: ]とたちだ。美奈[image: ]が、クロエが、チーム・赫かぐ夜やの仲間がニーナを助け出してくれた。

　砕にも仲間はいるが、おそらく彼らは共に暗い淵ふちに肩を並べるだけで、救い上げようとはしないし、できないのだろう。

　それはなんて──

「……今、ボクを、憐れんだな……!?」

　その途端、砕の表情が憤ふん怒ぬに歪ゆがむ。

「っ！」

　ニーナがその憎悪に気け圧おされた瞬間、砕の脚が震脚を刻み、短刀を握った砕の腕が折り畳まれるようにしてニーナの腹部に叩たたき込こまれた。

「っ……！」

　残らず息を吐き出し、吹き飛ばされたニーナは背中から岩に激突する。

（体術……!?　それも星辰力プラーナを攻撃力に転化した、界龍ジエロン流の……！）

「消え、ろ」

　砕は冷酷な瞳でニーナを見下ろしつつ、短刀を構える。

「──させない！」

　絶体絶命のピンチだったが、そこへ手にしたハンドガンを乱射しながらクロエが走り込んできた。

「……」

　砕は不機嫌そうに眉まゆを寄せたが、背後に跳んで距離を取る。

「大丈夫、ニーナ？」

「う、うん……ありがと、クロエ」

　だが、ニーナはすぐに気が付いた。

　助けに来たクロエのほうがすでに身体からだ中じゆうボロボロで、息も荒い。

「あらあら、この期に及んでまだ他人の心配とは。ロヴェリカではありませんが、本当に温ぬるくなったものですね、ミネルヴィーユ」

　そのクロエを追うように、余裕の笑みを浮かべながら現れたのはメデュローネだ。

　上気したその表情は明らかに愉悦を堪たん能のうしており、その手では鞭むち型煌式武装ルークスが唸うなりを上げている。

「……そうかもしれないわね。でもいいの。このほうが私にはあっているみたいだから」

「ふぅん……そうですか。まあ、それならそれで構いませんとも。今のこの姿を見れば、あの方もいい加減あなたを見限るでしょうしね……！」

　メデュローネの鞭が風を切って襲い掛かり、なんとか防ごうとする腕を掻かい潜くぐってクロエを打つ。

「くぁ……！」

「クロエっ！」

　そんなクロエを庇かばうようにニーナが飛び出すが、メデュローネの鞭は変幻自在に舞い踊り、諸もろ共ともに叩たたき伏せられてしまった。

「ああああっ！」

「……メデュローネ」

　それを見た砕が不満そうな目を向けると、メデュローネは肩を竦すくめて苦笑する。

「わかっていますよ、そんな目で見ないでください。あなたの獲物には手出ししませんとも。今のは物の弾みというやつです。……それにほら、御覧なさい。こちらはもう終わったようなものです」

「っ！　クロエ!?　こ、これ……！」

　メデュローネの視線を追ったニーナは、驚きよう愕がくに慄おののいた。

　倒れたクロエの脚がゆっくりと石に覆われつつあったのだ。

「ふふふ、それも当然でしょう。意志の伝達だけならばまだしも、他人の技術までをも伝えるなど、一体どれだけの星辰力プラーナを消費するものか。しかもそれをこの試合中、ずっと維持してきたとなれば……ねえ？」

「そんな……」

　星辰力が枯渇しつつあるならば、メデュローネの能力を防ぐ術はない。

「いいのよ、ニーナ……。それよりも、あなたは他のみんなを……」

　クロエは苦しそうに顔を歪ゆがめながら、託すようにニーナに言った。

「ふふふふふ！　そんな心配は無用ですよ、ミネルヴィーユ。こうして互いに分断されたあなたたちが、どれだけ持つというのです。おそらくは他のお仲間も、今頃はもう……。ああ、安心してください。あなたはすぐに楽にはさせません。もっともっと、楽しませてもらわないといけませんからねえ……！」

　メデュローネが喜悦に頬ほおを染めながら嘲あざ笑わらう。

　ニーナは反論しようと口を開きかけたが、悔しさに泣きそうながら奥歯を噛かみしめ──ただ次のチャンスのためにそっと地面に右手を置いた。

「はははは！　いやあ、楽しいね！　一方的な蹂じゆう躙りんってやつは、どうしてこうも心が躍るのかな！」

「くぅっ……！」

　光弾が太ふと腿ももと脇腹を穿うがったが、柚ゆず陽ひは痛みを堪こらえつつ反撃の矢を放つ。

　途中で軌道を変えた矢が五本、岩塊の後ろに隠れたテオルディオに向かって飛んでいくが──手ごたえはない。

　そのお返しとばかりに、忽こつ然ぜんと現れた光弾が連続で柚陽の肩を腕、足を直撃する。

「ぐ、ぁああ……！」

　堪えきれず倒れた柚陽だったが、それでもすぐに弓を杖にして、なんとか立ち上がった。いかに柚陽といえども、臥ふした状態からは矢は射てない。

「おやおや、まだ立つのかい？　嬉うれしいなあ、そこまで僕を楽しませてくれるなんて！」

　テオルディオの姿は障害物に隠れて見えないが、その声だけでもこの状況を思う様堪たん能のうしていることがわかる。校章を直接狙ってこないのは、柚陽がそれだけは死守していることもあるだろうが、純粋にこちらを痛めつけることを目的としているからだろう。

　ならばそれでいい。

　クロエの伝達が途絶えて他の皆の状況はわからないものの、まだ誰一人として敗北が宣言されていない以上、今の柚陽にできる最善はテオルディオをここに釘くぎ付づけにしておくことだ。

　本来の役割であるサポートができなくなったのは心苦しいが、今は仲間を信じて自分にできることをやるしかない。

「ええ、諦めませんとも……！」

　柚陽は膝ひざ立ちの状態から弓を引き絞り、再度矢を放つ。

　砕けた大小の岩塊が乱立したこの状況は、《アガーナベレア》がその性能を最大限に発揮できる独壇場と言っていい。柚陽の矢が軌道を変化させられると言っても、こちらがほぼ動けない以上、どうしてもその軌道は限定されてしまう。たとえ何本放とうとも、テオルディオに届く可能性は皆無だろう。

　それでも牽けん制せいになればそれでいい。

「ああ、堪たまらないなあ！　君のような強く美しい女性を思うがままに嬲なぶるのは、本当に楽しいよ！」

「ああああっ！」

《アガーナベレア》の光弾が、今度は弓を持つ左手に直撃する。指が何本か折れただろうか。それでも激痛に顔を歪ゆがめながら、歯を食いしばって弓を握り締める。

　まだ大丈夫だ。

　まだ耐えられる。

　幸い柚ゆず陽ひは戦闘中ほとんど攻撃に星辰力プラーナを使わないので、そのすべてを防御に回すことができた。この星辰力が底をつくまでは、耐えきってみせよう。

　柚陽は岩の向こうであの軽薄な笑みを浮かべているだろうテオルディオを、不屈の意志を込めた目で睨にらみ付つけた。

　確かに受け止めたはずの一撃だったが、その衝撃までは殺しきれず、ソフィアの身体からだはゴム毬まりのように弾はじき飛とばされ、地面をごろごろと転がった。

　更にネヴィルワーズの周囲に拳大の石弾が現れ、倒れたソフィア目掛けて猛スピードで撃ち出される。

「ぐ……っ！」

　煌式武装ルークスを口に咥くわえて腕の力だけで身体を起こし、激痛が走る右足を庇かばいつつなんとか石弾をかわすが、それを見越していたかのようにネヴィルワーズが回り込んでいた。

　振り下ろされるグレイブ型煌式武装を受け止めるのではなく、かろうじて持ち替えた剣で受け流し、反撃の剣撃を見舞うがあっさりと跳ね返されてしまう。

（やはり万全でないと厳しいですわね……！）

　あの岩塊落下の際に、ソフィアは右足を痛めてしまっていた。

　アドバンテージであった速度を失った今のソフィアでは、正直一対一でこのネヴィルワーズの相手をするのは難しい。

　何かしらの突破口でもあればと探っているのだが、表情変えることも何か言葉を発することもなく、ただ淡々と、油断も慢心も欣きん悦えつも興奮もなく、ソフィアを倒すことだけに邁まい進しんするこの虚無の塊は、おぞましいほどに冷静だった。とてもではないが隙など作ってくれそうもない。

　結局、ソフィアはネヴィルワーズの攻撃を凌しのぎながら、少しずつ、しかし着実に体力と星辰力を削られていくことしかできなかった。

　仲間の状況も気になるところだが、あの岩塊落下以来障害物が多くステージを見渡せない上、そちらに気を回す余裕がないというのが本音だ。もしソフィアが少しでも注意を逸そらせば、ネヴィルワーズは一撃でソフィアの校章を砕くか意識を飛ばしてくるだろう。今は仲間を信じるしかない。

（ああ、もう……ままなりませんわね！）

　ソフィアが頭の中でそう愚痴りつつ、縦横無尽に襲い掛かってくるネヴィルワーズの攻撃を紙一重で凌しのいでいると。

「……おまえの粘り強さは大したものだ」

「え……？」

　そのネヴィルワーズが初めて口を開いた。

「が、無駄な努力にすぎない。諦めろ」

「ようやく口をきいたかと思えば、随分な言い草ですわね！　そう言われて素直にはいそうですかと答えるわけがないでしょう？」

　何しろこちらには仲間たちの夢と、大切な友人と兄の未来を背負っているのだ。

　最後の一瞬まで、諦めることなどできようはずもない。

「そうか、ならいい。ここのルール的に殺してしまうと何かと面倒そうだったのだが、まあその時はその時だ」

　今まで苛か烈れつな猛攻を繰り出し続けてきたネヴィルワーズはピタリとそれを止めると、軽く跳んで後ろに下がった。槍やりを持った右手を背中のほうまで引いて構え、深く息を吸い込んでいる。

　一見して、隙だらけだ。

「な、なんのつもりですの……？」

　千載一遇のチャンスではある。無論、何かの仕掛けなのだろうが、校章は丸見えで、それさえ断ち切れればすべてが終わるのだ。

（いいですわ、乗ってやろうじゃありませんの！）

　どちらにしろこのままではジリ貧なことには変わりない。ここで勝負をかけるのもいいだろう。

　ソフィアも剣を一振りすると、その切っ先を真まっ直すぐネヴィルワーズの校章に向ける。

　足は痛むが、この一回くらいならまだ耐えられるはず。

「てやあああああああああああああああああああ！」

　ソフィアは意を決すると、一息で相手の間合いに飛び込んで渾こん身しんの突きを見舞った。

　ネヴィルワーズもそれに反応して動き出すが、ソフィアのほうが速い。

　おそらくはカウンターか何かを狙ったのだろうが、これなら勝てる。

　──だが。

　ネヴィルワーズの槍がその先端で地面をえぐりながら、弧を描くように繰り出された。えぐり飛ばされたその土石は見る間に増殖し、まるで津波のようにソフィアを襲う。

（能力との複合技──!?）

　岩石の津波はソフィアの攻撃を物ともせずに弾はじき返かえし、途方もない衝撃と共にソフィア自身をも吹き飛ばした。

「かは……っ！」

　受け身も取れず落下したソフィアは込み上げる血を吐き出し、仰あお向むけに倒れたまま混濁した思考でなんとかダメージを把握しようと試みる──が。

（あ……これはちょっとやばいやつですわね……）

　まるで身体からだに力が入らない。

　ぼやける視界には遥はるかステージ上空のライトが幾いく重えにも重なって見える。

　ゆっくりとこちらに近づいてくるネヴィルワーズの足音が、ただその耳に聞こえていた。

　　　　　　　　＊

「くははははは！　なんだ！　所詮この程度か、若わか宮みや美み奈な[image: ]と！」

「ぐ、う……！」

　美奈[image: ]はロヴェリカの横薙ぎを左手で捌さばくが、その切っ先は軌道を変えてすぐに上段から斬り下ろしてくる。それを右手で受け止めたかと思えば、がら空きになった腹部に蹴りを受け吹き飛ばされた。

　胃液を吐き出した口元をナックルで拭いつつ立ち上がったものの、すぐに追撃を仕掛けてくるロヴェリカの苛か烈れつさは留とどまることを知らない。何よりもロヴェリカの戦法に美奈[image: ]は完全に飲まれていた。

《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》の攻撃を一発でも受けてしまったら、星辰力プラーナを大きく持って行かれてしまう。ただでさえ、こうして対たい峙じしているだけでどんどんと星辰力が減っていっているのに、それはまずい。必然どうしても注意は剣撃に集中し、その隙を衝つくようにして飛んでくる拳や蹴りには対処が遅れてしまう。星辰力をほとんど防御に割くことができない美奈[image: ]にとっては、素手の攻撃とはいえ相当に効いていた。

「そらそら、どうした！　かかってこいよ！」

　純粋に場数が違うのだろう。美奈[image: ]もアスタリスクに来てそれなり以上に闘いの経験を積んできたと自負しているが、ロヴェリカのそれとはおそらく比較にならないはずだ。

　それでも美奈[image: ]は少しでもチャンスを見つけたら、果敢に攻撃を繰り出していく。

〝旋せん破ぱ〟〝錬れん輪りん〟〝螺ら鉄てつ〟……だがどれだけ玄げん空くう流りゆうの技を仕掛けようとも、ロヴェリカはそれをことごとくそれを退けてしまう。

（強い……！）

　決して認めたくない相手だが、その強さは本物だった。

　そもそも勝つだけであればロヴェリカは《虚渇の邪剣》の効果範囲内で防御に徹しているだけでいいいはずだ。実際、美奈[image: ]の星辰力残量はいいところ二十パーセントといったところだろう。無理に攻撃を仕掛けてくる必要はない。

　だというのに、ロヴェリカの攻撃は時を追うごとに激しさを増していく。

《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》を叩たたき付つけるようにして斬撃を放ち、美み奈な[image: ]と殴りつけ、蹴り飛ばす。それでいて隙らしい隙はなく、これだけ昂たかぶりながらも最後の一線でそれに飲まれることはない。

「どうだ！　自分がいかに矮わい小しようで脆ぜい弱じやくな存在か思い知ったか？　夢だと？　仲間だと？　そんなものは弱者の戯たわ言ごとだ！」

　ロヴェリカは《虚渇の邪剣》を受け止めている美奈[image: ]の額に、思い切り自分の頭をぶつけてきた。その至近距離で、ロヴェリカが暗い声で囁く。

「いいか？　おまえらはただ奪われるだけのクズにすぎない。口を噤つぐんで、ただ差し出せばそれでいい。金を、飯を、身体からだを、命を、尊厳を、オレたちが欲するものを寄こせ。オレを満たせ！　それがおまえら弱者の在り様だ！」

　ロヴェリカは凶気に満ち満ちた目でそう言い放つと、美奈[image: ]を突き飛ばして距離を取った。

　頭突きをくらった額から血が流れ出るが、美奈[image: ]は気にも留とめずに無言で拳を構え直す。

「なんだ、言い返してこないのか？　それともそんな気力も残っていないか？」

「……言ったでしょう。あたしはあなたと口論するつもりはない。ただ、この試合で証明するだけだって」

　そうだ。いくら言葉を交わそうとも、ロヴェリカと美奈[image: ]の主張が交わることなどあり得ない。ならば、この拳のほうがよほど雄弁に美奈[image: ]の意志を語ってくれるだろう。

「はっ！　証明する、か。だがおまえの自慢のお仲間たちは、そろそろやばそうだぞ？」

　ロヴェリカはそう言ってぐるりとステージを見回した。あちこちに巨大な岩石の破片が乱立しているが、幸か不幸かここからは他のメンバーの闘いがすべて見渡せた。

　そしてロヴェリカが言うように、チーム・赫かぐ夜やの仲間たちは皆一方的に押されている。

「あれでは誰もおまえを助けに来れない。くはははは！　結局おまえは一人ぼっちだ！」

　嘲るロヴェリカを、美奈[image: ]は真まっ直すぐ見つめ返しながら言った。

「いいよ。──だったらあたしが助けに行くだけだ」

「ああん？」

　その言葉に、ロヴェリカの目がすっと細まる。

「今からオレに狩られるおまえが、なんだって？　妄言も大概にしておけよ」

　今までとは質の違う怒気が、ロヴェリカの全身から放たれる。

「もう少し苦しませてからと思ったが、もういい。どうせ他もすぐ終わるだろう」

　その途端、《虚渇の邪剣》に大量の星辰力プラーナが注ぎ込まれ、その歪いびつな光こう刃じんが二倍以上に膨れ上がった。

（流星闘技メテオアーツ……！）

　どうやらロヴェリカは次の一撃で終わらせるつもりらしい。

　そうなると、美み奈な[image: ]とも腹を括くくるしかないようだ。後で皆から怒られるかもしれないが、その時は素直に謝ろう。

「ぐ、ぅ……っ！」

　と、美奈[image: ]の身体からだから一気に力が抜けていく。

　がくりと膝ひざを付いた美奈[image: ]は、己の限界がすぐそこまで来ていることを察した。

「くははははは！　今の《虚渇の邪剣こいつ》は星辰力プラーナの吸収速度も上昇している。どうだ？　そろそろ底をつく頃合いだろう？」

　言いながら、《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》を肩に担ぐように構えるロヴェリカ。

「だが安心しろ。そんなつまらない幕切れにはしないさ。きっちりぶった斬って──終わらせてやるよぉ！」

　今までで最速の踏み込み。

　右袈け裟さに斬り下ろされるその一撃を美奈[image: ]は両手で受け止めるが、破壊力を増した《虚渇の邪剣》の光こう刃じんは左手のナックルを破壊し、そのまま美奈[image: ]の左肩にざっくりと食い込んだ。

「──っ！」

　激痛と共に、身体の中から一気に星辰力が持って行かれるのがわかる。

　もう完全に空っぽだ。

　──だがそれでいい。

　そう。美奈[image: ]はこの時を待っていた。

　星辰力切れプラーナアウトで意識を失うその寸前、美奈[image: ]の内側で生命力を代償として一気に星辰力が膨れ上がる。急速に星辰力を失った時、休眠するのではなく一時的に星辰力を急回復させるという美奈[image: ]の特異体質に賭けた、大おお博ばく打ちだった。

　美奈[image: ]は回復した星辰力の大半を右手のナックルに注ぎ込む。

　流星闘技メテオアーツには流星闘技だ。

「なんっ……!?」

　ロヴェリカが絶句して目を見開き慌てて距離を取ろうとするが、美奈[image: ]の左手は肩に食い込んだ《虚渇の邪剣》をしっかりと抑え込んでいた。そのため、ロヴェリカの反応が一瞬遅れる。

「はああああああああああああああああああああああああああ！」

　美奈[image: ]は全力の正拳突きを、ロヴェリカの正中線に叩たたき込こんだ。

「がは……っ！」

　緩い弧を描いて吹き飛ぶロヴェリカ。

　その身体は地面を転がり、岩にぶつかってようやく止まる。

「ぐ……！　おの、れぇ……！」

　ところが完璧に入ったはずなのに、それでもロヴェリカは震えながら上半身を起こして美み奈な[image: ]とを睨にらみ付つけてきた。とんでもないタフさだ。

「……」

　美奈[image: ]はそんなロヴェリカを一いち瞥べつすると、肩に食い込んだままの《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》を引き抜き、遠くへ投げ捨てる。そしてそのままロヴェリカに背を向け、走り出した。

「待、て……！　若わか宮みや美奈[image: ]……！」

　呪じゆ詛そめいたロヴェリカの声が背後から聞こえたが、振り返ることはない。

『相手を倒すチャンスよりも、仲間を助ける機会を逃さないで』

　あの時のクロエの言葉が美奈[image: ]の胸に蘇よみがえる。

　そうだ。

　今、美奈[image: ]が成すべきことは──

「いやあ、本当に君は素晴らしかったよ、蓮れん城じよう寺じ柚ゆず陽ひ。でも十分に堪たん能のうさせてもらったし、そろそろフィニッシュと──って、うわあ!?」

　岩陰に隠れたまま《アガーナベレア》を構えようとしていたテオルディオに、美奈[image: ]は全力で駆け寄りながら拳を見舞った。

　テオルディオはギリギリでそれをかわし、外れた美奈[image: ]の拳が岩塊を粉々に粉砕する。

「ど、どうしてこの子がここにいるんだい、ロヴェリカ！　ってまさか、ロヴェリカをやったのかい!?」

　驚きつつも即座に美奈[image: ]の間合いから逃れるあたり、やはりこの軽薄な美男子も並々ならぬ経験を積んでいるのだろう。

「はっ！　まあいいや、君は確か遠距離攻撃が苦手なんだろう？　だったら距離さえ取ってしまえば……」

「──ええ、そうですね。それができれば、ですが」

　その声に、テオルディオがはっと視線をそちらに向ける。

　崩れた岩塊の向こうで、柚陽が弓を構えていた。その周囲には光の矢が十本以上浮んでいる。

「残念、丸見えです」

「しまっ──！」

　その言葉を最後まで言い切ることなく、テオルディオは柚陽の放った矢に滅多打ちにされた。

「あがががががががががががが！」

　衝撃に特化した矢の嵐は、一切の容赦なくテオルディオの意識を刈り取った。

「テオルディオ、意識消失アンコンシヤスネス」

　機械音声の判定を聞きながら柚ゆず陽ひに目をやると、柚陽は大きくうなずいて叫んだ。

「行ってください！　美み奈な[image: ]とさん！」

　柚陽の怪け我がは相当に酷ひどい。すぐにでも助けに行きたいのは山々だったが、今は一秒でも時間が惜しい。

　美奈[image: ]は再び駆け出すと、巨岩を跳び越えてクロエとニーナの下へと向かった。

「美奈[image: ]！」

「美奈[image: ]ぉー！」

　クロエとニーナが美奈[image: ]の姿を見て、喜びの声を上げる。

「ちっ！　いいところだと言うのに邪魔をしないでもらいましょうか！」

　だがテオルディオの敗北を聞いて警戒していたのか、そこにはメデュローネが美奈[image: ]を待ち構えていた。

　足を速め、一息で距離を詰めようとするが……。

　眼鏡越しにメデュローネの目が怪しく輝いたかと思うと、途端に美奈[image: ]の身体からだが重くなった。がくんと走るスピードが落ち、見れば手足の先が少しずつ堅い石に覆われていく。

「これは……！」

「ふふふ！　どうやら星辰力プラーナが残り少ないようですね。まったく焦あせらせないでください」

　勝利を確信した笑みで、メデュローネが微笑ほほえんだ。

　確かに急回復した星辰力はそのほとんどを流星闘技メテオアーツに注ぎ込んでしまったため、ほとんど残っていない。このまま再度星辰力切れプラーナアウトになったとしても、二回目があると思えなかった。何しろ星露シンルー曰いわく命を代償とした回復だ。事実、今でも心臓は破裂しそうなくらい脈打ち、少しでも気を抜けばすぐに倒れてしまうだろう。

　更にメデュローネが放った鞭むちが、美奈[image: ]の右手を絡め取る。

「さあ、これで逃げられませんよ。あなたが完全に石像と化すまで、もうしばらく付き合ってもらいましょうか」

「く……っ！」

　足や腕は重いが、まだ動かないわけではない。

　ただしメデュローネは美奈[image: ]の間合いの外だ。飛び込もうにも、今の状態では速度が足りない。美奈[image: ]の攻撃はただでさえリーチが短く、簡単にかわされてしまうだろう。

《──美奈[image: ]、〝転てん[image: ]つい〟よ！》

　そんな時、美奈[image: ]の頭にクロエの声が響いた。

（え？　でもあれは間合いが……）

《いいから、全力で放ちなさい！》

（っ！　そうか……！）

　美み奈な[image: ]とはクロエの助言通り、思い切り身体からだを回転させる。

「なっ……!?」

　本来〝転てん[image: ]つい〟は至近距離で身体を回転させて相手の懐深くに飛び込み、肘ひじ鉄を叩たたき込こむ技だ。今のように離れた距離で使う技ではないのだが──美奈[image: ]は鞭むちを巻き取るようにして、メデュローネを引き寄せる。

「そ、そんな無む茶ちや苦茶な……！」

　無論、美奈[image: ]も身体を縛られてしまうことになるが〝転[image: ]〟を放つには肘がほんの少し動けばそれでいい。

　美奈[image: ]は焦るメデュローネの鳩尾みぞおちに、左肘を深々と沈める。

「か、は……！」

　白目をむいてメデュローネが崩れ落ちた。

「メデュローネ、意識消失アンコンシヤスネス」

「クロエ！　ニーナちゃん！」

　美奈[image: ]は巻き取った鞭を外すのももどかしく、クロエとニーナに駆け寄る。

　その時だ。

「美奈[image: ]、危ない！」

　唐突に、美奈[image: ]の斜め後ろに殺気が生まれた。

（砕すい──！）

「……もらった」

　隠おん形ぎようを利用した完全な不意打ち。回避しようがない、完璧なタイミングだ。

　砕の手に握られた短刀型煌式武装ルークスの光こう刃じんが、美奈[image: ]の喉笛に迫る。

　しかし。

「絶封の大牢獄ジエイル・ロイヤルストレート！」

「っ!?」

　その間際、ニーナの設置型能力が発動して砕を光の壁に閉じ込めていた。

　いつどのタイミングでそれを仕掛けていたのか美奈[image: ]には知る由もなかったが、最後まで諦めずに機をうかがっていたニーナの執念がそれを実らせたのだろうことはわかる。

「……っ」

　なんとか脱出しようともがく砕に、ふらつきながらもニーナがどこか悲しそうな顔で手をかざし、つぶやく。

「──絶轟の四重心弾エースバレツト・フオーカード」

　ニーナが放った光弾は光の壁をすり抜け、校章を守ろうとする砕の腕を跳ね除のけると、その奥の校章を木端微み塵じんに打ち砕いた。

「砕すい、校章破損バツジブロークン」

「……そん、な」

　力なく砕が膝ひざを折り、呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　同じくして、ニーナも力尽きたかのように倒れ込んだ。

「ニーナちゃん！」

「わ、わたしは大丈夫……」

　抱き留とめた美み奈な[image: ]とに、気丈な笑顔を見せるニーナ。

「美奈[image: ]、悪いけど私ももう能力をほとんど使えないわ。だから、後はあなたたち自身の力に頼るしかないのだけれど、でも、それでも……」

　瓦が礫れきに背中を預けて座り込んでいたクロエが、そう言ってステージ奥へと視線を向けた途端、大きな地響きと共に何か巨大な岩の壁──いや、岩の波が噴き上がるのが見えた。

　美奈[image: ]はクロエとニーナの目を見て小さくうなずき、最後の力を振り絞って三度駆け出す。

　ステージ中央の一際大きな岩塊を跳び越えると、そこには仰あお向むけに倒れたソフィアと、とどめを刺すべく悠然と歩みを進めるネヴィルワーズの姿。

「させない！」

　まだ距離はあるがそう叫んでネヴィルワーズの注意をこちらに向けさせる。

「……」

　ネヴィルワーズが足を止め、無言のまま手にしたグレイブ型煌式武装ルークスを一振りすると、その周囲に拳大の石弾が幾いくつも出現した。

「あ……」

　こちらに注意を向けさせたはいいが、遠距離攻撃がくるとは想定していなかった。

　──ここにきてまさか美奈[image: ]最大の弱点が立ち塞がるとは。

　容赦なく石弾が射出され、美奈[image: ]に迫る。

　それを──美奈[image: ]の背後から飛んできた光の矢が残らず撃ち落とす。

「柚ゆず陽ひ！」

　一瞬だけそちらに視線を向けると、岩塊の上で弓を構える柚陽がにっこりと笑った。

「やれやれ……」

　ネヴィルワーズが面倒だが仕方がないとでもいうように槍やりを構える。

「うおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　美奈[image: ]は雄お叫たけびを上げながら間合いに飛び込み蹴りを放つが、ネヴィルワーズは槍の一撃で易やす々やすとそれを弾はじき返かえした。

　空中で回転して着地した美み奈な[image: ]とは、めげずに再度攻撃を仕掛ける。

　実力差は承知の上だ。ほとんど星辰力プラーナの残っていない美奈[image: ]の拳が仮に届いたとしても、ネヴィルワーズにどれだけダメージを与えられるかはわからない。

　だが今更そんなものは美奈[image: ]を止める理由にはならなかった。

「ソフィア先輩には手を出させない！」

「……蛮勇だな」

　ネヴィルワーズは無感情にそう断じ、美奈[image: ]へ槍やりを繰り出そうとするが──

「まったく……あまりにうるさくて、おちおち寝てもいられませんわ」

　ふらりと、その背後でソフィアが立ち上がった。

「なんだと……？」

　美奈[image: ]の攻撃を蠅でも振り払うかのように跳ね返し、ネヴィルワーズがソフィアに向き直る。

　その刹那、稲妻のような華麗で力強い剣けん閃せんが煌きらめいた。

「ぐぬ……っ！」

　ソフィアの剣を受けたネヴィルワーズの顔に、ほんの少しだけ驚きよう愕がくの色が滲にじむ。

「うちのリーダーがこれほどボロボロになってまでがんばってるのに、ここでやらなきゃソフィア・フェアクロフの名が廃るというものでしょう？」

　ふらふらで今にも倒れてしまいそうなソフィアは、しかしどこか力が抜けた、それこそ達人のような泰然自若とした雰囲気をまとっていた。

　だらりと垂れたソフィアの右手には、神々しいほどに輝きを増したサーベル型煌式武装ルークス。

「ソフィア先輩、それって……」

　流星闘技メテオアーツ──それはいい。もちろんソフィアにだって流星闘技は使えるだろう。

　だが、流星闘技は煌式武装のコアであるマナダイトへ星辰力を注ぎ込み、一時的に無む理り矢や理り出力を上げる技だ。当然出力は安定するわけもなく、ミリ単位で剣の軌道を調整して相手を傷付けないようにしているソフィアとは相性が悪すぎるはず。

「心配は無用ですわ」

　ソフィアは優しく微笑ほほえむと、ゆらりと剣を構えた。ソフィアのダメージはおそらく美奈[image: ]よりも大きいはずなのに、その構えには一分の隙もない。

　ネヴィルワーズもどこか警戒した様子で槍を構える。

　一瞬の間。

　そしてネヴィルワーズが振るう槍の切っ先が地面へと突き刺さったかと思うと、猛然と隆起した岩石の波がソフィアを襲った。

「ソフィア先輩！」

　──が、ソフィアはそれを一刀のもとに両断する。ほとんど力も入れず、あっさりと。

　今度こそ、ネヴィルワーズの表情が明確に変わった。

　それは驚きよう愕がくであり、感嘆であり、恐怖だ。

「お……おお……おおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　ネヴィルワーズは一瞬でも怯ひるんだ自分を吹き飛ばすかのように吼ほえると、全身から星辰力プラーナを漲みなぎらせて槍やりを構え直す。そのプレッシャーは、今までの比ではない。

　美み奈な[image: ]ともソフィアと並んで拳を構えようとするが、目線だけで止められる。

「ここは大丈夫ですわ。それよりあなたは、ほら」

　ソフィアがそう言って顔を向けた先には──

「若わか宮みや美奈[image: ]おおおおおおおおおおおおおお！」

　岩塊を両断して現れたロヴェリカが、《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》を手に血走った目でこちらを睨にらんでいた。

「あちらはお任せしますわよ」

「……はい！」

　美奈[image: ]は力強くそう答えると、走り出す。

　同時にロヴェリカも《虚渇の邪剣》を構えて、走り出した。

　お互いに一切速度を緩めることなく、瞬く間に距離が詰まり──

「くたばれえええええええええええええええええええええええ！」

「はああああああああああああああああああああああああああ！」

　ロヴェリカが振り下ろしてきた《虚渇の邪剣》を、美奈[image: ]は身体からだを捻ひねりながら紙一重で回避し、すり抜け様にその首筋へ裏拳を放つ。

　両者はそのまま駆け抜け、しばらくして倒れ伏したのはロヴェリカだった。

「……くそ、がぁ……」

「ロヴェリカ、意識消失アンコンシヤスネス」

　それとほぼ同じくして、もう一つ機械音声が響く。

「ネヴィルワーズ、校章破損バツジブロークン」

「試合決着！　勝者、チーム・赫かぐ夜や！」

　美奈[image: ]が振り抜くと、そこには悠然と微笑ほほえむソフィアと、膝ひざを付いて項垂うなだれるネヴィルワーズの姿があった。

「……やった、の？」


[image: ]


　美み奈な[image: ]と自身、その光景が信じられずただ立ち尽くす。

『やりましたー！　なんという激闘！　なんという結末！　チーム全員がボロボロになりながらも、勝利を手にしたのはなんとなんと！　チーム・赫かぐ夜や──────────！』

　その途端、実況の絶叫と大歓声がステージを揺るがせた。

『いやあ！　まさかの大逆転でありますな！　素晴らしい、感動したであります！』

「わわっ」

　まるで今この瞬間、世界に音が戻ってきたようだ。そういえば試合の最中、いつからか外野の声がすっかり消えてしまっていたように思う。

　普通に考えれば、集中のあまり無意識にシャットダウンしていただけなのだろう。

　けれど、このステージの上にはチーム・ヘリオンとチーム・赫夜以外、何者にも触れられない時間が確かにあった。彼らのことは受け入れられないし、正直憎い。二度と会いたくないとさえ思う。

　それでもここがアスタリスクである以上、その時間を否定してはいけないと美奈[image: ]は感じた。

「美奈[image: ]ー！」

「ソフィア先輩！」

　そこへ、ニーナに肩を借りた柚ゆず陽ひとクロエが駆け寄ってくる。

　美奈[image: ]はそんな仲間たちに笑顔で応えようとして──意識を失い、ばったりと倒れ込んだ。

　　　　　　　　＊

「おや、どこへ行くんだい？」

「……」

　大歓声に沸く観客席から一歩奥へと入った薄暗い通路。

　そこを行くリベリオは、前に立つ人影を見て眉まゆを寄せた。

「ああ、あなたですか」

「敗れたとはいえ、あんたのとこの子たちもがんばったじゃないか。労ねぎらいの言葉の一つでもかけてやらないのかい？」

「部外者には関係のないことです」

　リベリオは素っ気なくそう答えると、その人影──空そらの横を素通りする。

「そりゃごもっとも。ただ……あのロヴェリカって子、昔のあんたにそっくりだったねえ。これも因果ってやつかい？」

「──っ！」

　刹那、振り向いたリベリオが怒りに燃えた目で拳を放つ。

　空そらがその一撃を片手で受け止めると、二人の視線が間近でぶつかり合った。

「黙れよババア……！　ぶち殺すぞ……？」

「やってみろ、小僧」

　そのまましばし、睨にらみ合う。

　常人ならばこの場に居合わせただけで気を失ってしまいそうなほどの、黒々とした濃厚な殺気が通路に満ちる。

「はぁ……」

　先に拳を引いたのは、リベリオだった。

　居住まいを正すと、いつもの笑顔に戻って重い息を吐く。

「彼らとてショックを受けているでしょう。そんな時に私が顔を出したら逆効果です。これでもちゃんと気を遣ってるんですよ」

「……なるほど。そいつは悪かった。無遠慮だったね」

　空が素直にそう詫びると、リベリオはくるりと踵きびすを返して言った。

「私たちのような人間には、それに見合った生き方というものがあるんです。──では、失礼」

「……」

　そんなリベリオの背中をじっと見つめていた空は、その姿が見えなくなってから苦笑を浮かべた。

「やれやれ、我ながら余計なお節介もほどほどにしとかないとまずいね。命が幾いくつあっても足りやしない。まったく、歳を取るとこれだから……」

　空はリベリオの去った方とは反対側に歩き出しつつ、普段滅多に使わない携帯端末を取り出した。

「でもまあ、これくらいはしてやってもいいだろうよ」

　空は慣れない手つきでメッセージを打ち込むと、送信する。

　一言、よくやったと。

　自慢の弟子に宛てて。


エピローグ

　準々決勝の翌日は、調整日ということで試合はない。

　準決勝まで勝ち進んだ四チームは、本来ならば十分な休養を取って明日に備えるべきなのだが──

「準決勝は棄権するわ。いいわね？」

　クロエはそう切り出すと、集まった皆の顔を見回した。

　柚ゆず陽ひもニーナもソフィアも、それぞれが神妙な顔で無言のまま視線を交わす。

　ただ一人、美み奈な[image: ]とだけがおずおずと手を挙げて言った。

「ええっと、それはやっぱりその……どうにもならないのかな？」

　するとクロエは盛大に溜ため息いきを吐ついてから、じろりと睨にらむ。

「はぁ……。美奈[image: ]、あなたね……この状況を見て、それを確認する必要があるの？」

「う……！　そ、それは……」

　そう言われると、美奈[image: ]も口籠らざるを得ない。

　──何しろここは治療院の病室で、集まったチーム・赫かぐ夜やの面々もそれぞれがボロボロの状態なのだから。

　まずこの個室に入院となったソフィアは一番の重傷で、右足と肋ろつ骨こつ数か所を含む複数の骨折と打撲。一番軽症のニーナと、それに次ぐクロエも身体からだ中じゆうのあちこち治療用貼付剤と包帯だらけだ。左手の指を数本骨折した柚ゆず陽ひも全身に打撲と射創を負っているという。

　そして二番目に重傷である美み奈な[image: ]と本人も左肩の裂れつ傷しようを筆頭に全身傷だらけで、昨日の試合後すぐに気を失ってしまい、つい数時間前の早朝に目覚めたばかりという有様だった。

「仮に出場を決行するとしても、ソフィア先輩の欠場は確定。しかも相手はあのチーム・ランスロットよ。生あい憎にくと、私がどれだけ知恵を振り絞っても勝率はゼロから動かないわ」

「で、でも、クロエはこの前『どんなチーム状態であれ、そこから最善の勝ち筋を見つけるのが自分の役割』だって……」

「いくらなんでも限度というものがあるでしょ！」

　もちろん美奈[image: ]にもわかっている。この状態のチーム・赫かぐ夜やがチーム・ランスロットに勝てる可能性は皆無だろう。

　だが。だけども。

「だって……だって、ここで諦めたら、みんなの夢が……！」

　美奈[image: ]は俯うつむきながら拳をぎゅっと握り締めた。

　もう少しなのだ。あと少しなのだ。

　残り二つの試合を勝ち抜くだけで、皆がそれぞれの夢に手が届く。ここまで来ておきながら、それも闘って敗れるならばまだしも、自らそれを手放すなどそう簡単に決断できるはずもない。

　すると、今まで黙っていた柚陽がいつも通りの穏やかな笑顔で口を開いた。

「私の目的は天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう弓術を修める者として、心しん形ぎよう一いつ[image: ]せんの極意を得ることでした。皆さんのおかげで、なんとかその入り口には立たせてもらったと思います。ですから、私のことはお気になさらず」

　それを受け、ニーナが苦笑交じりに続ける。

「わ、わたしも……その、わたしの願いは、誰かに必要とされて、それに応えられるようになること、だったから……うん、もう叶かなってるんだ。そ、それはもちろん、優勝してお金をもらって家族を喜ばせたいっていうのはあるけど、でも、もう十分！」

　次に、ベッドの上で上半身だけを起こしたソフィアが、ふぁさりと髪を掻かき上あげながら──そしてその無駄な動作で筋肉痛に顔を顰しかめながら──言った。

「まあ、私も優勝してフェアクロフ家の家督を継ぐという夢は破れてしまいましたけれど……一応準々決勝に勝つことで最低限の後押しはできたと思いますし、あとはあの二人の問題というか、まあ、ほら、あれですわ。完全ではないにしろ、長年の重荷を少し下ろすことができましたので、後はお兄様を信じることにしますわ。ええ、ブラコンじゃあるまいし！」

　ふふんと胸を張るソフィアに、その場の全員が（いや……ブラコンです）というような目で見たが、本人は満足そうなのでまあいいのだろう。

「というわけよ、美み奈な[image: ]と。皆はもう、それぞれに納得しているの。それにこんな満身創痍で無理に強行出場して、万が一のことでもあったらどうするつもり？　ちゃんとそういうところにまで気を配ってもらわないと困るわ。あなたは……私たちのチームの、リーダーなんだから」

　クロエが言い聞かせるように美奈[image: ]の肩へ手を置くが、それでも美奈[image: ]は首を横に振る。

「でも、でもっ！　クロエは、本当にそれでいいの？」

　クロエはクインヴェールの理事長であるペトラに買われてこの学園にやってきた。それを《獅鷲星武祭グリプス》優勝を条件に、自由してもらう約束だったのだ。このまま終わってしまえば、クロエの境遇は変わらないままだ。加えて、その際の担保金を融通してくれたシルヴィアの好意も無駄になってしまう。

「……いいのよ。仕方がないことだわ。それに……私はね、美奈[image: ]。本当にあなたに感謝しているの。夢を叶かなえることはできなかったかもしれないけれど、それ以前に、あなたは私に夢を持たせてくれた。それだけで私はこれから先、何があろうとも倒れずにいられるわ」

　クロエは静かな笑みを浮かべて、そう答えた。

「クロエ……」

　と、そこへ。

「──おっ邪魔しまーす。どう？　みんな、元気ー？」

　突然病室のドアが開いて、軽やかな声が響いた。

「ええっ？　シルヴィアさん！　それに理事長も！」

　部屋に入ってきたのは、生徒会長であるシルヴィアと理事長であるペトラだ。

　かなりの広めの個室とはいえ、さすがにこの人数となるとやや狭苦しい。

「えっと……一体どうしてここに……？」

　いつぞやと同じように、美奈[image: ]がそう訊たずねると。

「どうしてもこうしても、労ねぎらいにきたに決まっているでしょう。あなたたちは《獅鷲星武祭》をベスト四フオーまで勝ち上がったチームですよ？　ご苦労様でしたね」

　少しも労い感のない冷徹な声で、ペトラが言った。

「はぁ……」

「それに若わか宮みや美奈[image: ]、あなたのことですから準決勝に強行出場するなどと言い出しかねないと思いまして」

「う……っ！　い、いや、言ってません、言ってません！　ただ、その、欠場っていうのには納得できてないってだけで……」

　しどろもどろになった美み奈な[image: ]とを、ペトラがバイザー越しに睨にらむ。

「同じことでしょう。しかし、やはりそうですか。当然ですが、出場は許可できません」

「なっ、なんでですか！　もしかして理事長、クロエを手放したくないからってそんな……」

「アホですかあなたは」

　そんな美奈[image: ]にペトラが呆あきれたような顔でぴしゃりと言う。

「どれだけ自惚うぬぼれているのか知りませんが、今のあなたたちでチーム・ランスロットに勝てるわけがないでしょう。私はただ無駄なことはやめなさいと言っているだけです」

「うう……」

　ペトラの言葉は相変わらず一切の容赦がない。

「あはは！　まったくペトラさんってば、相変わらずそんな言い方しかできないんだから」

　するとそのやりとりを聞いていたシルヴィアが、さもおかしそうに口を挟んできた。

「ペトラさんはね、あなたたちを心配してるのよ。これでもね」

「え……？」

　美奈[image: ]はおずおずとペトラの顔を見るが、バイザーと鉄面皮に隠れてその感情はまるで読み取れない。

「語弊がありますね。私はただ理事長として、クインヴェールの資産でもあるあなたたち学生を無駄に消耗させたくないだけです。すでに三回の《星武祭フエスタ》出場権を使い切ったソフィアはともかく、他のメンバーにはまだ未来があるのですから」

「あれ？　私、未来がない扱いですの……？」

　一人ベッドで愕がく然ぜんとした表情で固まるソフィアを無視して、ペトラが続ける。

「ともかく、準決勝への出場はおやめなさい。これは理事長命令です」

「うぐぐ……」

「まあまあ、美奈[image: ]ちゃんがそう言いだしてるんじゃないかと思って、ちょっといい話を持ってきたの。ペトラさんもそっちから話せばいいのに」

　シルヴィアが美奈[image: ]を宥なだめながら、咎とがめるようにペトラに言った。

「今から話そうとしていたところです。それをこの子が……いえ、やめましょう」

　調子が狂うとでもいうように、ペトラが軽く首を振る。

「さてクロエ、あなたに伝えておくべきことがあります」

「私、ですか？」

　改まったその口調に、クロエが訝いぶかしそうに眉まゆを寄せた。

「Ｗ＆Ｗ上層部とも相談の上、あなたの処遇が決まりました。幾いくつかの条件を飲むならば、あなたはベネトナーシュを離れ自由の身になります」

「ええええっ!?」

　突然のことにクロエを除いた全員が驚きの声を上げた。

　当のクロエ本人は絶句しており、言葉もないようだ。

「ど、どういうことでしょう……？」

　なんとかそれだけ絞り出したクロエに、シルヴィアが悪戯いたずらっぽくウィンクする。

「私のプランをペトラさんに提示したの。まあ、こう言うとあれだけど、私としてはこの機会はチャンスだからね」

「まさか……あの計画を理事長が？」

　クロエは信じられないという顔でシルヴィアとペトラの顔を交互に見ているが、こちらとしてはなんのことかさっぱりわからない。

「ね、ねえねえ、クロエ！　プランってなんのこと？　一体どうなってるの？」

「あれ？　クロエ、話してなかったんだ？」

　そんな美み奈な[image: ]とたちを見て、シルヴィアが意外そうにクロエを見る。

「あんな妄想めいた話、人に話せるわけないでしょ……」

「ひっどいなあ、私は本気も本気だったのに。……ま、じゃあ私から説明してあげる。あのね、私はクロエに生徒会長になってほしいって思ってるの」

「せ、生徒会長……？」

「クロエさんが……？」

　いまいち事態が呑のみ込こめず、ぽかんとするニーナとソフィア。

　もちろん美奈[image: ]も同様だ。

「……なるほど、それでクロエさんをアイドルをさせたわけですね」

　ただ一人、柚ゆず陽ひだけは合点がいったようにぽんと手を打った。

「そうそう、さっすが柚陽ちゃんは話が早い。とにかく相応に売れた名前と実績がないとどうにもならないからね。その点じゃ今回の《獅鷲星武祭グリプス》ベスト四フオーっていうのは、結構すごいプラス材料かな。うんうん、みんながんばった！　あ、そういえばミルシェたちが悔しがってたよ。ルサールカはベスト八エイトだったから、また負けたー！って」

「話が逸それていますよ、シルヴィア。──ともかく、シルヴィアの目もく論ろ見みは別として、クロエを生徒会長の後継にという話は私としても一考に値するものでした」

　くすくすと笑うシルヴィアから話を引き取り、ペトラが続ける。

「優勝できない以上、あなたはあくまで学園の所有物です。ですが、あなたの能力も名前も顔もすでに広まり、ベネトナーシュとしての活動は大きく制限されるでしょう。その分の損失はすでにシルヴィアが補ほ填てんしているとはいえ、あなたをどのように活用するか検討していたところに、シルヴィアがこの話を提示してきたというわけです、あなたの優秀さは私が一番よく知っていますし、ベネトナーシュとは別の形であってもこの学園に貢献してくれるのであれば問題はありません」

　ペトラはそこで一息吐つくと、ほんの少し──本当に微かすかに柔らかな声で言った。

「その場合、さすがにベネトナーシュ所属のまま生徒会長を務めるわけにはいかないでしょう？　レヴォルフあたりならともかく、うちにはイメージというものがありますからね。そのためにも、あなたは一学生になってもらわなければなりません。そういうことです」

「もちろん、クロエが生徒会長になれるかどうかはまた別の話だから、そこはがんばってもらわないといけないけどね！」

　シルヴィアが太陽のような満面の笑みでクロエの肩を叩たたく。

「まあ……正直、シルヴィアに上う手まく乗せられた感がないわけでもありませんが、その気があるならば契約書を確認しておきなさい。あなたの端末に送っておきました」

「は、はい……」

　クロエはまだ信じられないといった顔で、こくりとうなずいた。

「ですが、そうするとシルヴィアさんは私たちが優勝してもしなくても、クロエさんをこのプランに引き込むことができたことになりますね……。もしかして全部計画通りだったのでは？」

「あはは、結果だけ見ればそうなるけど、ペトラさんたちを説得できたのはみんながベスト四フオーっていう実績を残したからだし、歌姫としてのクロエの適正も未知数だったし、そういうわけじゃないよ。ま、ちょっとズルかったかなとは思うけど……そこはほら、私も結構な身銭を切ってるわけだし許してくれないかな？」

　てへっとばかりに舌を出し、両手を合わせるシルヴィア。

　さすが世界のトップアイドルだけあって、とてつもなく可愛かわいらしい。

　美み奈な[image: ]とがそんなシルヴィアに思わずきゅんとしていると、ペトラの携帯端末に着信が入った。

「少し失礼。……なんですって？　……ええ、ええ……まさか、クローディア・エンフィールドが……？　わかりました、すぐに戻ります……銀ぎん河がの動向を……ええ、そのように……」

　空間ウィンドウを開かずに端末のまま部屋の隅でしばし通話をしていたペトラは、それを終えると片手だけでシルヴィアを呼んだ。

「戻りますよ、シルヴィア」

「え？　どうしたの、ペトラさん？　何か……あった？」

　シルヴィアも何かただならぬ事態を察したのか、生徒会長の顔で聞き返す。

「それは道中で。──では、私たちはこれで失礼します」

「あー、うん、じゃあまたね、みんな！」

「は、はい！」

　慌ただしく去っていくシルヴィアとペトラを見送った美奈[image: ]は、大きく息を吐く。

「……はぁー、なんだかすごいことになったね」

「とにもかくにも、これでクロエさんの問題は解決というわけですわね」

　やたらとスケールが大きくなっていた話をまとめるように、ソフィアが言った。

「じゃ、じゃあ、後は……」

　おずおずと、ニーナが美み奈な[image: ]とを見る。

「そっか……そうだね。後は、あたしだけか」

　美奈[image: ]は誰に言うでもなくそうつぶやくと、自分の手の平へ視線を落とした。

　後は美奈[image: ]が夢を諦めればいい。

　それですべてが丸く収まる。

　美奈[image: ]の夢、それは月へ行くことだ。

　実に馬鹿馬鹿しい、文字通りの夢物語。

　父の遺志というのはあるけれど、別に深い理由なんてない。ただただ憧れたから、それだけだ。

　だからそれを諦めてしまうのだって、本当はそれほど難しくないはず。

　なのに──なのに、どうして──

「ああ、一応誤解なきよう言っておきますけれど」

　そこで、柚ゆず陽ひがふいに手を挙げた。

　先ほどと同じように、一番最初に。

「もし美奈[image: ]さんが夢を追うためにどうしても準決勝へ出場されると言うのであれば、私はお付き合いしますよ」

「え……？」

　驚く美奈[image: ]に、ニーナとソフィアが続ける。

「う、うんうん！　わたしもわたしも！」

「ええ、当然ですわ！　その場合、たとえコルベル院長を振り切ってでも出場してやりますとも！」

「いえ、さすがにソフィア先輩は自重されたほうが……」

「なっ！　嫌ですわ嫌ですわ！　私だけ仲間外れなんて！」

　子どものようにじたばたと手を振り回すソフィアとそれを宥なだめる柚陽。

「みんな……」

　胸の奥から込み上げてくるそれを、美奈[image: ]は必至で押おし止とどめた。

「生あい憎にくと、私の意見は変わらないわ。準決勝への出場は、絶対に反対。断固として反対よ。それでもまだ出場すると言うのなら──」

　厳しい顔でそう言ったクロエの表情が、ふいに緩む。

「ま、その時は仕方ないわね。私が少しでも怪け我がをしないで済むような作戦を立てるしかないでしょう」

「クロエ……！」

　──と、そんな感動的な雰囲気になったところで。

「わーかーみーやーみーなーとー！」

　それを一発でぶち壊すような騒々しい声が、部屋の外から聞こえてきた。

「……はい？」

「ここにいるのはー！　わかってるですのー！　出てきやがれですのー！」

「み、美み奈な[image: ]と、呼んでるよ……？」

「う、うん……」

　おそるおそる窓を開けて外を覗のぞいてみると。

「ああっ！　そんなところにいやがったですの！」

　治療院の中庭で、金髪をツインテールにまとめた少女が看護師に羽交い絞めにされながらこちらを見上げていた。

　ちなみにこの病室は四階だ。

「ヴァイオレット……？　な、なんでここに……」

「なんでもクソもありませんの！　いいですの、若わか宮みや美奈[image: ]！　わたしたちを倒したチーム・ヘリオンに勝ったからと言って、わたしたちが負けたわけじゃありませんの！　そのあたり、しっかり肝に銘じておくですのー！」

「う、うん……それはわかってるけど……」

《星武祭フエスタ》での闘いや力関係がそんな単純なものではないことは美奈[image: ]だって十分わかっている。

「よーし、それならいいですのー！　ならば！　わたしたち宿命のライバルの決着はー！　次にお預けですのー！　次は絶対にわたしが大勝利してやるからー！　それまで首を洗って待ってやがれですのー！」

　ずるずると看護師に引きずられて行きながら、最後までヴァイオレットは喚わめき続けていた。近所迷惑というか、病院迷惑甚はなはだしいにも程がある。

　だというのに。

「そっか……『次』か……」

　ヴァイオレットのその言葉は、美奈[image: ]の胸につかえていた何かをすとんと押し流してくれたようだった。

「そうだよね、まだ次があるんだ。《鳳凰星武祭フエニクス》だって、《王竜星武祭リンドブルス》だって……理事長が言ってたみたいに、あたしにはまだ未来がある……！」

　それはすごく単純で簡単なことだった。

　今回届かなかったら、次をがんばればいい。

　それだけのことなのだ。

「……まあ、私にはありませんけど」

「ソフィア先輩は、ちょっと黙っててください」

　いじけるソフィアをぴしゃりと叱るクロエ。

「あははは！」

　そんないつもの、チーム・赫かぐ夜やのやり取りを見て、美み奈な[image: ]とは本当にすっきりした気分で笑い──柚ゆず陽ひの、ソフィアの、ニーナの、クロエの顔を一人ずつ眺めてから、大きくうなずく。

　こうしてチーム・赫夜の闘いは幕を下ろした。

　　　　　　　　＊

　──冬。

「うー、寒い寒いー！」

「いらっしゃいませー。……って、なんだ美奈[image: ]か」

　木枯らしから逃げるようにしてカフェ・マコンドに入るなり、チェルシーが悪態で出迎えてくれた。

「なんだはないでしょ、なんだはー。これでも一応お客さんなんだからね」

「はいはい、わかってますとも。いつもの席が空いてるからどうぞ」

「やった！」

　美奈[image: ]はかじかんだ手を擦り合わせながら、最奥の席へ座る。

　やっぱりここが一番落ち着く。

「ほい、お水。今日は何、待ち合わせ？」

「うん、柚陽とニーナちゃんとお買い物」

「へー、いいじゃない。でも三人なんだ？」

「クロエは最近アイドルの仕事がすごく多くなってきちゃったから、なかなか都合が合わなくて」

「ああ、人気急上昇だもんね。この前はあのネイトネフェルともコラボしてたし」

「あ、でもでも今度のお休みはクロエも一緒にみんなで出かけるんだ。それもアスタリスクの外！」

「あらまあ、申請面倒なのに……で、どこ行くの？」

「柚陽の道場！　一度見てみたいって言ったら、柚陽が許可を取ってくれたの」

「道場って、天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの？　そりゃすごい。《鳳凰星武祭フエニクス》《獅鷲星武祭グリプス》と連覇して、今一番話題の人の流派でしょ？」

「でしょでしょ？　あ、でもこれヴァイオレットには内緒ね。また面倒なことになりかねないから」

「あー、この前大変そうだったもんね、蓮れん城じよう寺じさん……」

「土下座までしてたからね、ヴァイオレット。まあ、さすがに天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうに入門したいっていうのは、柚ゆず陽ひがどうこうできる範囲じゃないから断ってたけど……。本家の道場も今は新しい門下生取ってないみたいだし」

「……あれ？　ところで三人で買い物ってことは、残りの一人は？」

「あー、ソフィア先輩はタイミング悪く風邪を引いちゃったみたいで……『私もいぎだいですわ～！』って画面越しに泣いてたけど」

　チェルシーと二人、つらつらと他た愛あいのない会話を続けていた美み奈な[image: ]とは、そこまで言ってふと既視感を覚えた。

　以前にも似たようなシチュエーションがあったような気がする。

　そして、あの時は確か──

「お、美奈[image: ]。なんか着信が来てるよ？」

「え？　あ、うん……」

　机に置いた携帯端末を確認すると、新しいメッセージが一件届いていた。

　タイトルは『魎りよう山ざん泊ぱくへのご招待』、差出人は──

　そして、若わか宮みや美奈[image: ]の『次』が始まる。

[image: ]


あとがき

　ご無沙汰しております、三み屋や咲ざきゆうです。前巻から随分と間が空いてしまい、申し訳ありません。そして、このあとがきには作中のネタバレが多数含まれておりますのでそこのところだけご注意ください

　まず「学戦都市アスタリスク外伝　クインヴェールの翼」は、これにて無事完結となります。美み奈な[image: ]とたちの挑戦へお付き合い頂き、ありがとうございました。やや詰め込み気味にはなりましたが、お陰様で外伝でやりたかったことは全部やり切れたかなと思います。

　内容的にはチーム・赫かぐ夜やの《獅鷲星武祭グリプス》をその初戦から最終戦である準々決勝戦まで追っており、特に最終戦であるチーム・ヘリオン戦は六十ページを超える分量になってしまったりと我ながら結構がんばりました。本編の《獅鷲星武祭》でもこれほどボリュームのあるチーム戦はなかったと思います。正直、チーム戦の描写は作者としてもかなりしんどいのですが、こんなバトルを描くことはもうあまりないだろうと言うことでがっつりいきました。……まあ、当初の予定では三十ページちょいくらいの予定だったのですが。

　主人公である美奈[image: ]は別枠として、一巻ではニーナの見せ場を、二巻ではクロエ関連のエピソードを盛り込みましたので、この三巻では柚ゆず陽ひとソフィアの活躍シーンが多めとなっております。特にソフィアは割といいところを持っていったんじゃないかなと。

　では、最終巻ということですし、せっかくですからキャラクター解説的なものでも。

　実の所、企画最初期の段階では主人公は今のクロエにあたる役所のキャラクターでした。

　とはいえ、企画書を読み返してみるとこの時点ですでに明朗快活なナックル使いのボクっ子、天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう弓術を使う大和やまと撫子なでしこ、アーネストの妹で人を傷付けられないお嬢様、トランプを模した能力を扱い切れずに利用されているクール系少女と、ほぼ現メンバーの原型ができていたことがわかります（ちなみにこの最初期段階ではソフィアは先輩ではなく一年後輩でした）。ここからブラッシュアップしていく中で作品のコンセプトを王道的な少年漫画に寄せようということなり、そうなるとクロエのような立ち位置のキャラは主人公的な活躍をさせ難にくいということで、一番主人公らしい性格だったナックル使いの子が主人公に昇格──美み奈な[image: ]とが誕生したわけです。

　その美奈[image: ]は本当にわかりやすく動いてくれる主人公で、作者的にはなんの問題も起こさずどんどん前に進んでくれる優良児でした。本編に比べて話がわかりやすいと言われたことがありますが、それは美奈[image: ]おかげです。ありがとう、美奈[image: ]。デザイン的にも一番気に入っていて、小説一巻パジャマパーティのところの挿絵とか大好きです。玄げん空くう流りゆうが躰道をベースにしているのは私の趣味。

　クロエは主人公から変わった時に一番大きく設定が変更されたキャラです。とはいえ伝達の能力を使う《魔女ストレガ》という基幹部分はそのまま引き継いでもらったので、作品のキーポジションを担うキャラであることには変わらず、バトルでは司令塔として、日常シーンでも解説・説明役と一番働いてもらった子でした。台詞数ダントツじゃないかな。お疲れ様。できればもうちょっと崩した部分も描いてあげたかったかも。

　柚ゆず陽ひは企画最初期からほとんど設定が変わっていない唯一のキャラなのですが、茜あかねさんの漫画版では当初クロエを疑うというか牽けん制せいするような表情があって、割とそういうところを見せてくる性格なんだなあとフィードバックした部分もあります。設定的に戦闘においてはあまりかっこいい動きとかを出せない子なので、この三巻ではしっかり活躍させてあげられてよかったです。

　みんな大好きソフィア先輩は、とにかく盛りまくったキャラにしようというコンセプトのキャラで、実際にそのようになりました。手なりで書いていると隙あらばポンコツっぷりをぶっこんでくるので、作者としては困るやら楽しいやら。「あちゅいっ」のシーンは我ながら気に入っています。それと美奈[image: ]視点なので作中での説明は省きましたが、ラストバトルのソフィアは半ば意識を失っているために本来の剣技を完全な状態で使えるようになっています。ソフィアが普段見せている剣技は人を気付けないようにしているのと同様に、彼女が意識的に「華麗で優雅に見えるよう」にしているものです。実際ソフィアはそんなことを意識しなくても本質的に華麗で優雅な剣を振るえるのですが、本人は気が付いていません。自分で把握できていない版のアーネスト凶悪モードみたいなものです。本人が意識していないのでこの状態の剣技はクロエでも伝達できません。

　ニーナは地味ながらこの物語で一番成長したキャラだと思います。今巻六章のクロエと友達についてやりとりするシーンは、書いていて「ああ、ニーナもちゃんと友達とふざけ合ったりできるようになったんだなあ」と親心的な何かがしみじみとしました。能力の組み合わせはもっとストックがあったのですが、あまりお出しできなくて残念。アスタリスクにしては直球のネーミングですが、これはこれで結構気に入っています。

　あとはロヴェリカが初期設定だと男だったりとか、一人抜け駆けでアニメに出たヴァイオレットのこととかまだまだ触れたいことはありますが、紙面の都合でここまで。

　さて、今回も素敵なイラストを添そえてくださったokiuraさん！　一巻が美み奈な[image: ]とメインの五人、二巻が柚ゆず陽ひとソフィアメインの五人ときて、この三巻はニーナとクロエがメインの五人となりました。さすがのデザインセンスに、今更ながらほれぼれしてしまいます！

　最後になりましたが今回も多くの方に助けていただきました。

　まずは連載が終了したとはいえこの外伝のもう一人の生みの親である茜あかね[image: ]しようさん、担当編集Ｏ氏、編集部の方々、漫画版連載時の講談社編集Ｋ氏、そしていつも応援してくださる読者の皆様に最大のお礼を申し上げたいと思います。

二〇一九年三月　三み屋や咲ざきゆう
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